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　　　　プロローグ




　新米の王おう立りつ騎き士しアストリッド・ガルは、ソルヴェール国第一王女レティーツィア・エル・クロイツェルの住まう離り宮きゆうへと足を運んだ。ここはいつも静けさが保たもたれている離宮なのに、最近は誰もが忙しそうに働いていて、少し騒そう々ぞうしい。

　その理由をアストリッドも知っている。もうじき、この離宮の主あるじであるレティが王宮の一角に住まいを移すのだ。

「あっれー？　アストリッド君が窓から入ってこないなんて珍しい。君、病気ィ？　それとも姉上に何度も怒られて、ついに学習したァ？　声聞こえてたよアハハ」

　アストリッドが離宮の玄げん関かんに立てば、王宮に行こうとしていたレティの同どう母ぼ弟てい、第三王子レオンハルトが足を止めた。頭を下げ、持ってきた手紙を取り出す。

「同期から先生に渡すよう頼まれたんです」

「ああ、そうだったんだ、ご苦労さまー。君は姉上でなく僕に用があるときには真っ正面から入ってくるんだねぇ。なるほどなるほど」

　アストリッドとレオンハルトは同じ十六歳。しかし歴史学者として名高いレオンハルトは十四歳のときから騎士学校の教師をしているため、二人の関係はいまだに『先生』と『生徒』が継続している。

「姉上にご挨あい拶さつでもしていくー？　と言いたいけど、イルストラ国行きの準備で忙しそうだからどうかなァ。次期女王陛へい下かとなってから初めての外交、けど今回は結婚式に参列してにこにこしていればいい簡単なものだけどねぇアハハ」

「デューク先せん輩ぱいもついて行くんですよね、結婚式に。昨日言ってました。でもイルストラ国に行くのに、直接向かわずノーザルツ公国経由で……って何か変な気がするんですけど」

　レティの名めい誉よ騎士で、未来の十ナ二イ人ツのオ円ブ卓ラのウ騎ン士ド第一席であるデューク・バルヒェットは、アストリッドの先輩騎士に当たる。

　そのデュークは昨日、アストリッドとの何なに気げない雑談の中で、久しぶりにノーザルツ公国へ行くと言っていた。どうして直接隣国であるイルストラ国に行かず、わざわざ別の国に一度行って遠回りする道を選ぶのかと、アストリッドは不思議に思っていたのだ。

　その答えは『先生』が教えてくれた。

「直線距離で行けば早く着くってわけでもないんだよ、アストリッド君。ノーザルツ公国への街道は整備されていて、そっちを馬で行く方が早いのさァ」

「へー、俺は山越えしちゃいました」

「『いつ』『どこで』『なんのため』にと僕の後ろに立っている先輩騎士に訊きかれる前に『親と一緒にピクニックで』って付け加えるといいと思うよ～」

　レオンハルトはアストリッドが騎士になる以前の職業に薄うす々うす気がついていた。

　物ぶつ騒そうな前職を隠すために与えられたレオンハルトからの助言に、はい！　と元気よく頷うなずいてから、アストリッドは先輩騎士に眼を向ける。

　しかめっ面つらをしているアストリッドの先輩騎士のデュークは、先ほどの際きわどい発言を聞かなかったことに決めてくれたらしい。

「騎士団からの伝令か？」

「いえ、同期に頼まれものです」

「そーそ、アストリッド君は僕の元教え子からの手紙を持ってきてくれたんだよ。卒業しても『先生お加か減げんいかがですか？』って体調を気き遣づかってくれる元教え子がいるなんて、僕が良き教師だという証しよう拠こだねぇ」

「……良き教師の話はさておき、騎士団の人間としては、情報漏ろう洩えいの疑ぎ惑わくがあるその手紙を検けん閲えつしたいところです」

　騎士学校の教師をしているレオンハルトには、元教え子であり現王立騎士の人間から騎士団の内部情報を得ているらしい、という限りなく真実に近い噂うわさがある。

　疑惑の張本人はただのご機き嫌げん伺いさァ、とうさんくさい笑顔を作っていた。

「随ずい分ぶんと賑にぎやかね、貴方あなた達……ってアストリッド？　何かご用？」

　メイドと共に廊下から姿を現したのはレティ。すぐに珍しい客であるアストリッドの姿を見つけ、ご機き嫌げんようと声をかける。

「先生にご用でした！　もう終わりました！」

　あらそうとレティは素そっ気けなく言い放つが、アストリッドの眼めはきらきらしている。

　それを面おも白しろくなさそうにデュークとレオンハルトが眺ながめる。

「……丁ちよう度どいいわね。アストリッド、少し話をしてもいいかしら」

　レティは一度は踵きびすを返したものの立ち止まり、再びアストリッドに声をかけた。

　もちろんです！　と言い、意い気き揚よう々ようとついて行くアストリッドの姿を、残された二人の男は増ます々ます面白くなさそうに見ていた。




　人ひと払ばらいをし、レティは部屋の扉の前で立ち止まる。前ぜん科か一いつ犯ぱんの男と共に、同じ部屋で二人っきりになる気はない。

「以前貴方あなたが言っていた夢は『騎士になること』よね。それはもう叶かなったのかしら」

　アストリッドは王立騎士団に所属している。職業は誰がどう見ても〝騎士〟だ。

「いえ、まだです。まだただの王立騎士になっただけですから。俺の夢は王に、国に、民に心身共に仕つかえ、守るための誠実なる剣を持つ騎士になることです」

　それは騎士としてお手本の答え。名誉や地位を求めたり、血けつ統とうや義ぎ理りに縛しばられる騎士ではなく〝本当の騎士〟になりたいのだと、真まっ直すぐすぎる理想を語る。

　レティはアストリッドの夢みた答えを馬ば鹿かにすることはなく、いっそ憧どう憬けいすら含む微ほほ笑えみを見せた。

「……最近聞かなくなったいい答えね。それで、貴方は主しゆ君くんを決めたと言っていたけれど、相手に望まれそうなの？」

「難むずかしいです。その方は騎士に〝強さ〟を望んでいませんから。きっと今のままの俺は望まれないと思います」

「そう。ならわたくしは貴方にもう一つの道を示すわ」

　レティがアストリッドに話をしたいと思ったのは、未来について。少し前から考えていた、アストリッドのもう一つの道だ。

「貴方の理想とする〝騎士〟は、すでに形けい骸がい化かしてしまった名誉騎士と両立させるのは難しいわ。きっと主君は個人的な命めいを貴方に下してしまうから、理想の騎士との相そう違いに悩むことになるでしょう。でも、一つだけ方法がある」

　理想を実現するのは難しい。でも、その理想を実現できる道は確かにある。

「王立騎士団の騎士団長になりなさい。騎士団長という騎士の頂点に求められることは『本当の騎士であること』を皆みなに示しめし続けること。貴方の理想そのものよ」

「騎士団長……ですか？」

「もちろん、貴方の気持ちが優先。でも現実は、夢が叶わないことだってある。……ゆっくり、しっかり考えてみて。貴方がもう一つの道を望み、出しゆつ自じという壁に当たることがあれば、多少の口くち添ぞえぐらいは期待しても構わないわ」

　レティの言葉に、アストリッドは『考えます』だとか『そうですね』とか〝答え〟を返すはずだった。けれど〝疑問〟を返す。

「あの、王女様の夢は叶わなかったんですか？」

　時々アストリッドは妙みようなところで本質を突つく。

　レティは一瞬驚いたが、怒ることもごまかすこともせず、静かに〝答え〟を返した。

「……そう、叶わなかった。でも王になるのだから、叶わなくていいと思えたわ」

　夢が叶わないことだってある、はレティ自身の体験談だ。

　アストリッドは今度はそうですかと言い、話を終わらせた。




　レティの離宮を出たアストリッドは、未来について考えながら歩く。

　だが妙にひっかかるものがあって、でも考えてもよくわからなくて、うんうん唸うなった。

「よう、アストリッド。まだ首輪つけてない犬のままかー？」

　気配は感じていたものの、まあいいかと無む視ししていた存在に声をかけられ、アストリッドは顔を上げる。丁度いいと、他の人の意見を聞いてみることにした。

「フリートヘルム殿でん下かの小さい頃の夢ってなんですか？」

「お前ってどこまでわかってやってるのか、俺は未いまだによくわからん……」

　レティの異い母ぼ兄けい、第一王子フリートヘルムの野の良ら犬いぬ発言をさらっと流し、質問をぶつけるアストリッド。

　全部計算だったらちょっと怖いとフリートヘルムは思いつつ、一応返事をする。

「小さい頃の夢ねぇ、俺なら王様になることだろ、当然」

「当然って〝夢〟って言うんですか？　俺は家業を夢とは思わなかったんですけど」

「……変なところで鋭するどいなー」

　フリートヘルムにとって、王になることは大人おとなになることと同じ。当たり前のように用意されたものであって、夢ではない。アストリッドにとって、暗殺者になることと同じだ。

「仕方ねぇな、俺の本当の夢を教えてやろう。多分デュークと同じ。誰かさんも同じだったから、この国の男は大たい抵てい〝それ〟が幼い頃の夢なんだろうな」

「〝それ〟……ですか」

　アストリッドがこの国出身ではないことを知っているフリートヘルムは、あえてわからない形で教えた。

「えーっと、デューク先輩の夢なら……王女様の騎士ってことですか？」

「それは間違っていて、でも正しい」

　アストリッドは自分の中でもやもやしているものの参考になるかと思い、フリートヘルムに幼い頃の夢を訊いたのだが、余計わからなくなってしまう。

　考えるって難しいと、珍しくため息をついた。







　　　　第一章　なにか一つ借りたもの




　イルストラ国の第三王子サヴェリオと、ソルヴェール国の公こう爵しやく令れい嬢じようシャルロッテの結婚式がもうじき執とり行われる。この二人の縁えんは、サヴェリオ王子がソルヴェール国を訪れた際、シャルロッテ嬢を見み初そめたことがきっかけとなっていた。

　シャルロッテはレティより三つ年上の従姉いとこ。金髪に神秘的な紫色の瞳の、物語に出てくるような可か憐れんなお姫様だ。おっとりとしていて、いつもふわふわと夢みたことを言うシャルロッテは、やや幼い顔立ちもあいまって、時にレティより年下に見られた。

　その従姉の結婚式に、ソルヴェール国の王家代表としてレティが行くことになった。次期女王に決定してから初めての外交となる。しかしこれは政治が絡からむ、難しい話し合い等の成果を期き待たいするものではなく、レティに外交の経験を積ませるために父親が用意したものなのは明らかだった。

　この程てい度どの外交、今までにも王女として何度もしている。色々今いま更さらな気がして、レティはため息をつきたくなった。

「仕方ないわね、お手本の王女をずっと演じていたんだもの。お父様もわたくしのことをそう思っていらっしゃるでしょうし……」

　芸術や文学を愛し、兄王子二人の争いに心を痛め、時には窘たしなめもした王女。積極的に国政や軍事に関わることはなかったが、心優しさ故ゆえに教育や医い療りようは支し援えんしてきた。

「民たみの支し持じを得るため、三大侯こう爵しやくローエンシュタインとオイレンベルクに危機感を与えないためにそうしてきたのだけれど、もう少し色々関わっておくべきだったかしらね」

　出発の挨あい拶さつを父にして来たレティは、忙しさから離り宮きゆうに戻る足取りが随ずい分ぶん速くなっていた。それでも淑しゆく女じよらしく足音を殺して歩けるのは、長年の努力のおかげだ。

「王女殿でん下か、お忙しそうですな」

「ご機き嫌げんよう、ヨハネス。知っての通り、表情が固まる外交に行ってくるわ」

　すれ違うヨハネスに呼び止められ、レティは肩をすくめる。旧きゆう知ちの仲であるソルヴェール国王立騎士団長ヨハネス・ミュラーの前では、そこまでお手本王女をしなくてもいい。

「今回の日程は随分面おも白しろいことになっていると伺うかがいましたが……」

「貴方あなたから事前に承しよう諾だくを取った通り〝二人目〟のための日程よ。のんびり結婚式を眺めている余よ裕ゆうはないの」

　ヨハネスにはもうナイツオブラウンドの第二席を誰にしたいのか、話を通してある。彼はその名を聞いた際に、殿下は難しいことに挑いどむのがお好きなようで、と苦笑していた。

「では僭せん越えつながら、ささやかな助言をお渡ししましょう。通例では『減点方式』ではなく『加点方式』となっております」

「……なんの話？」

「これ以上は申せません。ささやかな助言ですから」

「あらそう」

　ヨハネスは無意味なことは言わない。きっと近いうちに役に立つ話なのだろうと、レティはそれ以上の追つい及きゆうはしなかった。

「本来ならばこの助言は決してお渡ししてはならないのですが、今回は本命が別で、殿下はその口こう実じつとして使われてしまったのが少々お気の毒で。いやはや説得に苦労しました」

「……本命？　口実？」

　ヨハネスは黙って微ほほ笑えんでいる。それ以上言う気はないのだろう。

「話は変わりますが、王女殿下の幼い頃に夢というものはおありでしたか？」

「それは……まあ、あったわよ。それがどうしたというの？」

「幼い頃の夢がもし今になって叶かなうとしたら、どんな気持ちになるかと思っただけです。……いやいや、想像ができません。年を取って頭が固くなったようです」

　ヨハネスは良き報しらせをお待ちしておりますと言い、頭を下げて歩き出した。





◆◆◆






　ここは『王達の会議の間』。敷しき詰められた絨じゆう毯たんに描かれているのは、金きん糸しの稲いな穂ほの縁ふち取どりが取り囲む神々の物語。天てん井じようには木造りの大きなシャンデリア、絨毯の上には古艶パテイナの美しい重じゆう厚こうな樫かしのテーブル。同じ材木で作られた椅い子すには随ずい所しよに装飾が刻まれ、背せ板いたの透すかし彫ぼりは同じものは二度と作れぬ芸術品だ。

　イルストラ国出発の前夜、レティは夢という形で、『騎き士し王おう』と諡おくりなされた初代ソルヴェール国王クリスティアンの生まれ変わり達の意識が集まる部屋に来ていた。

　ヨハネスに言われた〝幼い頃の夢〟が気になっていて、どうせならと王達に訊きいてみる。

「幼い頃の夢、ねぇ。当然、世界征せい服ふくだろ。勿もち論ろん現在進行形だ」

「……貴方に訊いたわたくしが愚おろかだったわ。失しつ笑しようものの夢を真ま顔がおで語ることぐらい、予想できていたはずなのに」

　そして本気でそれを実行に移したのが獅し子し王おうアレクサンデルという男だ。

　大陸の半分をその手中に収めたこの男は、もはや王というより皇帝に近かった。

「カールハインツ王、貴方は？」

「良き王になることだったが……つまらなくて申し訳ない」

「いいえ、素晴しい答えだわ」

　アレクサンデルとは対照的に、侵しん略りやくは一切行わず、内ない政せいに専念した内政王カールハインツ。ソルヴェール史上最も偉い大だいな王はという後こう世せいでの議論に、必ず名が挙あがる王だ。

「オスヴァルト王は？」

「僕は……自分の大たい公こう領りようで、静かに暮らせたら……それでよかったんで」

「はいはーい！　オレは画家になること！」

　重くなりそうな空気を察さつしたのか、隻せき腕わん王おうオスヴァルトの夢に失しつ恋れん王おうルートガーが声を被かぶせる。

「画家？　一度ルートガー王の絵を見てみたいわね」

「レティーツィア女王にとってはオレの時代って未来ですもんねー。更さらに後こう世せいの王に会ったときにオレの絵の価値を訊いたら〝失恋王〟の絵だからそこそこの値段がつくとか言われたんですよもー」

　結構オレの絵上う手まいのに～とルートガーは嘆なげく。

「あ、オレおっさんの絵も描いておいたから。あの長回廊ロングギヤラリーに飾ってある獅子王の絵、本人に全然似てないから、これが本物の顔！　って後世の連中に残してやろうと思って。でもあれはあれで特とく徴ちようよく捉とらえてあるよな」

　アレクサンデル以外の王は、皆みなその絵を知っている。

　必要以上に極ごく悪あく人にんとして描かれた第十二代アレクサンデル王の姿絵は、本当の顔から懸かけ離れてしまっていた。そのことを知っているのは、王達の会議の間でアレクサンデルと出会ったことがある王だけである。確かに……と皆が苦笑した。

「……あの、レティーツィア女王の夢はなんだったんですか？」

「わたくしの夢？　そうね……」

　オスヴァルトに尋たずねられ、レティはアレクサンデルよりももっとくだらない夢を口にした。





◆◆◆






「困ったわね……」

　レティのイルストラ国行きには、騎士のデュークと、母方の侯爵家から借りた侍じ女じよ二名と、他に侍従や護ご衛えい等総そう勢ぜい十五名。

　今回の旅は天てん候こうに恵まれ、五日目までは順調に馬車が進んでいた。しかし六日目の早朝、予期せぬ事態に陥おちいってしまったのだ。

「本当に申し訳ございません……！　夕食のときにお出ししたワインが傷いたんでいたようで……！」

　昨晩、この辺りの名産品だからと香こう辛しん料りよう入りのワインが皆に振る舞われた。それが傷んでいたらしく、口をつけた者は全て腹痛で寝込んでしまっている。

　この腹痛を免まぬがれたのは、安っぽいワインは口にする気はないと、礼れい儀ぎで一口だけで済ませたレティと、仕事中は飲まないと決めていたデュークだけ。

「殿下、ここから一番近い騎士団の営えい所しよに使いを出そう。応おう援えんを頼まないとイルストラ国に行くことすらできない」

「そうね……王都に戻るには時間が足りないわ」

　戻って、新しくお付きの者を揃そろえ、再び出発をすると約十日も行程が遅れる。それでは結婚式に間に合わない。

　レティはこの際一人で馬に乗り、デュークだけを連れてイルストラへ行っても構わないと思っているのだが、国の体面を考えるとそうもいかない。お姫様には護衛の人間と、身の回りの世話をする侍女が必要なのだ。

　仕方なく宿の者に騎士団へ使いを頼み、昼過ぎまで待つ。レティはその間、真っ青な顔色をした侍女の世話をしていた。申し訳ないと謝しや罪ざいをする侍女に、今は自分のことを考えてと優しい声で語りかける。

「……傷んだワインが原因にしては……変ね」

　吐はいたり熱が出るわけではなく、ただ冷や汗をかいて腹ふく痛つうを訴うつたえるだけ。これとよく似た症しよう状じようをレティは知っている。

　ソルヴェール国中で自じ生せいしているカッツェの実は、熟じゆくさないまま食べるとお腹を壊こわす。これは子供でも知っていることだ。皆の腹痛の原因が本当にカッツェの実なら、命に別状はなく、二、三日苦しむだけで済むので、回復を待ってから出発しても結婚式には間に合う。けれど所しよ詮せんは素人しろうとの診断だ。予想で動くことはできない。

　また、腹痛の原因が傷んだワインではなく、カッツェの実が混入されたからだとしたら、これは故こ意いに引き起こされた事件だ。では誰が……と考えたところで、ノックの音に思し考こうを遮さえぎられた。

「殿下、メルヴィルドの営所から応援が到とう着ちやくした」

　デュークの声にレティは立ち上がり、行くわと自ら扉を開けた。お姫様らしくない行為だが、侍女もメイドもいない今は、全てを自分の手でやらなければならない。

「応援といっても、メルヴィルドの責任者にそこまでの権けん限げんがあるとは思えないから、結局彼らを連れて国こつ境きよう沿ぞいの営所で人員を借りることになるでしょうね。二度手間だわ」

「それが、とんでもない大物が来た」

　到着した王立騎士団の使者が待つ部屋の扉をデュークに開けさせ、レティが入る。そこには確かに〝大物〟が立っていた。

（……なぜ『彼』がここに……!?）

　レティの頭の中は驚きで満たされる。だがそのことを顔に一切出さず、レティは音もなく部屋の中央へと足を進めた。そして〝大物〟と向き合う。

　年は四十半なかば、栗毛にヘーゼルの鋭するどい眼。彼を形けい容ようする言葉としては『厳げん格かくと高こう潔けつが制服を着て歩いてる』が有名らしい。
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「お初にお目にかかります、王女殿下。私は……」

「いいえ、結構」

　レティは相手の名乗りを遮り、王女に相応ふさわしい笑みを浮かべた。

「名乗らなくても知っているわ。王立騎士団副騎士団長クレイグ・バーデ。常に最前線となる国境での任にんを自ら志し願がんし、王都に戻らぬことから付いた異い名みようは……〝国境将軍〟」

　お久しぶりねとレティは口にするが、クレイグはその『お久しぶり』に該がい当とうする記き憶おくを探し出すことができず、間を見せた。

　自分が優位に立ったまま会話を進めるコツは、相手に考える間を与えないこと。もしくは別に考えなければならない問いを与えること。

「わたくしが八歳のときに、一度だけ遠くから姿を見て、父から貴方の名を教えてもらったの。きちんと紹介されたわけではないから、貴方には記憶がなくて当然よ」

　レティが言葉にした『父』とは現国王のこと。

　おっとりと、また会えて嬉うれしいわと言うレティとは対照的に、この場に居合わせたデュークや、クレイグが連れてきた王立騎士達は固まった。触ふれてはならないことに、レティが触れてしまったのだ。

「王女殿下に覚えていただけたとは光栄です。使者から事情は伺うかがいました。それで、これからどうなさいますか？」

　しかしクレイグは動どう揺ようや怒りを見せることなく、レティに続きを促うながす。

「立ち話もなんでしょうから、お座りになって」

　レティはレティで、自分のペースを崩くずす気は全くない。クレイグの質問には答えず、自らが優ゆう雅がに椅子に座ってからクレイグにも座るよう命ずる。だがクレイグはこのままで、と直立不動の体勢を崩さなかった。

　どうやらクレイグは、噂通りデュークと同系統の生き真ま面じ目めすぎる騎士のようだ。

「まずは、どうして貴方がここにいるのか訊いてもいいかしら？　ここから最も近いメルヴィルドの営所は、貴方の国境警備隊の営所ではないはずだけれど」

　当たり前のようにレティは指し摘てきしたが、この場にいるデューク以外の騎士は驚いた。

　彼らにとってレティは『ただのお姫様』だ。王立騎士団の組織図や人事に興味などなく、把は握あくしているはずがないという思い込みがある。

「おっしゃる通りです。私は国境警備の任に就ついておりますが、此こ度たびは合同演習の協議のために、メルヴィルドの営所を訪れておりました。使者から私も話を聞き、これは私が出向くべき火か急きゆうの件であると判断致いたしました」

「いい判断ね」

　満足そうにレティは頷く。だが頭の中は別のことを考えた。

（色々できすぎているわね。……わたくしは運はよくないはずなのだけれど……）

　だが、この状況は自分にとっても美お味いしいものだ。利用できるならとことん利用してやろうと腹をくくった。

「お聞きの通り、わたくしの騎士であるデューク・バルヒェット以外の同行者が全て動けなくなったの。新たな者を揃えるために王都に戻ると、イルストラ国での結婚式に間に合わない。今回は余裕を持った日程ではなかったもの」

　見上げているのに見下ろしている。そんな余裕のある態度で、レティはクレイグに向き合う。

「最低限の人員を騎士団から貸してちょうだい、このまま行くわ」

「……それでは殿下の身の回りの世話をするご婦人がいないままでは？」

「ある程度までは一人で可能よ。手を借りたいことがあればそこのわたくしの騎士にやらせるから、問題はないわね」

　一見、一人では何もできないお姫様でも、レティは一人で着替え、一人で城下町を出歩くおてんば姫だ。これは強がりではなくただの事実だった。

「本当にそれでよろしいのですか？」

「ええ。……でも」

　一度言葉を切り、レティは有う無むを言わせない威い厳げんを持った声でクレイグに命ずる。

「クレイグ、貴方にも同行してもらうわ」

　その命令を聞いたクレイグは、わずかに戸と惑まどった。

　観察に近い眼を向けていたレティは、そのほんの少しの反応を見み逃のがさない。

「……私には国境警備の責任者としての任務がありますが……」

「その国境警備の任を離れて、メルヴィルドの営所まで話し合いにやってきたぐらいよ。今は緊きん迫ぱくした状況というわけではないでしょう？」

　更にレティはたたみかける。

「それに、いくら国境にいるからといって、王都の状況を何も知らないとは言わせないわ。わたくしが現在置かれている立場を、貴方だってご存じよね」

　王位争いをしていた優ゆう秀しゆうすぎる王子達からこぼれ落ちてきた王位を拾った姫――〝おこぼれ姫〟という異名を持つレティは、危ういところに立っている。兄達の背後から常つねに狙ねらわれていることは、クレイグだって承しよう知ちのはず。

「これでも身の回りに置く者は、相当の気を遣つかって選んでいるの。でも今回は緊急事態、新しく連れて行く王立騎士の身しん上じよう調ちよう査さをやっている暇ひまはない。兄二人の派は閥ばつに属ぞくしているかもしれない騎士を連れて行くなんて、自ら死にに行くようなものだと思わない？」

「……信頼できる者を、殿下のお傍そばにつけます」

「その〝信頼できる者〟が貴方だとわたくしは言っているの。……王家と一定の距離を保つ〝国境将軍〟ならば、味方ではなくとも敵ではない。安心して傍に置けるわ」

　国境将軍クレイグの名が付いた経けい緯いを知っていると、レティは暗に示す。

　少し間を開けて、クレイグは承知致しましたと頭を下げた。

「後の人選は貴方にお任せするわ。わたくしは貴方を高く評価しているし、信頼しているもの」

　初めて会話をしたのに、高い評価をしているだとか信頼しているだとか言われても、誰も信じないだろう。社しや交こう辞じ令れいというには少々大げさで、だが本心からというには芝居がかっている言葉だ。

「勿もつ体たいないお言葉です。……それでは一度、御ご前ぜん失礼します」

　クレイグは背後にいた王立騎士に眼で合図し、部屋を出て行く。

　レティとデュークの二人きりになった部屋は静まり返った。

「お茶の一杯でも入れてちょうだい。できるでしょう？」

「下へ手ただと文もん句く言うなよ」

　宣言通り、己おのれの騎士に侍女の仕事をしろとレティは言い放つ。

　デュークは仕方ないと宿の者に頼んでお茶の支し度たくをさせ、レティのカップに注ぐ役目を果たした。

「まあまあね、飲めなくはないわ」

　一口飲んでから、レティはカップをソーサーに静かに置いた。

　そして人差し指を自らの口元へ近づける。自分の隣のソファーをそっと手の平で叩たたくことによって、『声を出さず、静かに隣に座れ』という合図をデュークに送った。

「できる限り小さな声で。……外で、耳を澄すませている人間がいるはずよ」

　少し距離を置いてデュークは座ったが、レティは身を寄せて耳元に口を近づけて話す。

「副団長の連れてきた王立騎士の中に、フリートヘルム派かグイード派でもいたのか？」

「いいえ、クレイグは中立派を選んでくれているわ。外で耳を澄ませているのは『クレイグ派』とでも言うべきかしら。……今回の一連の出来事は何者かに仕組まれていると見てもよさそうよ。これから会話には気をつけて。何かに気づいても、他の誰にも知られないようわたくしに知らせること、いいわね」

「クレイグ派とはどういう意味だ？」

「それはもう少し確証を得てから言うわ」

　レティは話は終わりだとデュークから身を離そうとする。だが今度はデュークがレティの肩を抱き、引き戻した。

「……クレイグ派についてはそれでいい。けれどもう一つ、副団長のあの件、お前は知っているのか？」

「あの件？」

「白しら々じらしく聞き返すな。……副団長の〝国境将軍〟の異名の由来を知っているなら、あの方の前で国王陛下について触れるのはまずいとわかるはずだ」

　先ほど、部屋が凍こおりついたことについてデュークは指摘する。

　レティはああと頷いたが、そうねとは言わなかった。

「わたくしは王女、クレイグは王立騎士団副団長。どちらが偉えらいのか、貴方はわかる？」

「……王女殿下です」

「どうしてわたくしが彼に気を遣わなければならないのか、説明できて、納なつ得とくまでさせたのなら『そうね』と言ってあげてもいいわ」

　王立騎士団副団長クレイグ・バーデの異名〝国境将軍〟の由来。それは二十年ほど前に遡さかのぼる。

　伯はく爵しやく家の次じ男なんとして生まれたクレイグ・バーデは、騎士学校に入り、優秀な成績で卒業。その後、王立騎士団に入って頭とう角かくを現した。

　貴族という身分、清せい廉れん潔けつ白ぱくで高潔な精神を持ち、周囲の信頼も厚く、剣に長たけている。そんな男を放っておく者はいない。多くの者から我が名誉騎士にと請こわれた男は、当時はまだ王子だったレティの父からも騎士の誘いを受けた。

　クレイグは未来のナイツオブラウンドに望まれるのは名誉あることだと頷き、未来の王のために剣を振るうと誓ちかったのだ。

　しかしその後、ソルヴェール国とキルフ帝国との間に戦争が勃ぼつ発ぱつした。

「……あの戦争で総大将を任されていたお父様が採とった作戦とは、とある村に駐ちゆう留りゆうした一個小隊を見捨て、後方に戦力を集めきってから圧あつ倒とう的てきな戦力をもっての突とつ撃げき。これが決定打となり、キルフ帝国側は撤てつ退たい。両国の緩かん衝しよう国こくであるノーザルツ公国で停戦条約の締てい結けつに至った」

「だが副団長はその作戦に反対した。今生きている村人や、そこで敵を食い止めようとする騎士を見捨てるのかと」

「そう。でも戦力の逐ちく次じ投入なんて最悪の戦術ね。全ぜん滅めつしてこいと言っているようなもの。国王陛下の用もちいた戦術は最さい善ぜん策さくだったわ。圧あつ倒とう的てきな戦力差で勝ったからこそ、優位な立場で停戦条約を結べたのだから」

　もっとも、キルフ帝国はそれから数年後に内ない乱らん状態へ突入する。停戦条約を結んだ当時の皇こう帝ていは敵対勢力によって廃はいされてしまい、今となってはせっかく結んだ停戦条約は事実上の無効となってしまった。

「見捨てられた村人と一個小隊の全滅に、若きクレイグ・バーデは激げき怒どした。そしてナイツオブラウンドの未来を自ら捨て、不安定な国境の警備を志し願がんする。――国を本気で想っている高潔の騎士だと、当然周りは評価するわね」

　そして焦きな臭くさい国境沿いにて武ぶ功こうを重ねたクレイグは、後に次の騎士団長にと望まれた。

「騎士団長の話が来ても、クレイグは断った。騎士団長になれば王都に戻らなければならないから。国王陛下の顔すら見たくない彼は、副団長の座に留とどまることになった。『そのおかげで』なのか『そのせいで』なのかはわからないけれど、彼より年下のヨハネスが騎士団長の座に納おさまったわ」

　ヨハネスはあの戦争で、クレイグの部下として動いていた。尊敬する先輩の意いを汲くんだのか、ヨハネスはどんな式典があっても、クレイグに王都に戻れと命じたことはない。

「……殿下は、副団長の怒りを理解できないのか？」

「いいえ、できる。でも国王陛下の立場も理解できる。それだけよ」

　若きクレイグ・バーデの怒りは当然のものだ。

　同時に、国王の判断も正しかった。

　レティは二人の間にできた溝みぞを埋うめるようなことをする気はない。

「ヨハネスはいい働きをするわね。彼の助言がなければ知らずに『運がいい』と思うだけだったわ」

　出発前、王都でヨハネスはレティに『減点方式ではなく加点方式』と『殿下は本命の口実に使われた』と言っていた。この言葉の謎なぞがようやく解とける。

「運がいいだろう？　護衛に副団長を連れて行けるんだから」

「わたくしは悪運がいいの。運自体はよくないわよ。……それに、減点方式でなくて加点方式なら、色々やり方が変わるものね」

　今回の話し合いはどのくらい加点されたのかしらと思いながらレティは立ち上がる。

「出発の準備が整うまで皆の世話を頼むわ。わたくしは侍女達の様子を見てくるから」

　はっきりとレティは声を出し、そっとカップを持ち上げて音をわざと鳴らして置く。

　こうしておけば外で盗ぬすみ聞きしていた者は『王女殿下はただゆっくりとお茶を飲んでいた』としか思わない。デュークと内ない緒しよの話をしていたとは考えもしないだろう。
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　今夜の王達の会議の間には失恋王ルートガーだけがいた。失恋直後しかこの部屋に来ない王は、だるそうに新たに訪れたレティを見る。

「あーオレの癒いやしが来たー。……って不ふ機き嫌げんそうですね、レティーツィア女王」

「外交中なの。面めん倒どうなことが次々襲おそいかかってきて、計画の練ねり直しを迫せまられたわ」

「お疲れー。条約の締結？　領りよう土ど分ぶん割かつ会議？」

「外交自体は結婚式の参列よ。笑っていればいい気楽なお仕事」

　それを聞いてルートガーはがっくりとうなだれた。『失恋王』にとって、結婚式とは古ふる傷きずをえぐる言葉だ。

「いいなあ……オレも幸せになりたい」

　レティにとって後の時代となる失恋王時代のソルヴェール王家は、その血けつ統とうが途と絶だえそうになっていた。ソルヴェールは王おう婿せいとしてナパニアの第二王子ルートガーを招くことを決断する。ナパニア王家にはソルヴェール国王の一人『隻腕王オスヴァルト』の娘が嫁とついでおり、ルートガーも薄くではあるが、ソルヴェール王家の血を受け継ついでいるからだ。

　ルートガーはソルヴェールの王女と結婚し、王として即位することになったのだ――が。

〝失恋王〟の最初の失恋は王女との結婚式の夜に訪れた。夫婦の寝室に『恋人と駆かけ落ちします』と花嫁からの置き手紙があり、ルートガーは朝まで呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたという。

　あまり見かけないが、ルートガーより更に後世の王からその逸いつ話わを聞いた。

「貴方、他国からの王婿よね。ソルヴェールの者に王の資し質しつを問われたことは？」

「試す気だったんだろうけど、嫁に逃げられた後はぜーんぶ同情に変わったんですよね、これが。いやオレ本当に可か哀わい想そうッ……！」

　思い出したら泣けてきたとルートガーはううっと顔を覆おおった。そしてはーっと重たい息を吐はく。

「同情なんかされなくても、オレだって王の資質ぐらいちょっとはあるし、臣下と上う手まくやっていけたはずですよーだ。そりゃレティーツィア女王ほどの資質はないだろうけど」

「わたくしに王の資質そんなものがあったら、それを問う試験を受けなくても済んだわね」

「レティーツィア女王を試すような偉そうな臣下なんていたっけ？　でもオレのソルヴェール国史の知識じゃ全然わかんねぇ」

　他国出身のルートガーは、彼にとっての現在で、ソルヴェール国の歴史を学んでいる最中である。有名なソルヴェール国の出来事すらも『え？　そんなことあったの？』とこの部屋でよく言っていた。

「……試しているのは臣下ではなく、お父様。だとしたら色々と説明できるもの」

「お父様ァ!?」

　なんで？　とルートガーは不思議に思う。普通父親は身内で、敵ではないはずだ。

「王の資格がわたくしにあるかどうか、このイルストラ国行きで量はかりたいと思ったのよ。そして王族に厳しい目を向ける〝あの人〟に判断を頼んだ。彼ならば厳しいけれど公平な眼でわたくしを見るでしょうから」

　しかし父とクレイグは決けつ裂れつした仲。直接頼むはずがない。二人の仲介役をしたのは騎士団長ヨハネスだ。苦労したと言っていたのはこのことだろう。

（けれど、この王の資格を問う試験が、お父様の『本命』の口実とはね）

　父がようやくクレイグと和解の道を模も索さくしようとしている。その第一歩として、どうにか繫つながりを作ろうと、レティの試験というもっともらしい口実を用意した。

　だからヨハネスは本来ならば受けなくてもいい試験を受けることになったレティを『気の毒だ』と思い、助言を与えてくれたのだろう。

　父はクレイグとの繫がりを求め、ヨハネスは協力した。そしてクレイグは……

「お付きの者を全て失ったお姫様がどこまでやれるか、見たがっている」

　クレイグはレティが『侍女なしでは無理だから一度王都に戻る』と言うと予想していたかもしれない。彼にとって自分は〝おこぼれ姫〟なのだから。

「オレからすると、レティーツィア女王なら一人で国一つぐらい落としそうだけどね」

　ルートガーにとって、レティは『世界一格かつ好こういい女』だ。

　当たり前のように言われた言葉に、レティの気持ちが少し凪なぐ。

「少し褒ほめすぎだけれど、受け取っておくわ、ありがとう。――試すなら試せばいい。史上最高点で、わたくしが最も王に相応ふさわしいと言わせてやるわ」





◆◆◆






　朝日がレティの眼を刺し激げきした。もう朝かと瞼まぶたはそのままに、ゆっくり身体からだを起こし、それから窓から射し込む光を眺ながめ……いや待てと一気に頭が回転を始める。

（同行した侍女は腹痛で寝込んでいるはず……誰がカーテンを開けたの……!?）

　鍵かぎをかけたこの部屋に何者かが侵しん入にゆうした。素早く周りを確認して―がくりと脱だつ力りよくする。レティの影から、一本の黒い手が伸びていた。それがカーテンを押さえていたのだ。

「勝手に出てこないでと言ったでしょう。アストリッドに命じて浄じよう化かするわよ」

　先日、王宮で恐怖物語が一本書けそうな事じ態たいを引き起こしていた黒い手。事件解決の際に浄化して消し去ることもできたのだが、レティはこれから役に立つかもしれないと考え、自らの影に封じ込めておくことを選んだ。

　しかし、レティの新たな愛ペ玩動ッ物トとなった黒い手は、まだ躾しつけがなっていない。偶たまにこうやって勝手に影から出てくる。

　レティが無言で黒い手を叩たたき落とせば、『それ』は不満そうにレティの影へと戻っていった。押さえを失ったカーテンは元の位置に戻り、部屋の中を薄暗くする。

「―さてと、お姫様の支し度たくを一人でやらないと」

　自らの手で、レティはカーテンを開けた。




　一人でドレスをなんとか着込み、レティは鏡きよう台だいの前に座った。次は髪だ。

　髪を丁てい寧ねいにとかすことは一人でできても、結ぶことは難しい。器用な方だし、時間をかければできるかもしれないが、『貧びん乏ぼう男だん爵しやく家けのお嬢様』がお忍び歩きをする程度ならともかく、王女としての格を保つほど綺き麗れいにリボンを結ぶのはかなりの難なん易い度どだろう。

「こればっかりはこのまま流しておくしかないわね」

　どうせ今の自分を見るのは護衛の男達だけ。髪に手を入れてなくても何も思わないだろう。イルストラ国へ着けば従姉いとこのシャルロッテに侍女を借りることもできるし、今は仕方ないと自分を納得させ、レティは立ち上がった。

「殿下、入っても大丈夫か？」

「もう着替えは終わったわ、どうぞ」

　入ってきたデュークはレティの姿を眺ながめた。

　デュークが何を考えているのか察さつしたレティは呆あきれた声を出す。

「一人でドレスを着ることぐらいできるわよ。手伝ってもらわないといけない複雑なものなら、宿の女性に頼むわ」

「いや、ドレスじゃなくて、髪は？」

「流石さすがにそこまで要求しないで。どうせ馬車に乗っているだけよ、とかすだけでいいわ」

　思ったよりデュークはレティのことをよく見ていたらしい。男はリボンの色が変わっても気づかない生き物だと思っていたのに。

「……してやろうか？」

「何を？」

「リボン結ぶのを。しばらくやっていないから、上う手まくできるか自信はないが」

　鏡台の前に座れとデュークは指さす。レティは半分疑いつつも、椅子に座った。

「そんな特とく技ぎが貴方にはあるわけ？」

「お前のメイド並みの腕前を要求されても困る」

　デュークの指がレティの髪をすくい、くしで梳すいていく。

　鏡越しにその手つきを見ていたレティは、妙に手て慣なれていることに驚いた。

「どこで練習を？」

「弟ってのは姉上殿の下げ僕ぼくみたいなものだ。小さい頃は剣けん術じゆつの稽けい古こに付き合えと散々な目に遭あわせたくせに、ある日突然色気づいて髪にリボンを結べと言い出す」

　レティはお気の毒に、とは言わず、どこも一緒ねと苦笑した。

「貴方のお姉様のお気持ち、わたくしにもわかるわ。……わたくしはお姫様だから、小さい頃にお姫様ごっこをして遊ぶのではなく、侍女ごっこをして遊んだの」

「それは別の意味で贅ぜい沢たくな遊びだな……」

　かしずかれ、お姫様と呼ばれる遊びではなく、かしずき、お姫様と誰かを呼ぶ遊び。そんな遊びは〝お姫様〟にしかできないだろう。

「当然、お姫様役が必要よね。誰がやったと思う？」

「コルネリア殿下か？」

「もっと身近にいるでしょう、遊べる髪の長さを持つ身内が」

　異い腹ふくの妹であるコルネリアより身近となれば、同どう母ぼ弟ていとなるレオンハルトぐらいだ。

「まさか……!?」

「精せい々ぜいドレスを着せて、髪にリボンをつける程度の遊びよ。嫌いやそうな顔をしながらも、大人おとなしく言うことを聞いてくれたわ。弟って本当に可愛かわいい存在ね」

　その弟側であるデュークは、同じ苦労をしてきたレオンハルトに同情する。お気の毒にと思いながら、白いレースのリボンの両端をきちんと揃えて、レティの綺き麗れいな髪に丁寧に結んだ。

「――ぎりぎり合格点ってところね。でも十分よ」

　その出で来き映ばえをレティはかなり好意的に評価した。ならよかったとデュークはどうでもよさそうに答える。

「貴方、大きな失敗をしてわたくしのナイツオブラウンドを辞じ職しよくすることになったら、今度は侍女として雇やとってあげてもよくてよ」

「後半の言葉はありがたく承うけたまわるが、前半は余分だ」

　レティは満まん足ぞく気げに笑い、立ち上がった。動いた拍ひよう子しにさらりと肩や背中を滑すべっていくその金髪を見て、デュークは思わず自分の手の平を見る。

（……なんというか、綺麗な髪だったよな。女って皆そういうものなのか？）

　滑なめらかで、艶つややかで、指通りのいい美しい髪。

　また触さわってみたいと思った無意識の仕し草ぐさだと、まだ今は気づかなかった。







　　　　第二章　なにか一つ新しいもの




　イルストラ国はソルヴェールと比べると太陽の位置が高い。しかし空気が乾かん燥そうしているため、日ひ陰かげにいれば涼すずしさを感じることもできて随ずい分ぶんと過すごしやすかった。

　この国の気き候こうに合わせて用意したドレスは、胸の真下に切り返しがあり、身体からだに合わせてすっきりと裾すそを流していくデザイン。光こう沢たくのあるアイボリーの絹きぬ地じには、菫すみれ色いろの薔ば薇らが刺し繡しゆうされている。

　太陽の陽ひ射ざしが強いこの国では、貴き婦ふ人じんは肌を守るためにヴェールを身に着ける。レティはその習慣に則のつとり、ドレスと同じ色の絹糸を使った柔やわらかなヴェールを被かぶった。

「ようこそ、イルストラ国へ。貴女あなたのような美しい方と再びお会いできて光栄です」

　出迎えてくれたのは、イルストラ国第一王子ヴィクトル。陽ひに透すけると赤にも見える茶色の髪と、穏おだやかなセピアの瞳ひとみを持つ好青年だ。

　イルストラ国とソルヴェール国は友好関係にあり、レティとヴィクトルも既すでに互いに見知った仲。『初めまして』ではなく『お久しぶり』という笑顔をレティは向ける。

「この度たびは両国の友好のかけ橋となる記念すべき式にお招きいただき、ありがとうございます。サヴェリオ王子殿でん下かとシャルロッテの恋物語はソルヴェールでとても人気ですの。今回の結婚式を、我が国民も心待ちにしておりましたわ」

　次期国王になる顔だと周辺国に認にん知ちをさせるために任されるこの出迎え役は、ソルヴェールでは第一王子フリートヘルムや第二王子グイードの役目で、レティはいつも暇ひまを持て余あました貴婦人の話し相手だった。

　しかし今後はイルストラ国第一王子ヴィクトルと同じように、レティがこうして客人を出迎える『国の顔』となる。

「後ほどシャルロッテに挨あい拶さつに伺うかがいたく存じます。案内をお願いしても？」

「挨拶……ですか」

「もちろんご都合のよいときで構いません。それともお忙しくてご迷惑でしょうか？」

　レティが『シャルロッテ』に会いたいと言った瞬間、ヴィクトルが迷いを見せた。

　シャルロッテとレティには血けつ縁えん関係がある。この結婚を機に滅めつ多たに会えなくなるのだし、式の前に挨拶をするのはごく自然の流れで、当然その準備もしてあるはずだ。

　何が原因で躊躇ためらっているのかレティが探りを入れる前に、ヴィクトルは覚かく悟ごを決めたような眼めでレティを見てきた。

「……それでは、後ほどご案内いたします。それまでごゆっくりなさってください。長旅でお疲れでしょう」

「ありがとうございます」

「何かご入り用のものはおありですか？」

「それではお言葉に甘えて、侍じ女じよを数人お借りしてもよろしいですか？　わたくしの侍女は旅の途中で体調を崩くずしてしまって……」

　ヴィクトルはシャルロッテへの取り次ぎを頼んだときと違い、もちろんですと笑顔で請うけ負おった。

　他国からやって来る賓ひん客かくは、長旅の間に怪け我がや病気に襲おそわれることが多い。そのため、どの国でもあらかじめ侍女や従じゆう者しや等を客人のために用意してある。

　少々お待ちくださいと言われ、レティはにこにこと笑顔を作ったまま、呆あきれた声で背後に向かって呟つぶやいた。

「本国で探すより、イルストラの用意した侍女の方が安心できるなんて考えものね」

「騎士探さがしもいいが、侍女探しも本格的にした方がよさそうだな」

「貴方が女なら話は早かったわ」

　無理を言うなとデュークは呆れる。

「逆でもいいだろう。お前が男だったら、色々話が早かっただろうに」

　侍女はいらないし、髪を結ぶ必要もない。そう思ってデュークは言ったのだが、レティはふぅんと面白がった。

「わたくしが男だったら顔がグイード殿下で、中身がフリートヘルム殿下。残念だけれど、今頃兄二人の命はなかったでしょうね。確かに色々話が早いわ」

「……やっぱり今のはなしにしろ。お前が男なら夢は世界征せい服ふくだと言いかねない」

「あら、よくわかっているわね」

　悪の王の騎士も似合っているわよとレティは心底楽しそうに言った。







　その『シャルロッテへの案内』は思っていたより早めに実現した。しかも案内役がヴィクトル王子という大物だ。

　レティとしては幸せになってねと言うだけの簡単な挨拶のつもりだった。なのに今から重大な会談でもするかのような雰ふん囲い気きをまとうヴィクトルの姿が少しひっかかる。

　案内されたのは王城の奥深く。大きな扉の前でヴィクトルは立ち止まり、扉の両端に立っていたメイドに目め配くばせした。

「こちらです。先ほどウェディングドレスの衣装合わせが終わりました」

　レティはデュークとクレイグを従え、ヴィクトルに次いで部屋に入ると、白いドレスとヴェールに身を包んだ花嫁が、部屋の中央に立っているのが見えた。

「お久しぶりね、シャルロッテ」

　微ほほ笑えみながらの挨拶に、シャルロッテからの返事はない。どうして？　と思っていると、ヴィクトルが傍そばにいた侍女に『構わない』とため息交じりに指示を出す。

　侍女の手によってシャルロッテのヴェールが持ち上げられ、そこから覗のぞいた顔は――『シャルロッテ』ではなかった。

「……これはどういうことかしら？」

　淡あわい金髪に、菫すみれ色の瞳の女性は、シャルロッテに雰囲気は似ているが、どう見ても別人だ。暗にこれは誰だと問うレティに、困りきった表情で立ち尽つくす『シャルロッテ』。

　事情を知っているであろうヴィクトルをレティは振り返る。

「ご覧の通りです。今、この王城にシャルロッテ姫はいらっしゃいません。ここにいるのは我々が用意した〝身代わり花嫁〟です」

「シャルロッテがいないのは何な故ぜ？」

「……それが……我々の不ふ手て際ぎわを責せめられても仕方ないことです」

　病気か、それとも今更結婚は嫌だと駄だ々だをこねたか。

　後者なら自分が宥なだめるしかないとレティは覚悟を決めたのだが、『何故』に対する『答え』は前者でも後者でもなかった。

「シャルロッテ姫は……」

　ヴィクトルは、一つ深いため息をつく。




「――恋人と、駆かけ落おちしたようです」




　一瞬、レティの意識が飛んだ。

　激げき怒どと驚きよう愕がく交じりの大声を上げず、めまい一つで済すんだのは、日頃から可か憐れんなお姫様を演じ続けているおかげだろう。

（駆け落ち!?　……何をしているのあの子は……！　完全に外交問題だわ!!）

　恋に恋する、レティの従姉いとこ姫ひめ。いつか運命の騎士様がわたくしを迎えに来るのと夢みていた彼女が、ついに妄もう想そうを現実にしたらしい。

　どうしてシャルロッテがこの城にいないのか。その答えは『本人が逃げたから』というとても簡かん潔けつなもので、そしてひどく厄やつ介かいなものだった。

「……事情は理解しました。つまり、まだシャルロッテは見つかっていないと、そういうことでしょうか？」

「はい。それに問題はシャルロッテ姫だけではなくて……。その、私の弟である花はな婿むこのサヴェリオも、シャルロッテ姫は騙だまされただけだと夢みがち……いえ、まあ情じよう動どうに突き動かされ、助けに行くと一人で城を飛び出して行ってしまい……」

　逃げ出した花嫁。そしてそれを追いかけた花婿。

　ヴィクトルが『重大な会談』をするかのような雰ふん囲い気きだったのは、ようなではなく、そのままの意味だったのだ。

「……花婿、花嫁、二人とも結婚式直前の今このときに、不ふ在ざいだと」

「その通りです。シャルロッテ姫の母君は、彼女が駆け落ちをしたという話を聞いてから寝込んでしまいました。父君はずっと付き添っています」

　でしょうね、とレティはため息まじりで頷いた。

「……この話はどこまで知られているのかしら？」

「イルストラ側で知っているのは、国王陛下夫妻と、私と、身代わり花嫁の世話をするごく一部の者です。ソルヴェール側はシャルロッテ姫のご両親と、付き添ってきた侍女達のみです。後から到着する姫の親族方にも話さないよう、口止めをしておきました」

「随分と少人数ね。そちらの第二王子殿下もご存じないの？」

　第三王子サヴェリオの身代わり役を用意するなら、もっとも年齢の近い第二王子が適任だ。だがヴィクトルはいいえと首を振る。

「もう他国へ婿に行った身です。イルストラの人間ではない。何があるかわかりません」

　ヴィクトルの判断は正しい。隠し事をするなら、真実を知る者の人数をできる限り少なくするべきだ。それだけ真実が漏もれる可能性が低くなる。

「愛を追いかけるなんて、我が弟ながら羨うらやましいことです。どうせなら私がレティーツィア姫をお連れして、のんびり南の海で親交を深めたかったのですが」

　ヴィクトルは心底疲れきった声だった。ただし、内容は口く説どき文もん句くであるが。

　レティは深呼吸を一つして、意識を切り替える。

「南の海は日に焼けるから遠えん慮りよさせていただくわ。それより、結婚式のことよ。花嫁は代理を立ててヴェールでできるだけ顔を隠して式に出して、後は疲ひ労ろうで倒たおれたとごまかすこともできるでしょうけれど、花婿のサヴェリオ王子はどうなさるの？　第二王子殿下にお願いできないのなら……」

「私が代わりをします。兄弟だけあって、遠目からならごまかせますから。こちらも同じように、式が終わってすぐ『サヴェリオは疲労で倒れたシャルロッテ姫に付き添っている』ことにします」

　式は本人不在では行えないが、式の後の昼食会と夜会はどうとでもなる。本人達の分まで祝いましょうと言い、乗り切ってしまえばいい。

「花嫁役はできる限りシャルロッテ姫に背せ格かつ好こうが似ていて、髪と眼の色が同じのシャルロッテ姫の侍女にお願いするつもりでした。しかし紫色の瞳の方はいらっしゃらなかったので、こちらでソルヴェール語ができて、似ている者を用意しました。王宮に出入りする商人の娘ニコラです」

　ヴィクトルに促うながされ、身代わり花嫁がレティへ頭を下げる。

「初めまして、ニコラと申します。シャルロッテ様が戻られるまで、精せい一いつ杯ぱいがんばります」

　彼女にとっても突然のことだったのだろう。レティを困こん惑わくした表情で見ていたのがその証しよう拠こだ。こちらこそよろしくと言わなければならない。

「申し訳ないけれど、わたくしからも改めてシャルロッテの身代わりをお願いするわ。何か問題があったら、遠えん慮りよなくわたくしに相談して」

　とはいえ、イルストラ国やソルヴェール国の王族ならともかく、他国の招待客に『シャルロッテ姫』の顔が分かる者などそうはいない。身代わり花嫁であるニコラが王族らしくない立たち居い振ふる舞まいをしない限り、偽にせ者ものだと知られることはないだろう。

　シャルロッテが戻ってくればそれでよし、戻らないならニコラがシャルロッテに見えるよう手助けをすればいい。

（なんとか……なるか。シャルロッテ本人のことは、見つかってから考えましょう）

　今は無事に結婚式を終えることを考えるのが最優先だ。

　だが、ヴィクトルはレティの協力を得ることができるとわかっても、難しい顔をしたままだった。

「それがレティーツィア姫、一つ問題があって……」

　ヴィクトルが更さらに詳しい話をしようとしたのと同時に、聞き覚えのある男の声が扉の向こうから聞こえた。

「シャルロッテ姫、いらっしゃいますか？」

　扉を超えてこの部屋に高らかに響く声は、傲ごう慢まんさを含ふくんでいる。

「枢すう機き卿きよう猊げい下かがシャルロッテ姫のために、誓ちかいの言葉をソルヴェールを意識して作り替えてくださいました。どうか一度読んでいただきたい」

　この声、とレティはすぐに気がつく。

「……ノーザルツ公？」

「その通りです、レティーツィア姫。四人の妻を持つあの羨うらやましいノーザルツ公です」

「いえ……わたくしは、そういう意味で羨ましいとは思わないけれど……」

　ソルヴェール国とキルフ帝国に挟はさまれたノーザルツ公国は、大国二つの緩かん衝しよう国こくとなっている。そのノーザルツ公は現在二十五歳、三年前に父から公こうの座を継ついだばかり。

　銀色の髪と赤味が強い紫むらさき色の瞳を持つノーザルツ公は、『銀ぎん狼ろう公こう』とも呼ばれる。しかしそれは色しき彩さいと野や性せい味みあふれた風ふう貌ぼうだけから来た名ではない。どんな相手だろうが喉のど笛ぶえに食らいつくような男だと、警けい戒かい心しんから付けられた異い名みようでもあった。

　しかしその銀狼公はシャルロッテを訪ねてくるほど仲がよかっただろうか、というレティの疑問は遮さえぎられる。

「ニコラ、レティーツィア姫と奥の部屋に。ノーザルツ公のお相手は私が！」

「はい……！」

　レティはデュークとクレイグをこの部屋に残し、衣装合わせのための奥の続き部屋へニコラと共に入る。

　そこは柔らかく輝かがやく純じゆん白ぱくの布やレース、ティアラの模も造ぞう品ひん等が大量に置かれており、散ちらかっている、の一歩手前の部屋となっていた。

　レティは閉ざした扉の近くに立ち、ヴィクトル達の様子を窺うかがう。




「ノーザルツ公、これはわざわざお越しいただいて申し訳ない。ですが、シャルロッテ姫は衣装合わせをしておりまして、ご用件はこの私が承うけたまわります」

　ヴィクトルはノーザルツ公を一度部屋の中に招き入れたらしい。しかし丁てい寧ねいだが追い返すような言葉を発した。

「お忙しいヴィクトル殿下の御お手てを煩わずらわせるわけにはいかない。私はここでシャルロッテ姫を待たせてもらおう」

「いえ、長時間お待たせするのも申し訳ないです。後で使いを出しますので……」




　耳を澄すまさなくても、レティは扉の向こうで行われている、帰れ、いやシャルロッテに会わせろの攻こう防ぼう戦せんを察さつすることができた。

　しかし状況がまだ把は握あくできていないレティに、ソルヴェール国からついてきたシャルロッテの侍じ女じよ達がおそるおそる話しかける。

「……あの、レティーツィア姫様、何な故ぜかノーザルツ公はニコラ様が偽者だと疑っているのです。昨日もシャルロッテ姫に会わせろとしつこく訪ねていらしてて……」

「私達が知らないだけで、ノーザルツ公とシャルロッテ姫様は親しいご関係だったのでしょうか？」

　ソルヴェール国とキルフ帝国の緩衝国となっているノーザルツ公国は、ソルヴェール国から自治権を得たという経けい緯いを持つため、どちらかといえばソルヴェール国寄りの政策を採とっている。当然、国同士の交流が長く続いており、ソルヴェール国の公爵令嬢シャルロッテとノーザルツ公が顔見知りでもおかしくはない。

　以前から二人に交流があって、ノーザルツ公が遠目で見るだけでニコラが偽者だと気づいたのではないかと言う侍女に、レティは待ってと記き憶おくを探った。

「ノーザルツ公が今まで我が国を訪れたのは十三回。でもどれもシャルロッテと親しくなるような機会はなかったはずだけれど……」

　ノーザルツ公が年齢の近い第一王子フリートヘルムと親しくしているところは何度も見ている。だがシャルロッテと共にいる姿は見たことがなかった。

　シャルロッテとレティは年齢が近く、血縁関係もあってかなり親しい間あいだ柄がらだ。シャルロッテはレティが訊ききもしないのに誰とワルツを踊ったか、今誰に恋をしているのか等を報告してくれた。その中にノーザルツ公の名はなかったはず。

　疑うことができるほど親しくはないのにどうしてかと思っていると、扉の向こうで大きな物音がした。




「奥の部屋に入るのはおやめください！」

「姫君にこの文章を読んで頂くためだ。猊下から何かあってはと直接本人に確認をするように頼まれているのに、その命めいを無視して殿下にお渡しするわけにはいくまい」




　どうやらノーザルツ公は『猊下からの頼まれ事』を大たい義ぎ名めい分ぶんに、無理矢理この部屋に入ろうとしているらしい。必死にヴィクトルが止めているようだが、押し切られるのは時間の問題だろう。

「枢機卿猊下はノーザルツ公と親しい間柄なの？」

　レティは大義名分がそもそも噓なのではと疑ったのだが、侍女達は『はい』と頷うなずいた。

「猊下はノーザルツ公国の出身だと伺いました」

「……なら既に猊下はノーザルツ公に抱き込まれていて、その行動を黙認しているのね」

　これは厄介だとレティは考え込む。

「衣装合わせ中だからと言い訳して、ヴェールを被かぶったまま出ていって、猊下からの書面を受け取るだけでもしてしまったほうがよくなくて？」

　それでノーザルツ公は目的を一応果たすことができる。後はヴィクトルに任せて、適当にあしらって部屋から追い出せばいい。

　レティはニコラにそう提案したのだが、首を振られた。

「それが……受け取るだけでは終わらないんです。わたしの振る舞いが姫らしくないと疑っているノーザルツ公は、猊下から預かってきたヘラス語の誓いの言葉を、必ず私に読ませようとします。でもわたしはヘラス語は読めないんです……」

　国が変われば文化も変わる。どうやらイルストラ国では自国語ではなく、教きよう養よう言げん語ごになり果はてている誰も話さないヘラス語を使って誓いの言葉を述のべるらしい。

　このヘラス語は、古代ヘラス語と違い、文字と発音の両方が残っている。王女であるレティや公こう爵しやく家けの子し女じよであるシャルロッテは一応勉強してきているが、これまでヘラス語を使う機会は一度もなく、本当に『習うだけの言語』であった。ヘラス語は読めるか読めないかで『身分』がわかる言語なのである。

「……分かったわ。ヘラス語を読める花嫁が出て行けばいいのね」

　そうすればノーザルツ公は疑いつつも一度は出ていくだろう。その間に色々と情報交こう換かんし、偽者疑ぎ惑わくに関する対策を練ねればいい。

　レティはすぐさま侍女やメイドに指示を出した。




「ノーザルツ公！　おやめください！」

「別に花嫁殿を私の五番目の妻にしようとしているわけではない」

「それは冗じよう談だんでもあまりに言葉が過すぎます！」

　ヴィクトルとノーザルツ公が言い争う部屋の奥の扉が開く。

　驚くヴィクトルとは対照的に、ノーザルツ公は開いた扉に嬉き々きとした。もしもノーザルツ公が本当に銀狼ならば、口元から牙きばを見せていただろう。

「申し訳ありません、衣装合わせの最中で、出てくるのが遅れてしまって……。お待たせするのも恐縮ですから、このままの姿で失礼します」

　扉から現れたのは純白のウェディングドレスとヴェールに包まれた女性。長い裾すそをさばき、ゆっくりと上品に歩くその姿は、ドレスを着慣れた上流階級の人間であることを示している。ヴェールの中から発せられたか細い掠かすれた女の声に、皆の視線が集まった。

「――シャルロッテ姫、お声が？」

　ノーザルツ公はヴィクトルの横をすり抜け、『シャルロッテ』の前に立った。

「色々な方とお喋しやべりをしたら、少し喉が……ここは空気が乾燥していますもの。でも式までには元に戻しますわ」

　純白のドレスを身にまとったシャルロッテはヴェールを被ったままだ。どんな顔をしているのかは見えない。

「それで、ノーザルツ公がわたくしにご用だと伺いましたが……」

　ノーザルツ公はそうですと頷く。

「枢機卿猊下がソルヴェール国出身のシャルロッテ姫のために、式で述のべる誓いの言葉を書き直してくださった。この度たびは両国の友好と繁はん栄えいを祝う式典、双そう方ほうの誓いの形式を取り入れた方が良いだろうとご高こう配はいくださったようです」

『シャルロッテ』はノーザルツ公から書面を受け取り、丁寧に広げる。そこにはヘラス語で文章が書かれていた。

「どうぞお読みください。わからない単語があればお教えします」

　ノーザルツ公は『シャルロッテ』が偽者ではないかと疑っている。読むように促うながしながらも、読めはしないだろうと確信を抱いた言い方だった。

　ヴィクトルがはらはらしながら『シャルロッテ』を眺める。後で確認します、と言って後ろの部屋に引っ込むんだと眼で伝えようとしても、ヴェールを被った花嫁相手には届かない。

「ノーザルツ公、今はまだシャルロッテ姫は取り込んでおりますので……後ほどサヴェリオとシャルロッテ姫の二人で確認させておきます」

　一応シャルロッテが直接手紙を受け取った形にはなった。これで用は済んだだろうとヴィクトルは追い出そうとする。

「サヴェリオ殿下のものは猊下が今書いていらっしゃる。今はシャルロッテ姫の確認だけで構わない」

　読めないのか？　と半ば確信を抱いているノーザルツ公。

　居合わせたデュークとクレイグはどう手助けしていいのか分からず、ノーザルツ公とヴィクトルの攻防を見守ることしかできない。

「ヴィクトルお義に兄い様、ノーザルツ公も猊下もお忙しい方です。わたくしだけでも今、ここで確認させていただきますわね」

　そしてシャルロッテがヘラス語で書かれた誓いの言葉を読み出す。

「わたくし、シャルロッテは、サヴェリオ殿下を夫とし……」

　すらすらと、というには少しゆっくりだが、暗あん記きした文章を読む口調ではなく、今まさに文字を目で追いながら読んでいますとわかる読み方だった。

『シャルロッテ』はヘラス語が読めないはずだと驚いたのはノーザルツ公だけではない。ヴィクトルもまた、どうしてとヴェールに包まれた花嫁を凝ぎよう視しした。

「この広い世界で、出会い、互いに終しゆう生せいの伴はん侶りよとして結ばれることを、……えっと、ここはどう読めばいいのかしら……？」

　小首を傾かしげ、シャルロッテは困ったようにヴェール越しにノーザルツ公を見上げる。

「――『誇ほこりに』とお読みください」

「まあ、そうでしたの。ごめんなさい、不勉強で」

「誇りという文字は通常習う方の単語ではなく、こういうときだけに使われる特別な単語ですから姫君がご存じないのも無理はない」

　その後は特に問題なく読み進み、最後の『誓います』を無事に言い終えた。シャルロッテは書面を丁寧に折った後、わざわざご足そく労ろういただき申し訳ありませんとノーザルツ公に礼を言う。

「猊下にわたくしがお礼を申し上げていたとお伝え願いますか？」

「もちろんです。……ところでシャルロッテ姫、二年前の建国祭で、観劇の際にお会いしたのを覚えていらっしゃいますか？」

　ノーザルツ公が持ち出した話題は、本人であれば難なんなく答えられるもの。

　ヘラス語を使ってではなく、もっと直接的に探りを入れるノーザルツ公に対し、シャルロッテはおっとりと首を傾げた。

「何か勘かん違ちがいされておいででは……？　わたくしは建国祭には出席しましたけれど、観劇は気分が悪くて行けなくて」

「……そうでしたか、こちらの思い違いのようだ。お忙しい中、時間を割さいていただき申し訳ない」

　ではまた、と『シャルロッテ』の手をノーザルツ公は取り、口づけを落とす真ま似ねをするはずだった。しかしノーザルツ公の指は、純白のヴェールに伸ばされる。

　不ふ意いを突つかれ、しまったと誰もが息を吞のんだ瞬間、一人だけ動いた男がいた。

「……いくら花嫁殿のお衣装が美しく、手に触れたくなるものであっても、最初にヴェールに触れていいのは花はな婿むこのサヴェリオ殿下だけです。仮かり縫ぬいとはいえ、慣かん習しゆうは守られた方がよろしいかと」
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　ヴェールの中身を暴あばこうとしたノーザルツ公の手を止めたのはデューク。

　シャルロッテはその隙すきにノーザルツ公から慌あわてて距離を取る。

「これは申し訳ない。あまりの美しさに、つい慎つつしみを忘れてしまった」

　ノーザルツ公は申し訳ないとは思っていない顔で言い放ち、にやりとヴィクトルに向かって笑いかけた。己おのれの優ゆう位いを確信しきった表情を見せる。

「どうやら『三人目』は随ずい分ぶんと勉強をなさってきたようだな」

　ようやくノーザルツ公が部屋から退たい出しゆつしたところで、ヴィクトルの従者が慌てて内うち鍵かぎをかける。

　取りあえず今はなんとかなったと、一同が安あん堵どした。

「……よく気づいたわね。見られたら困るって」

　花嫁が自らの手でヴェールを持ち上げながら、傍そばにいたデュークに声をかけた。ヴェールから現れたのはシャルロッテ本人でも、身代わりの女性でもなく、レティの顔。

　驚くヴィクトルやクレイグと違い、デュークは呆あきれたように肩をすくめた。

「いくら掠れた声を作っても、シャルロッテ姫ではなく殿下とわかるだろう、普通。身代わり役のニコラ嬢ならともかく、殿下の顔をノーザルツ公が見れば『レティーツィア王女殿下』とすぐに気づく」

「その通り。わたくしは彼とは面識があるから顔を見られたら終わりだったわ。……声真ま似ね、結構似ていると思ったのに」

　そういえば、前にも同じことがあった。暗くら闇やみの中、グイードの上着を頭から被っていたレティを『レティ』だとデュークは見抜いた。本当に目め敏ざとい……とレティは感心する。

「私はレティーツィア姫のシャルロッテ姫の声真似はかなり似ていたと思います。最初はシャルロッテ姫が戻って来たのかと勘かん違ちがいしてしまいました」

　ヴィクトルは義妹となるシャルロッテとはすでに何度も話している。

　おっとりとした、少しふわふわとした喋り方。特とく徴ちようを捉とらえきったレティの声真似は、シャルロッテを知っている者が聞けば誰もが似ていると思うだろう。

「そういうレティーツィア姫も愛らしくていいですね」

　人のよさそうな顔をして、さり気げなく口説き文句をねじ込んでくるヴィクトル。だがそれはいつものことなので、レティは表情一つ変えず無視した。

「そう言ってくれて嬉しいわ。……ヘラス語を完かん璧ぺきに読んでも、それはそれで女学者でも連れてきたのかと勘違いさせそうだし、わざと難しいところで間違えたりして、本物らしくしてみたけれど……」

　レースが幾いく重えにも重なった純白のドレスの裾をレティは重そうに持ち上げ、皺しわを伸ばす。

「ヴィクトル殿下のように『本物が戻って来た』ではなく『三人目』と言い切れたノーザルツ公には、何か裏がありそうね。彼のことも含め、詳しくお話していただけるかしら？」

　次期国王としての初めての外交は笑っていれば済む、とレティは王達の会議の間でルートガーに告つげた。だが、どうやら『条約の締てい結けつ』や『領りよう土どの分ぶん割かつ会議』と同様、難なん易い度どの高いものになってしまったようだ。







　ヴィクトルとニコラから今までの経緯を訊いたレティは、できる限りの協力を約束する、と口こう頭とうで言うに留とどめ、一度客間へと戻った。

　臨りん時じの侍女を部屋から出し、デュークとクレイグだけを残す。

「最初に言っておくけれど、シャルロッテについてイルストラ側へ必要以上に『申し訳ない』という態度は取らないように。彼女は婚約の時点で半分はイルストラの人間、ソルヴェールはあくまでも『イルストラもお気の毒に、協力はやぶさかではない』という立場を保たもつわ」

　本当は、こちらが全面的に悪い、申し訳ないことをした、と言いたいぐらいだ。けれどこれは個人的な謝罪では済すまない問題。国を背せ負おうレティは、ソルヴェール国に不ふ利りな行為は絶対にできない。

　最低だとは思うが、いっそ恩おんを着せるぐらいの態度をイルストラ国に見せなければならないのだ。

「意見があるなら聞くだけはするわよ。……どう？」

　デュークとクレイグ、双方にレティは言う。だが視線はクレイグに向けていた。自分の騎士ではない人間への、一応の配はい慮りよだ。

「……特にないようね」

　クレイグは黙ってレティを観察している。そういう視線をレティは何度も感じていた。

（減点方式でなく、加点方式でよかったわ。クレイグは『国の体面を優先する』という行為に嫌けん悪おを感じるでしょうから）

　その辺りは安心して好き勝手できる。ヨハネスの助言は本当に助かった。

「もう一度確認しておくわよ。ノーザルツ公は二日前、結婚式に出席するためにノーザルツ公国からイルストラ国にやって来た。そして昨日、シャルロッテとの面会を求めた」

　ヴィクトルから聞いた『ノーザルツ公』についての話は、そう込み入ったものではなかった。本当にただ、いきなりシャルロッテに会わせろと言い出しただけだったらしい。

「ヴィクトル殿下は国同士で交流もあるし、ノーザルツ公とシャルロッテが知り合いかと思った。だからこそ偽者には会わせられないと適てき当とうな言い訳をして、ひとまず追い払はらった」

　その後、結婚式の打ち合わせで大聖堂へと移動した偽者のシャルロッテを、ノーザルツ公は遠くから見ていたらしい。

「けれどノーザルツ公は、遠目でシャルロッテを見ただけなのに、はっきりと『シャルロッテ姫は随分と印象が変わられたようだ』と言った。その後、本当に聞いたかはわからないけれど、『シャルロッテ姫のソルヴェール語はイルストラ訛なまりが強い』とも言ってきた。ならあらかじめ正体を知っていたと考える方が妥だ当とうね」

　レティは指を三つ立てる。

「可能性は三つ。一つ目、わたくしが知らないだけで、シャルロッテはノーザルツ公と親しい間柄だった。だからノーザルツ公は一ひと目めで偽者だと気づけた」

　けれどこれは限りなく可能性が低い。

「二つ目、イルストラ国の誰かが、ノーザルツ公に身代わり花嫁について教えた。つまり間諜スパイが存在する」

　現在、イルストラ国とノーザルツ公国は街道の関かん税ぜいについて揉もめている。間諜の一人や二人、城の内部にいてもおかしくはない。

「けれどこれは個人的にはないと思っているの。間諜が存在するなら、シャルロッテの駆け落ちだけではなく、サヴェリオ殿下がそれを追いかけて不在になっていることも知っているはず」

　ヴィクトルはシャルロッテに対して執しつ拗ように会わせろとは言うが、サヴェリオに会わせろと要求したことは一度もないと言っていた。

「三つ目、シャルロッテの駆け落ち相手が、ノーザルツ公の関係者」

　レティとしてはこの三つ目が一番可能性があると思っている。駆け落ち相手がノーザルツ公と繫がっているならば、ノーザルツ公はこの後どうなるのかまで理解した上で手助けをするぐらいはしているだろう。

　花嫁が結婚式直前に駆け落ちしたなんて知られたら、笑い話では済まない。既すでに他国の賓ひん客かくが集まっている中、中止になりました帰ってくださいなんて言えない。今後のイルストラ国の威い信しんに関わる。

「三つ目の場合、ノーザルツ公には全て知られていることになるわ。だからこそ今ここにいるシャルロッテが偽者だと言いきれた。でも、相手に隙を見せなければ、ウェディングドレスを着ているのは本物のシャルロッテだと貫つらぬき通せる」

　ノーザルツ公は今後も、ニコラがシャルロッテではない証しよう拠こを得えようと画かく策さくするだろう。証拠さえ与えず上う手まく切り抜けることができれば、いくらノーザルツ公が偽者だと騒いでも周りは信じない。

「ノーザルツ公の目的ははっきりしているわ。シャルロッテが偽者だという証拠を握にぎり、イルストラに関税の引き下げを要求すること。……けれど、はっきりしないのは、その動き方よ」

　ヴィクトルの言い方だと、ノーザルツ公は慎しん重ちように探りを入れるというよりも、疑っているぞと挑ちよう発はつに近い行動を取っている。

「あの人は愚おろかではないわ。あんな疑い方をしたら、イルストラに自分を警けい戒かいしてくださいと言っているようなもの。らしくないといえばらしくないのだけれど……」

「……俺は従者が傍にいないのが気になった。一地方程度の小国とはいえ、ノーザルツ公は〝公〟だ、らしくない」

　デュークの指し摘てきはもっともだった。レティはすぐに〝らしくない〟理由を見つける。

「しばらくわたくし付きの侍女がいないから、そのことが頭から抜け落ちていたわ。いい指摘ね。――ならば、ノーザルツ公は陽よう動どうの囮おとり役をしているに違いないわ」

　裏で探りを入れるために慎重に動いているのはノーザルツ公の配下。そちらに意識を向けられないよう、ノーザルツ公はわざと目立つように動いている。

　身代わり花嫁周辺に、金銭問題を抱えている者やノーザルツ公国と繫がりがある者がいるかどうか、後でヴィクトルに確認しておかなければならない。そのヴィクトルも、いずれはイルストラを背負う人間。この程度のことはもう察しているだろうが。

「ノーザルツはソルヴェール寄り。そんな甘い考えは捨てて、敵と思って動くわよ」

　若きノーザルツ公子が父の後を継ぎ、ノーザルツ公になってから、あれこれと強きよう烈れつな指導力を発はつ揮きし、大人おとなしくしていた先代と違って諸しよ外がい国こくにも嚙かみつくようになっている。

　その話はレティも知っていた。あのフリートヘルムが十年前に『あれは野心家だ、ソルヴェールの敵になる』とノーザルツ公について評していたぐらいだ。

「話はこれでおしまい。貴方達も疲れているでしょうから、わたくしの警護はイルストラの者に任せて今夜はゆっくり休んで」

　デュークとクレイグは頭を下げ、レティの部屋から出て行く。デュークは扉の前で一度、レティを振り返った。レティは声を出さずに『後で』とデュークに合図をする。それに彼は無言で頷いた。




「……王女殿下は、本当に〝おこぼれ姫〟なのか？」

　人ひと気けのない廊下で、デュークは突とつ如じよクレイグに話しかけられた。

　ほんの少し、驚きが込められたその声こわ色いろに、そうだろうなとデュークはクレイグの気持ちを理解する。

　第一王女レティーツィアは王女として完璧でも、王としての器うつわはない。ただ兄達からこぼれ落ちてきた王位を拾った〝おこぼれ姫〟――噂うわさを鵜う吞のみにすれば、先ほどのレティの姿には驚くだろう。

　冷静かつ的てき確かくに現状を把は握あくし、今後の方ほう針しんを決める。そして有う無むを言わせない、上に立つ者としての風ふう格かく。

　それはあまりにも、噂と懸かけ離れた姿だ。

「あらゆるところで〝おこぼれ姫〟という呼び名を聞きましたが、俺は騎士になってから、一度もそう思ったことはありません」

「……そうか」

　クレイグはレティを見てどう思うのか。……できれば噂に囚とらわれず、彼女の本当の姿を認めてほしいとデュークは願った。







　イルストラ国は夜、随分とひんやりとする。油ゆ断だんして長袖でない夜よ着ぎを着れば、次の日には風か邪ぜをひきかける。ゆったりとして身体を締しめつけない、イルストラ国特有の夜着を身にまとったレティは、窓からの風に身を曝さらした。

「殿下？」

　呼んでおいたデュークが、扉をノックする。

「入って。……貴女達は少し下がってもらえる？」

　控ひかえていた侍女はデュークと入れ替わるように部屋を出て行った。今、レティに用意された客人用の部屋は、レティとデュークの二人きり。

「まずは〝お勉強〟よ。ノーザルツ公について言えるだけ言ってみて」

　大事な話かと思ったら、ナイツオブラウンド第一席としての知識を問われた。

「アウグスト・カルゼン・ノーザルツ。三年前に父親からノーザルツ公を継けい承しようし、今は銀狼公との異い名みようを持つ。その異名が付けられたのは、〝緩衝国ノーザルツ〟という立場にもかかわらず、大国にも嚙みつく危険人物として認識されたから」

　デュークはレティの講こう義ぎ『諸外国の重要人物について』で教えられたノーザルツ公の項目をなんとか思い出す。

「教えたことは覚えているわね。他には？」

「後はヴィクトル殿下から『妻が四人いる』ということを昼間に聞いた。それに加え、殿下が珍しく『賢かしこい』と高評価したことも」

　レティがこれまで賢いと評価したのは、兄二人。それと特定の分野に関して弟のレオンハルト。デュークが知る限りでは、あとは数人だけだ。

「……ノーザルツ公の四人の妻の話だけれど、鵜う吞のみにしては駄目よ。彼女達は妻ではなく有ゆう能のうな臣しん下か。……本当に、苛いら立だつほどあの男は〝改かい革かく家か〟だわ」

　吐はき捨すてるような言い方には、少し違い和わ感かんがあった。それは怒りに交じる、称しよう賛さんだ。

「ノーザルツ公国は小さな国。人材も資し源げんも乏とぼしい。だから彼は他国に人材を求めた。『己おのれこそはと思う者ならば、男女は問わない』。この言葉によって能力があるにもかかわらず、女だからという理由で国政に参加できない女性が、こぞってノーザルツに集まった」

　彼が公こう子しのときに始めた人材集め。この話を知ってレティは愕がく然ぜんとした。

　自分も似たようなことを考えた、だがすぐに無理だと諦あきらめた。大国ソルヴェールには、自分に従したがわないだけで、優秀な人材は豊ほう富ふだ。あえて諸しよ国こくに求める必要はない。無理を押し通せば、国内の反発を買う。

　――しかし、ノーザルツ公は小国とはいえそれをやり遂とげたのだ。

「女性の積極的な登とう用ようは、ノーザルツ公国内でも多少の反発はあった。だから彼は『妻』という立場を彼女達に与えたの」

「……だが、それは間諜が入り込みやすくないか？」

「その辺りは徹底しているでしょうね。実際、何人か殺された女性もいるらしいわ。……でも、四人の……いえ、ノーザルツ公に仕える数あま多たの女性は、彼に心しん酔すいしている」

　だからレティは若きノーザルツ公に対し最高の警戒という称賛を示す。ノーザルツ公の卓たく越えつした政治改革手しゆ腕わんと野心、そしてそれを支える有能な人材。――いつかは、どこかに戦争を仕し掛かけるはず。それがソルヴェール国という可能性があるのだ。

「……ノーザルツ公の話はこれぐらいにしましょう。聞くよりも、実際に見た方が早いわ。あとはもう一つ話があるの。取りあえず黙って聞いていて」

　レティは長椅子に座ったまま、デュークを見上げた。

「クレイグ・バーデについてよ。……いえ、そもそも国王陛下が仕組んだところから話そうかしらね」

「……陛下？」

　そう、とレティはため息をつく。

「今回の外交、お父様――国王陛下はわたくしに王としての資格があるかどうかを試すために仕組んだものだと思うわ。途中でワインが傷んでいて、貴方以外の者が動けなくなったのは、あらかじめ台本に書かれていた」

　頼れる者がいなくなったとき、どう動くのか。王として的確な判断ができるのか。

　レティは今、試されている。

「当然、まずは近くの騎士団の営所を頼たよるでしょう。そこに合同演習の協議があったとお膳ぜん立だてをして、試験官となるクレイグ・バーデをわたくしの傍に送り込んだ」

「……国王陛下の台本に、副団長が……？」

　クレイグと国王の確かく執しつは有名な話だ。クレイグが頼みを聞くはずがない。

　デュークの戸と惑まどいはレティにも理解できた。最初は同じようにありえないと思った。でも、父がこの年になってようやく動いたように、クレイグの心しん境きように変化があっても不思議はない。あれから長い月日が経ったのだから。

「わたくしへの試験は口実よ。お父様はようやくクレイグに向かって一歩踏み出そうとした。騎士団長のヨハネスを通じて『クレイグは貴族の勢せい力りよく争いに絡からまず、そして王族に対して批ひ判はん的てき。一番公平に判断してくれる』という建たて前まえを使い、自分と関わる気があるのかどうか、クレイグの心を推おし量はかろうとした」

「……随分、具体的だな。だがそれは想像だろう？」

「板いた挟ばさみになった気の毒な騎士団長から、同情で幾いくつか情報をもらったの」

　ヨハネスはきっと父の味方をした。今までクレイグの意思を尊そん重ちようしてきたヨハネスが、この依頼を受けるよう押し切ったのは、それなりの理由があるはずだ。

「クレイグがお父様の意図をどこまで察しているかはわからないわ。彼のことだから、生き真ま面じ目めに『建前』を信じ込んでいるかもしれないわね。だからクレイグの前で変に猫を被るつもりはない。おこぼれ姫だったなんて報告を国王陛下にさせたくはない。次期国王に相応ふさわしいと認めさせるつもりよ」

　強気の発言をするレティは、気き負おいすぎているわけでもなく、不安そうでもなく、自然体だ。デュークにはむしろ少し楽しんでいるようにも見えた。

「……なら、前に宿で俺達の会話を盗ぬすみ聞きしようとしていた『クレイグ派』は、試験官である副団長に頼まれた王立騎士の誰かという意味だったんだな」

「そう。わたくしに王の資格があるかどうかを見極めるために、連れてきた王立騎士にも協力してもらっているはず。わたくしの動きを全て見張っているでしょうね」

　隙すきを見せる気はないとレティは言い切る。そしてふっと表情を緩ゆるめた。

「でも一つ問題があるの。それは貴方の存在」

「俺の？」

「本当なら、国王陛下の台本では、貴方もワインを飲んであの場で脱だつ落らくするはずだったの。でも貴方は仕事中は絶対に飲まない。そのせいでここまでついて来ることになったわ」

　デュークがここまで真面目だったのは、父も予想外だったのだろう。それは少し、嬉しい予想外だった。

「だから貴方は、わたくしの傍を離れてシャルロッテを捜しに行って」

「……断る」

「これは主命よ」

「それでも断る。俺の仕事はお前の傍にいることだ。シャルロッテ姫を捜すのは他の連中に任せればいい」

　そう言うと思ったとレティは微笑んだ。

「貴方、今はまだ王立騎士団に所属している。だからクレイグは副団長として貴方に『シャルロッテ姫を捜しに行け』と命令するわ。……それに逆らうことはできないでしょう？」

「それは……」

　レティは立ち上がり、デュークの目の前に進む。

「わたくしが離れろと命じなければ、クレイグが言う。わたくしの命令と、クレイグの命令、どちらに従いたい？」

　デュークは黙ったままだ。レティはもう一歩傍に近寄る。

「お願い、わたくしを信じて」

　デュークは一度何かを言いかけ、ため息を吐はいた。そして渋しぶ々しぶといった表情を作る。

「主君の命に従う。――でも、仕方なくだ」

「十分よ、ありがとう」

　デュークが離れることで、試験のお膳ぜん立だては調ととのう。それからは自分の努力次第。

　明日からは一瞬も気が抜ぬけない場所に一人で立たなければならない。

「早く二人目を口く説どき落とせ。そうなったら俺も安心して傍を離れることができる」

「そうね。期待していて」

「それと、ヴィクトル殿下には気をつけろ。明らかにお前を口説いているぞ」

「挨拶代わりみたいなものよ。半分冗談、半分本気ってところ」

　それで納得するとレティは思ったが、デュークは思ったより食いついてきた。

「半分本気なら、言い方を変えれば半分の確率で襲われる。今までのような、身分であしらえる相手じゃないだろう」

　どうやら言い方が悪かったらしい。レティは苦笑しつつ、そうではないのと言葉を選び直した。

「貴方だって美しい花を見たら素直に綺麗だと口に出せるでしょう？　ヴィクトル殿下の言葉はその程度の意味しかないわ。彼は国と結婚するから、絶対に振り向かない相手を選んで〝恋愛遊び〟を王子という猶ゆう予よ期間に少し楽しんでいるだけ。わかる？」

「……わかる。後は自分を綺麗な花に譬たとえる殿下の潔いさぎよさに、いっそ感動すら覚えた」

　よくそこまで自分を称たたえられるなとデュークはため息をついた。

　レティはそうでもないわよと綺麗な髪を肩から払う。

「世界一綺麗な花と譬えなかったわたくしは、自分の美しさの程度を自覚しているの。これまで何度も『姫様はグイード殿下のようにお綺麗ですね』という褒め言葉を聞いてきたわ。男相手にそんな比ひ較かくをされるなんて屈くつ辱じよくだって気づかないのかしらね」

　それは無意識にグイードの方が綺麗だと認識しているからこその言葉だ。フリートヘルムはそれに関して『いやそれはもう色いろ気けの違いだろ、色気』と暴ぼう言げんをレティに吐いてくれた。激げき怒どさせた自覚はあったのか、その後はすぐに目の前から退たい散さんしたが。

　レティは『確かに』とデュークが頷くのを待っていたが、そのデュークはじっと顔を見てきて、首を傾げた。

「……そう、か？　俺は殿下の方が綺麗だと思う」

「慰なぐさめなくてもいいわよ」

「似ているし、後は好みの問題だろ」

　からかうわけでもなく慰めるわけでもなく、デュークは己の意見を述のべた。

　レティは深読みすれば危うい意味となるその言葉に、やれやれと言いたくなる。

「もう少し恋愛感情を抱いているような感じで、同じ台詞せりふを言ってくれる？」

　レティの要求に、デュークはしばらく黙り込んだ。なんともいえない作り笑いを浮かべ、先ほどと同じ言葉を口にする。

「『似ているし、後は好みの問題だろ』」

「貴方、そういうところが本当に駄だ目めよね」

　一度目よりも悪くなったとレティは呆あきれたように言う。

　レティが要求したのは、互いに恋愛感情がないとわかりきっているからこそのささやかな遊びだ。しかし相手がデュークでは〝恋愛遊び〟もいまいちである。

　ヴィクトルのようにはいかないかとレティは遊びを終わらせようとした。

「殿下」

　だがデュークは手を伸ばし、レティの腕を摑つかむ。そのまま強く引けば、レティの軽い身体は簡単にデュークの腕の中へと招かれた。

　レティが声を上げる前に、腰と首を搔かき抱いだいて、耳元に低く囁ささやく。

「――似ているし、後は好みの問題だろ」

「っ……!?」

　どんと強く胸を押され、デュークはぱっと手を離した。そのまま衝しよう撃げきに逆らうことなく、あえてレティから距離を取る。近くにいれば一撃どころか二連撃を味わうことはもう経験済みだった。

「行動込みなら多少はましだろ」

「あっなたねぇ……!!」
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睨（にら）みつけるレティにいつもの迫はく力りよくはない。

　デュークはレティが箱入り育ちで恋愛に免めん疫えきがないことを知っている。だからこその反撃だ。予想通りの反応に満足し、思わず笑う。

「次やったらどうなるかわかっているでしょうね!?」

「首切られて侍女に再就職だな、わかってるわかってる」

「……もう話は終わったわ！　さっさと出て行きなさい！」

　レティに扉を指差され、デュークはありがたく撤てつ退たいさせてもらうことにした。ドアノブに手をかけて一応お休みと声をかけようとして、振り返る。

「何よ、明日は早いでしょう。遊んでないでさっさと寝なさい」

　しばしの別れを惜おしむようなことを、二人はしない。けれど――

「殿下、武ぶ運うんを」

「『また』ではなくて？」

「明日から戦場だろう？　ノーザルツ公と、副団長との」

「……そうね。貴方も必ず結婚式までにシャルロッテを連れ戻して」

　信頼し合っているからこその、簡潔な言葉。

　レティは扉が閉まる音を聞いてから、よしと気合を入れた。

「もうおこぼれ姫ではいられない。ノーザルツ公にもクレイグにも、絶対に負けないわ」

　次期国王としての第一歩を、レティは確かに踏み出した。







　　　　第三章　なにか一つ古いもの




「デュークをシャルロッテ姫の捜そう索さくに行かせた……!?」

　朝、クレイグがレティの部屋へ姿を見せたときには既すでにデュークの姿はなかった。今頃はレティの命令通り、ノーザルツ公国に向けて逆戻りする形で街道を進んでいるはずだ。

「もしシャルロッテの駆かけ落おち相手がノーザルツ公の関係者ならば、二人はノーザルツ公国に行くでしょう。だから念のために街道沿いに進んで、駆け落ち夫婦がいなかったか聞き込みをしろと言っておいたの」

「いえ、私が言いたいのはそういうことではなくて……！」

　レティはクレイグが何を言いたいのかわかっている。デュークは今回王おう立りつ騎き士しとして連れて来たのではない。レティをただ守るための名めい誉よ騎士として連れて来ている。なのにどうして傍そばから離したのだと言いたいのだ。

「ねぇクレイグ、皮ひ肉にくなことだけれど、わたくしはソルヴェールの王宮にいるときより、ここにいるときの方がずっと安全なの。それに加えて貴方あなたが常つねに傍にいてくれるんですもの。物々しい護ご衛えいは必要ないわ」

　レティは三大公こう爵しやくの勢せい力りよく争いの中央に位置している。昼夜問わず、王宮のど真ん中で襲おそわれてもおかしくはない。

「それに、わたくしの傍にいる方が貴方も色々と都合がいいでしょう？」

　ふっと笑みを深くしたレティは、お前の意い図とは知っているとクレイグに知らせた。

「レティーツィア姫様、ノーザルツ公がお見えです」

　侍女が訪問者を知らせ、レティはクレイグからノーザルツ公へ意識を切り替えた。

「どうせ朝食の誘いでしょう。長旅の疲れが出て、まだ起き上がれないと言っておいて。挨あい拶さつをしたいならまた夜に出直せと」

「承しよう知ちしました」

　侍女が下がってから、クレイグはレティに話しかけた。

「……ノーザルツ公の誘いを断ってよろしいのですか？」

　昨夜、レティはノーザルツ公のことを『敵』と言い切った。てっきりレティは真っ向からノーザルツ公に挑いどむと思っていたクレイグは、避さけることを選んだことに驚く。

「ええ、向こうも挨拶をしたくて来たわけではないもの。元君主であるソルヴェールの国王の代理として来たわたくしに、一応挨拶をしておこうという気持ちしかないわよ。断られて嬉うれしいぐらいは思っているかもしれないわね」

　顔見知りの相手ではあるが、親しくはない。上の兄二人とはどちらかが次期国王になるだろうと踏ふんで、それなりに交流はあったが。

「それに昨日の今日よ。あの場に、貴方とデュークがいた。そして今日、貴方がわたくしの傍にいる。『三人目』がわたくしだと気づかれるような真ま似ねは避けるべきよ」

　勘かんが良ければもしかしてとすぐに真実に突き当たるだろう。シャルロッテの件にソルヴェールも関わって一緒にごまかしていると思われるのは困る。

「今日は出歩くつもりはないから、貴方達もゆっくりして構わないわ。女には女のやるべきことがあるの」







　砕くだいた真しん珠じゆと薬液を入れた乳にゆう白はく色しよくの液体。その中でレティはうんと手を伸ばす。

　ずっと揺れる馬車の中で大人おとなしくしていたため、身体からだのあちこちがこわばっている気がした。やっと窮きゆう屈くつから解放され、身体だけではなく、心も解放された気持ちになる。

「絶対にこの旅で肌が荒あれたわ……」

　乾かん燥そうした空気にずっと曝さらされ、丁てい寧ねいな手入れもできなかった肌からは、いつものきめの細かさが失われている。

　薬液に浸ひたした両手を頰ほおに当ててみたけれど、さて結婚式に参加するまでにどれくらい肌の調子が戻ってくれるか。

「大丈夫ですわ、荒れたといってもこんなにお美しいですもの」

「姫様、ナパニアの王妃様からお勧すすめだとの化け粧しよう水すいが届いていますよ。こちらでは今、とても人気のものです。お使いになられますか？」

　こういった社交の場は、自国の名産品の売り込みの場でもある。手当たり次第貴き婦ふ人じんの部屋へ配られているだろう化粧水は、まだソルヴェールでは出回っていないものだった。

　イルストラから借りた侍じ女じよ達は、ソルヴェールとは違う流りゆう行こうの知識を持っている。これはこれで情報交換になって面おも白しろいとレティは微ほほ笑えんだ。

「その化粧水、イルストラ国では随分と人気らしいわね。一度試してみるわ」

　ゆっくりと薬やく浴よくを堪たん能のうした後は、髪の手入れ。

　薬やく湯とうに浸ひたされ、しっとりと濡ぬれたレティの金色の髪に、侍女がカメリアの花から採とった香こう油ゆを塗ぬり込こむ。すると部屋の中に甘い花の香りが満ちて、今後のことを考えて張り詰めていた気持ちが程よくほぐされた。

　つかの間の休きゆう息そくをレティは楽しむ。

「……これなら毛先を切らずに済みそう」

　手入れが終わった髪を指で摘つまみ、感触を確かめた。

　侍女もメイドもいない中、一番苦労したのは着替えだ。お忍しのびで使うワンピースぐらいはどうとでもなるが、ドレスは本当に厄やつ介かいである。

　美しいだけ、可愛かわいらしいだけ、着るのに手間がかかるのがドレスだ。背中のリボンを自分で編あむのは難なん易い度どが高すぎて、背中がつりそうだった。

　そういうことを一人でやっていると、優先度が低い髪の手入れにまで手が回らない。

「ああいう状態の髪をデュークに触さわらせるのは屈くつ辱じよくだったけれど……」

　今度、調子が完全に戻ったときにもう一度触らせよう。あれが自分の髪の触り心ごこ地ちだと勘かん違ちがいされたら非常に悔くやしい。もちろんあのデュークは違いなんてわからないことぐらいレティだって知っている。これは単純に矜持プライドの問題だ。

「姫様、爪の手入れにはオレンジから作った香油がよろしいそうですよ」

「香油を使う前に形を整えますわね」

　肌、髪、爪の手入れと次々に行われる〝貴婦人の日常〟をじっと見ている人物がいた。

　デュークの代わりに朝からずっとレティに付き従したがっている、クレイグ・バーデだ。

　その『よくまあ飽あきもせず』と言いたそうなクレイグに、レティは教えてやる。

「これは王女としてのお仕事。きちんと美しさを保って女は面めん倒どうって言うのと、本当に面倒だって何もしないのは、全く意味が違うのよ」

　しかしクレイグはレティの言葉を理解できなかったようだ。

　言い方がよくなかったわね、とレティは言葉を選び直した。

「乗馬ができるのに興味がないと言うのと、興味がないと言って乗馬をやらない人、全く違うでしょう？　後者は努力をしない言い訳にしか聞こえない。それと同じよ」

　きちんとやるべきことをやってからならば、負まけ惜おしみには聞こえない。男にも分かる譬たとえを持ち出せば、少しは納なつ得とくしたようである。

「姫様、ヴィクトル殿下がお話しになりたいとのことです。いかがなさいますか？」

　爪の手入れの最中、メイドがヴィクトルからの伝言をレティに取り次ぐ。どんな話をしたいのかは言われなくてもわかる、身代わり花嫁の件だ。

「ヴィクトル殿下にこちらまで来てもらえるように言っておいて。それまでに着替えを手伝ってくれる？」

　賓ひん客かくのおもてなしで忙しい第一王子を呼びつけるのは気が引けるが、仕方がない。

　ヴィクトルがレティに用事があって会いに来るなら誰も何も思わないが、レティがシャルロッテのところを頻ひん繁ぱんに訪ねるのは、自分たちは共きよう謀ぼうしていますよ疑ってくださいとノーザルツ公にお願いするようなものだ。

　爪の手入れが終わり、王子と会うのに相応ふさわしいドレスに着替えた頃、ヴィクトルがレティの部屋へと現れた。

「レティーツィア姫、無理なお願いとは承しよう知ちしておりますが、ウェディングドレスの衣装合わせをしていただけませんか？」

「……ウェディングドレス？」

　テーブルを挟み、向き合う形でレティとヴィクトルは座る。

　ヴィクトルは用意されたお茶に手をつけることもせず、用件をいきなり切り出した。

「昨日のように、花嫁の教きよう養ようを試すようなことをノーザルツ公がしてきた場合、再び姫に身代わりをお願いするかもしれません。ドレスは二着用意してありますので、予備のものを姫に合わせて直しておきたいと思いまして……」

　ウェディングドレスは、不測の事態を想定して、二種類用意されていた。

「わかったわ。そういうことならば準備しておきましょう。でもノーザルツ公に勘かんぐられないよう、シャルロッテの部屋は使わない方がいいわね。別の部屋を用意してくださる？」

「もちろんです。少々お待ちください。折せつ角かくですので、ウェディングドレスを着た後は、一緒に大聖堂の赤い絨じゆう毯たんの上を腕を組んで歩いてみませんか？」

「ヴィクトル殿でん下かのご結婚式の際に、殿下のお母様がご病気で歩けないのならば、是ぜ非ひご一緒させていただくわ」

　際きわどい冗じよう談だんをレティはさらりと流す。ヴィクトルは残念と肩をすくめてから、レティの頼みを請うけ負おい、すぐに着替えのための部屋を準備してくれた。




　ウェディングドレスの衣装合わせのために選ばれた場所は、レティに用意された部屋の真上。あまり移動しない方が人ひと目めにもつかないという理由で選ばれた。

「お待たせしました、どうぞこちらへ」

　ヴィクトルの案内で部屋に入れば、すぐにメイドがウェディングドレスを広げて見せてくれた。

　予備のウェディングドレスのシルエットは、ウエストからたっぷりと光こう沢たくを持つ絹きぬ地じのスカートが広がっていくボールガウン。

　袖そでは美しい鎖さ骨こつと肩を見せるキャップ・ザ・ショルダータイプ

　前面のスカートは清せい楚そさを強調するシンプルなスタイル。

　後ろに流す引き裾トレーンはカテドラル形式。横から徐じよ々じよにひだを作り、何回も横方向へ切り替えし、幾いく重えにも重なって広がっていくティアードの引き裾トレーンは、まさに大輪の花びら。この引き裾トレーンは軽やかで薄い絹地であるオーガンザを使うことで、重たすぎず上品で可か憐れんなものとなっている。

　少女の夢や憧あこがれを詰つめ込んだ妖よう精せいのように愛らしいウェディングドレスを見て、レティは眼を輝かせるのではなく、ああ……と冷静に納なつ得とくした。

「シャルロッテの希望を叶かなえたら、こういうデザインにもなるわね」

　彼女は自分の年を幾つだと思っているのか。口には出さないが、心の中では呆あきれ果はてる。可愛らしい顔をしているので、似合うは似合うだろうが。

「それでヴェールは？」

「その、本来ご用意していたヴェールは、シフォン生き地じの端に薔ば薇らの刺し繡しゆうと真しん珠じゆの飾りを散らしたものだったのですが……」

　メイドが持ってきたヴェールを見て、これは駄だ目めねとレティは判はん断だんした。一枚のシフォンで作られたこのヴェールでは完全に顔が透すけて見えてしまう。

「この妙みように可愛らしいウェディングドレスに合わせるには、飾り気がないヴェールがいいのでしょうけど……顔が見えないよう、シフォンを何枚か重ねたものに変更するしかないわね」

　全体が鬱うつ陶とうしいほどにふわふわしてしまうが、仕方ない。

「ブーケは？」

「試作品はこちらに」

　元々予定していたのは、花を束たばねて大きな花のようにしていくラウンド・ブーケ。スノーボールを中心に、ブルースターをちりばめた楚そ々そとしたもの。

　悪くはないけれど……とレティはそれを眺めた。

「……視線を顔からブーケに誘ゆう導どうした方がいいわ。花は同じでいいから、キャスケード・ブーケに変更してちょうだい。うんざりするほど飾り立てて」

「わかりました。すぐにご用意いたします」

　下へ下へと流れていく形のブーケに変更すれば、自然とそちらに目が行く。

　少しでも身代わり花嫁と気づかれる可能性を減らそうとするレティの姿を、クレイグはじっと眺めていた。

　そのクレイグの姿をどう解かい釈しやくしたのか、ヴィクトルが話しかける。

「男にはウェディングブーケの種類について何度聞いてもさっぱり理解できませんが、姫君が頼もしい方ということはわかりますね」

　クレイグは、レティがメイドと侍女と共に移動していった着替えのための奥の部屋からヴィクトルに視線を移した。

「ヴィクトル殿下、私は王立騎士団の……」

「国境将軍の名はイルストラ国にまで届いています」

　ヴィクトルはレティと同じ、王族という種類の人間だ。一度聞いた名は忘れない。

「過か分ぶんな名です。……この名は、今回は役に立ちそうにもありません」

「こういう場に男は役に立たないと相場が決まっています。共に居心地悪くしていただけて、助かりました」

　さり気げなく相手に気配りをするその姿は、クレイグにかつての主君を思い出させた。髪の色も眼の色も違うが、王としての風格を持つその空気が似ている。

　クレイグが過去に意識を引きずられそうになったとき、奥の扉が開いた。

　お待たせしましたの声と共に、純白のウェディングドレスを身に着けたレティが現れる。侍女がドレスの裾の皺しわを直しながら、あれこれと長さについてお伺うかがいを立てていた。

　レティは着る者を選ぶ可憐なドレスを難なんなく着こなし、絵画の女神のような微笑みをヴィクトルに向ける。

「少し直すだけで大丈夫だそうよ。後はヴェールで顔を隠せばいいわ。髪は少し色味が違うけれど、わたくしもシャルロッテと同じ金髪だから、まとめてしまえばこのままで構わないでしょう」

「ヴェールでお顔を隠すのが勿もつ体たいないですよ、姫。……貴女のウェディングドレス姿を、間近で見ることができて嬉しく思います。本当にお美しい。このまま私とシャルロッテ姫を捜しに行って、ついでにどこかの大聖堂で誓ちかいを述のべませんか？」

「褒ほめ言葉だけ頂くわ、ありがとう」

　クレイグの視界には、微笑み合う若き王子と王女の姿が入っている。

　美しいレティの姿は、かつての主君の妻にあまりにも似ていた。そしてその隣に、かつての主君を思い出させる存在。

（……いや、この方々は、あのご夫妻とは違う。……それでも）

　ほんの一瞬、輝かしい未来しか想像できなかったあの頃に、意識が回かい帰きする。

「クレイグ」

　レティに呼びかけられ、クレイグの意識は現実へと戻った。

「もうしばらく時間がかかると思うわ。貴方はわたくしの部屋に戻って、レティーツィア姫がいるように振る舞っておいて。誰か来たら『長旅で疲れてまだ起き上がれない』と適てき当とうに追い返してくれる？」

「わかりました、お任せください」

　クレイグは部屋を出て、しっかりしろと自らに言い聞かせる。なんのためにここまでついて来たのか。過去を思い出すためではないはずだろうと己おのれを叱しつ咤たした。










　ノーザルツ公にとって現在の最大の関心事は『イルストラ国の王子の結婚式』ではなく『身代わりの花嫁の正体暴あばき』である。

　正体を突き止め、証しよう拠こを手に入れることができたら、それを取引材料にし、ノーザルツを優位にした状態で関かん税ぜいの交こう渉しようを進めることができる。

　実際に動いているのは部下達だが、その動きから意識をそらすために、日々せっせと何か言いがかりを付ける口実はないかと、くまなく歩いていた。

「三人目の花嫁は手て強ごわそうだ。今回は随ずい分ぶんと楽しめる〝外交〟になるな」

　イルストラ国は、見た目を重じゆう視しした身代わり花嫁だけでなく、教養を持ち、シャルロッテ姫をよく知る三人目となる花嫁も用意した。

　あの三人目の花嫁は絶対に面おも白しろい。真っ向からこの自分に挑む度ど胸きようがある。ヴェールで隠れていてもわかる、意思の強い眼でこちらを見ていた。

「いい女だ。この一件が終わって関税の交渉が済んだら、ノーザルツに勧かん誘ゆうしよう」

　彼女のヴェールを暴きたい。そんなことを思っていたから、流れるような形に作られた白い花束を抱えて歩くメイドの姿を見つけたとき、もしかしてと後を追った。




「姫様、キャスケード・ブーケです」




　扉が閉まりきる前にメイドが告つげた言葉を、ノーザルツ公は聞き逃のがさない。姫様と呼ばれ、メイドがブーケを持ってくる人物は『シャルロッテ姫』だ。

（イルストラはメイドの躾しつけをもっとしておくべきだったな）

　扉が閉まりきる前に話し始めるなんて、随ずい分ぶんと抜けている。

　どうして王族の私室ではなく、少し離れた客人用の部屋が並ぶここにいるんだと疑問に思うが、これは好こう機きだと口元を歪ゆがめる。来る、と構えているときよりも、不ふ意いを突かれた方が隠したい真実をこぼしてしまうものだ。

　出入りが多かったのだろう。ノックをすれば外の確認もせずにどうぞとメイドが扉を開けた。

「こんなところにいらっしゃいましたか、シャルロッテ姫」

「ノーザルツ公!?」

　薄いヴェールを被った身代わり花嫁のシャルロッテが、慌てて後ろを向く。その姿を隠すようにヴィクトルや侍女達が動いた。

「いきなり入られては困ります！」

「それは失礼した。では直接姫君に謝しや罪ざいをしよう」

　シャルロッテ姫のヴェール越しに見える髪の色は金色。今ここにいる身代わり花嫁は、イルストラ訛なまりのソルヴェール語を話す二人目の花嫁なのか、ソルヴェール訛りのヘラス語を操る三人目の花嫁なのか、まだ判断できない。

「しかしシャルロッテ姫、何な故ぜご自分の部屋にて衣装合わせを行わないのですか？　私がまたやって来ると警戒でもなさったのか？」

　ノーザルツ公は挑ちよう発はつ的てきな言葉を『シャルロッテ』にかけながらも、しかし本当に何故なのかと改めて考える。

　どうしてシャルロッテはこの部屋に移動して衣装合わせをしているのか。このことにどんな意味があるのか。そして今朝、自分が訪れた部屋がこの真下にあることを思い出した。すると色々なことが繫つながっていく。

　昨日はシャルロッテの部屋にソルヴェールの王立騎士が二人いた。あの二人はシャルロッテに挨拶に来ていたのではなく、あの場にもう一人いたのだとしたら……。

「そうか、三人目は……」

　シャルロッテと似た年頃でヘラス語を読むことができて、ソルヴェール語交じりで綺き麗れいに発音できる女性――秘かに手に入れた今回の参列者一覧からすると一人しかいない。ソルヴェール国第一王女レティーツィアがあの場にいたのだ。

「失礼させてもらおう、急ぎの用事ができた」

　確信を抱いたノーザルツ公はすぐに踵きびすを返した。自ら扉を開け、確信に満ちた足音を鳴らして去って行く。




　ノーザルツ公の手によって扉が閉められた瞬間、『シャルロッテ』はベールを払はらった。

「……気づかれたわ！　わたくしが下の部屋にいないことを確かめる……！」

　レティの言葉に、部屋の中にいた者全てが動どう揺ようする。

　どうする？　と戸と惑まどう中、レティは必死に考えた。

（下の部屋まで一番近い通路を男の足で歩かれたら、追い抜くことはできない！　何か別の、抜け道でもあれば……！）

　ふと視界に入った窓を見る。一度決断をすれば、レティに躊躇ためらいなどない。

　バルコニーの扉を開けて、ウェディングドレスの裾をたくし上げ、そのまま手足を手すりにかけた。怯ひるむことなく、足で手すりを蹴け飛とばす。

「姫!?」

「おやめください!!　誰か!!」

　ヴィクトルや侍女の悲鳴は無視し、レティはバルコニーから身を躍おどらせる。上手くバルコニーの端に手を引っかけ、足を振って反動をつけ、そのまま真下に同じように造られているバルコニーに着地して、立ち上がった。

「王女殿下!?」

　部屋の中に入れば、クレイグが驚いた声を上げる。突とつ如じよバルコニーからウェディングドレスを着た女が現れたら、誰でも目を疑うだろう。

「上のお部屋で衣装合わせをされていたはずでは……!?」

「ノーザルツ公が来るわ。貴方はここで待っていて」

　レティは同じように驚いていたメイドに指示を出す。

「何色でもいいから、爪用の染せん料りようを出して」

　レティは薬浴をしていた部屋に入り、扉を閉める。手を背中に回し、爪で糸を切った。仮かり留どめしただけのドレスは、糸一本切るだけでするりと身体から落ちていく。

　次に薬浴用に用意してあった継ぎ足し用の水差しを手に取り、自ら頭に浴びせかける。適当に布を手に取り、乱らん暴ぼうに水分を軽く取ると、バスローブを羽は織おった。仕上げに靴くつを蹴り飛ばす勢いで脱ぬぎ、元の部屋に戻るために扉を自ら開ける。

「染料は？」

「はい、ここに！」

「貴方達は下がっていなさい。ノーザルツ公がすぐに来るから、『困りながら』部屋に通して。――クレイグ、貴方はこれを」

　レティからクレイグへと投げられたのは小さな瓶びんだった。







「レティーツィア王女殿下、ご機き嫌げん麗うるわしく」

　ノーザルツ公は声高らかに挨拶をした。

　扉の前にいたメイドはおろおろとしながら、部屋に姫様がいらっしゃってと歯切れ悪く答えた。その態度が『本当はいない』ことを示している。

　やはり上の部屋にいた三人目の偽にせ者ものはレティーツィア王女だったか――とノーザルツ公は確信を深めたが、扉を開けた途端、信じられない光景が眼に入った。

「ご機嫌よう、ノーザルツ公。二年前の建国祭以来ね」

　長椅子に座り、脚を組み、優ゆう雅がにくつろいでいた貴婦人は、ノーザルツ公の記き憶おくにあるレティと一いつ致ちする。

「貴女は、……先ほどまで、上の部屋にいたはずでは……!?」

「上の部屋？　なんのことかしら？　それより、こんな姿で申し訳ないわ。突然訪ねていらっしゃるから、何も支し度たくができていなくて」

　レティの言うこんな姿とは、バスローブ一枚のこと。脚を組んでいるせいで、バスローブから白い太ふと腿ももが少し露あらわになっており、瑞みず々みずしくも色いろ香かを放っている。

　そしてすぐ真下に跪ひざまずいているのは、王立騎士のクレイグ。すんなりと投げ出されたレティの足を手に取り、逆の手には小さな刷は毛けを持っている。つんと鼻の奥を刺激するのは、染料の小瓶から発せられる匂いだろう。




[image: ]





「……これはこれは、お忙しいところを邪じや魔ましてしまったようだ。申し訳ない」

「いいえ、こちらこそ。悪いけれど、終わるまでもう少し時間がかかるわ。挨拶は改めて、夜にしていただけるかしら？」

　レティとクレイグのしていることは、主君とその愛人が戯たわむれているようにしか見えない。

　どうやら自分の勘違いだったようだとノーザルツ公は舌した打うちした。メイドがおろおろしていたのも、この戯れのことを知っていたからに違いない。

「そうだわ、グラン山の交こう渉しようはこれからわたくしが行うことになったの。折せつ角かくお会いできたのだから、少しお話したいわ」

　グラン山とはソルヴェール国とノーザルツ公国、そしてキルフ帝国の三カ国が自国の領土だと主張し、決着がつかない場所。レティはこの面めん倒どうな交渉をノーザルツ公へちらつかせて、偽者花嫁の件から少しでも意識をそらさせる。これは自分にしかできない援えん護ごだ。

　思おも惑わく通り、ノーザルツ公は面倒だという顔を一瞬見せた。

「……姫君は意外な趣味をお持ちのようだ。それでは夜、グラン山の件も改めて」

　レティは笑顔で見送り、扉が閉まった瞬しゆん間かんに――がっくりとうなだれた。

「殿下？」

「いえ……今、確実に愛人王の第一歩を踏み出したわ……歴史ってこうやって作られていくのね……」

　間違いなくノーザルツ公から結婚式の参加者にこう伝わるだろう。

『ソルヴェール国のレティーツィア王女は、相当な年上趣味で、愛人を昼間から侍はべらして遊んでいる』と。

（この噂うわさが別の経路からソルヴェールにまで流れたら、あの馬ば鹿か兄が嬉き々きとして相当な年上ばかり夫候補に送り込んでくるでしょうね……！　想像しただけで腹が立つわ、隙すきを作った自分と、嫌がらせに全力を尽つくすフリートヘルム殿下に！）

　むかむかする胸を宥なだめ、レティはため息をついて心を落ち着ける。

「いえ、今はわたくしの諡おくりなについてではないわね。……悪かったわ、デュークがいればデュークにこの役をやらせたのだけれど」

　レティは組んでいた脚を元に戻し、バスローブの裾を直した。

「貴方が亡くなられた奥様を一いち途ずに思い続けている話は有名よ。わたくしの愛人なんて噂が立てられるなんて、本当に申し訳ないことをしたわ」

　その謝罪にクレイグは言葉を失い、固まる。

　クレイグの見せた表情にレティは瞬まばたきを数回繰り返し、そう、と眼を伏せる。

「……今の貴方あなた、あのときのわたくしと同じ表か情おをしている」

「あのとき……とは？」

「ソフィア王妃のお墓参りに行こうとしたときに、デュークに言われたの。花束は一つでいいのか、母親の分は用意しなくていいのか、と」

　レティにとって母である亡き第一王妃ユリアーネは、血の繫がった他人に近い存在だった。だから先頃みまかった第二王妃ソフィアの墓参りに行こうとしたとき、一緒に母親の花も用意するという発想が出てこなかったのだ。

「『考えたこともなかった』――そういう表情よ。……悪かったわね」

　別の意味を込めた謝罪をレティはする。噂を鵜う吞のみにして、勝手に『高潔のクレイグ・バーデ』の像を作っていたことに対して。

「下がっていいわ、メイドを呼んで」

　その声にようやくクレイグが動き出す。黙って頭を下げ、部屋を出て行った。

　レティはもう一度メイドに指示して、着替えのドレスを用意させる。

（……奥様に一途というより……別のことに気を取られ続けていただけ……か）

　ならばクレイグの心に巣くう〝国王陛下〟は相当根深いものではないかと、レティは思い直した。










　レティは夕方、薔ば薇らを共に眺めませんかとノーザルツ公を誘った。この時間を選んだのは、ヴィクトルに夕方から夜にかけてシャルロッテの傍を離れなければならない執しつ務むがあったからだ。せめてその間だけでも、ノーザルツ公が動かないよう、引き留とめておくことにした。

　美しい薔薇園の中央、涼すずやかな音を立てる噴ふん水すいの前で、レティとノーザルツ公は二人きりに近い状態で対面している。互いに騎士や従者は遠くへと離してある。

「改めて、お久しぶりね、ノーザルツ公」

　今朝はお断りして申し訳なかったわとレティは言葉だけは丁てい寧ねいに謝罪した。

「お会いするのは二年ぶりね。わたくしの妹の誕生会に招待状を送っておいたのだけれど、お忙しそうで名みよう代だいがいらっしゃったから」

「姫君が招待状を……？　それは申し訳ないことをしました」

　ノーザルツ公がそうだったかと不思議に思うのも無理はない。レティの妹、第二王女コルネリアの誕生会の責任者は、表向きはグイードになっていた。だが誰を呼ぶのかといった手配や準備は全てレティに一いち任にんされていた。レティはグイードの名を使ってノーザルツ公に招待状を出していたのだ。

「無理をしてでも誕生会に参加すべきでした。二年見ないうちに益ます々ますお美しくなられた。これでは誰も放っておきますまい」

「お上じよう手ずね」

　褒め言葉に動じることなく、レティはにっこりと当然だと受け止める。

　二年前も男が無駄に寄ってくるぐらい綺麗だったと言いたいが、ここは我が慢まんだ。今ならともかく、二年前のただの王女である自分に、この男は興味を持ってはいなかった。

「姫君はシャルロッテ姫ともうご挨拶を？」

「いいえ、まだ。昼間ヴィクトル殿下にお願いしたら、シャルロッテは婚礼前で忙しいと断られてしまって。これからは以前のようにすぐに会うことができなくなるから、ゆっくりお話ししたかったけれど……」

　今回の身代わり花嫁に関して自分は関わっていないとレティは静かに主しゆ張ちようする。

　ノーザルツ公は疑うことなく、なるほどと頷いた。

「ああそうだ、言い忘れておりました。次期女王陛下になられると正式に発表がありましたな。おめでとうございます。これでソルヴェール国は益々栄えるでしょう」

「ありがとう、ノーザルツ公にそう言っていただけると嬉しいわ」

　これで挨拶は終わりだ。偽者花嫁の一件がなければ、それではと切り上げたところだろう。だが今回はできるだけ、ノーザルツ公を引き留めなければならない。

「よかったら近いうちに奥様達を連れてソルヴェールにいらして。お兄様方も久しぶりにお顔を見たいと言っていたわ。それにわたくしもゆっくりお話したいことがあるのよ。……例えば、グラン山について、とか」

　昼間も口にした〝グラン山の交渉〟に、ノーザルツ公は呆れ半分、苦笑半分といった表情を見せた。

「折せつ角かくの祝い事の場でお会いできたのですから、今はそのような話はやめましょう」

「祝い事はまだ五日も先よ。流石さすがに式の最中に交渉を始めるつもりはないわ」

　あくまでも引かないというレティの態度。

　ノーザルツ公はレティを適当にやり込めてしまおうと、たかがお姫様程度では持ち合わせない『知識』を見せつけようとする。

「ではグラン山の歴史はご存じですか？　そもそもは……」

　レティはすぐにその言葉の続きを攫さらった。

「グラン山の所有権が明確になったのは、第七代ソルヴェール国王の時代。それからキルフ帝国に一度奪われるものの、第十二代アレクサンデル王がキルフ帝国との戦争に勝利し、再びソルヴェール領となった。その後、第十三代ユーリウス王が、先代の王の戦功によって肥ひ大だい化かした国土の再編縮小政策を採とった際に、ノーザルツ地方の自じ治ち権けんを認める」

　レティが語るのはソルヴェール国側から見た歴史だ。

　ノーザルツ公には色々と訂正したい部分があるだろうが、今は黙っていてもらう。

「ノーザルツ公国の成立の際、グラン山の領土問題が発生。乗じて、キルフ帝国も領有権を主張。そのまま三カ国の主張は平行線を辿たどり、今に至いたる――こんなところかしら」

　すらすらと淀よどみなく答えたレティに、ノーザルツ公はなるほどと頷うなずいた。

「姫君が交渉相手になるのは、確かのようですな」

「他に訊きたいことがおありなら幾いくらでもどうぞ。誰よりも詳くわしくお答えするわ」

　レティが以前グラン山の交渉役を譲ってもらったとデュークに報告したら『明らかな功こう績せき狙ねらい』と称しようされた。その通りだ、この膠こう着ちやく状態のグラン山問題を一歩でも前進させることができたら、それだけで十分な功績となる。そして功績は認められるために必要だ。

「では七十八年前、グラン山に大火が発生した際の各国の対応はどうだったかご存じですか？」

「ソルヴェールは即座に騎士団を派は遣けん、グラン山周辺の民の救助、怪け我がの手当てを行う。ノーザルツ公国は避ひ難なん民みんの受け入れを、キルフ帝国が避難誘導に当たった。街道の再整備にかかった費用は、各国の距離に応おうじてそれぞれが負ふ担たんした」

　レティはグラン山の交渉のための知識を完璧に頭の中に叩たたき込んである。更さらに王達の会議の間で、獅し子し王おうアレクサンデルや内ない政せい王おうカールハインツから当時の話も聞いた。

　姫だからといって舐なめないでとレティは眼で示す。

「相当〝お勉強〟なさったようだ。ソルヴェール国王が姫君にグラン山についての全権を委任したのも頷ける。……では、交渉に移りましょうか？」

「……交渉？」

　突然ノーザルツ公の態度が変わる。いやそれだけではない。実じつ務むを担になう文官による事前の根回しという過程を飛ばして、合意に達するだけの〝交渉〟へ進むと言い出した。

「手順を飛ばしすぎではなくて？　それとも細さい部ぶまで二人だけで話し合うと？」

「ええ、そうです。それとも姫は実務の文官がいないと無理だとでも？」

　ノーザルツ公は一歩前へと進んだ。レティを見み下おろすのではなく、見み下くだす。

　いつもなら挑ちよう発はつには更さらに挑発で返すはずのレティは、一瞬言葉に詰まった。

「……そ、れは……」

　もちろんレティにも文官に頼る必要がないぐらいグラン山に関する知識はある。そしてどう交渉していきたいのか、明確な方針も持っている。だが……。

「そうでしょうとも。姫君はここでの決定を国内で押し通す〝権けん限げん〟を持っていない。――可か憐れんで、心優しい王女殿の言葉。それはソルヴェール国では愛らしい小鳥のさえずり扱あつかいでしかない」

　痛いところを突つかれた。レティが戸惑った理由を、ノーザルツ公は見抜く。

　ここでノーザルツ公と対等に事じ前ぜん討とう議ぎと交渉を行って、双そう方ほう納得した『二人の合意』を作り上げる。そこまでは可能だ。

　ノーザルツ公は多少国内で反発があったとしても、それを『ノーザルツ公国の決定』にするだけの手しゆ腕わんがある。だがレティには『ソルヴェール国の決定』にするまでの力を持っていない。おこぼれ姫の言葉に頷く貴族が、今の時点で一体どれだけいるのか。

　獲え物ものを見つけた狼おおかみのような眼で、ノーザルツ公はレティを眺めた。そして更に一歩近づく。思わずレティは一歩引く。

「っ……!?」

　踵かかとが、何かにぶつかる。気づかぬうちに噴水の端はしに追い込まれていたレティは、体たい勢せいを崩した。このままだと噴水の中へと手をつくことになるが、力強い腕がレティの腕を摑んで支えてくれる。

「おっと、危ない」

　支えてからわざとらしくノーザルツ公が言った。

　レティは助かったとは言わない、逆にその顔を睨みつける。

「さてと、姫君。貴方はこう言えばいい。『この後は政治の話は抜きにして、共に薔薇を愛めでませんか』と。私は薔薇の種類には疎うといが、美しい姫君の可愛らしいご要よう望ぼうには是ぜ非ひとも応こたえたい」

　姫なら姫らしくしていろ。大した権限も持っていないくせに、政治の話に口をはさむな。

　ノーザルツ公の言葉の裏に隠された本音に、レティが気づかないわけがない。

「……あまり甘く見ないでいただけるかしら？　ここで交渉を行っても構わなくてよ」

「いいや、〝交渉〟で戸惑いを一瞬でも見せた時点で、貴女あなたの負けだ」

　その通りだ。あの場では戸惑うことなく、それでいいと動揺を隠して言い切るべきだった。今になれば冷静に判断できる。けれどこれまで表舞台に立つことがなかったレティには圧あつ倒とう的てきに〝経験〟が足りなくて、とっさにそこまで取り繕つくろうことができなかった。

（――悔くやしいけれど、今回は負けだわ……！　しかも完敗ね……!!）

　だから、これはせめてもの矜持プライドだ。姫らしいことを可愛く言って、噴水に落ちないように助けてもらうなど、絶対にさせるものか。

　レティはノーザルツ公の支えてくれている手を振り払う。反動で身体は後方へと倒れ込み、水みず飛沫しぶきを上げた。

　噴水の中へと手をつき、座り込んだレティは水を頭から被かぶる。ずぶ濡ぬれになったが、眼だけは真まっ直すぐノーザルツ公からそらさなかった。

「手は差し伸べなくて結けつ構こうよ。……折せつ角かくの機会だったけれど、こんな姿では貴方に失礼ですもの。一度着替える時間をいただけるかしら？」

「幾らでも。では姫の騎士をお呼びしておきます。そちらの手は取るでしょうから」

　ノーザルツ公が背を向けてから、レティはゆっくり立ち上がった。噴水の雫しずくが髪やドレスから滴したたり、足下に水たまりを作っていく。

「……殿下!!」

　遠くから様子を見ていたクレイグが駆けつける。

　外から見れば、レティはノーザルツ公に詰つめ寄られ、噴水に落ちかけたところを助けられ、しかしその手を振り払った――という流れだろう。その間にどんな会話がなされていたのかは、わからない。

「大丈夫ですか……!?」

「……平気よ。ああ、上着はいらないわ。頭を冷やしたかったから、丁ちよう度どいいぐらい」

　とはいっても、濡れたままぼんやりするわけにもいかない。着替えるために、レティは歩き始める。その後をクレイグは追った。

「ノーザルツ公と、一体何が？」

「少し話が盛り上がったの。後はわたくしがただ愚おろかだという事実が明らかになっただけ」

　それ以上レティに言う気はない。

　だがクレイグは思ったよりも食らいついてくる。

「会話が気になるの？　加点できるようなところはなかったわよ。減点方式なら、先ほどの〝負け〟で点がゼロになって、試験が終わっていたでしょうけど」

　クレイグは試験をするためにイルストラ国までついて来たのだ。二人でどんな会話をしていたのかは当然その対象になるだろう。

「……そうではなくて！　……あのような形で言い寄られたら、誰でもご不ふ快かいでしょう」

　レティは足を止めた。驚きをやり過ごすためのわずかな時間稼かせぎとして、頰ほおを流れていった雫を指で払はらう。

「貴方が、わたくしを心配するの？」

　その言葉には『試験官なのに』という意味が込められていたはずだった。だがクレイグには『あの男の娘なのに』と聞こえてしまったのかもしれない。

「――申し訳ありません。立場をわきまえず、差し出がましいことを申しました」

「多分、貴方が思っているような意味はなかったけれど」

　かつて似たようなやり取りをデュークとしたことを思い出す。

　レティの騎士には絶対にならないと拒きよ否ひを示したデュークは、それでもレティを心配してくれた。

「騎士は誰もがお人ひと好よしだと勘かん違ちがいしそうになるわ。――そういえば、貴方について他人から聞いた知識はあるけれど、直接見聞きするのはこれが初めての機会ね」

　因いん縁ねんの相手の娘だ。好意は持たれていないだろう。

　けれどクレイグは、レティを一人の人間として認識していたらしい。

「どうやらわたくしが思っていたクレイグ・バーデと、少しずれがあるみたい」

　国王の娘、第一王女、おこぼれ姫――そんな先入観なしで、レティを見ているのだとしたら。こちらもそうでありたいと、レティは真っ直ぐにクレイグを見る。

「貴方のことをもっと知りたいわ」

　ノーザルツ公が聞いていたら愛人関係があるくせに何を今更、と言いたくなる言葉だろう。

「……私も、……いえ、ありがたいお言葉ですが、知れば知るほど、落らく胆たんなさるでしょう」

「落胆するかしないかを決めるのはわたくしよ。それに貴方にもわたくしを知ってほしい。きっと姫らしくないと落胆するでしょうけれど」

　自分を見ろというレティの姿は、たとえ水に濡れていても〝王〟だった。

　髪やドレスにまとわりついた雫が夕日を反射させ、美しい容よう姿しも相まっていっそ神こう々ごうしさすらも感じる。

「それはソルヴェール国民の一人として、嬉しい落胆です」

　クレイグの言葉は、きっと本心だった。










　主君に命めいじられ、逃げた花嫁シャルロッテの捜そう索さくに出たデュークは、同どう僚りようの王立騎士二人と共に街道をひたすら馬で走った。

「デューク、どうしてさっきの大きな街でなくて、もう一つ向こうの村に行こうって言い出したんだ？　泊まるなら普通、宿があるところだろう？」

　聞き込みをすべくデュークが選んだのは、宿がある大きな街ではなく小さな村。

　馬から下りたデュークは手た綱づなを引きながら、これでいいんだと言う。

「自分がお姫様と駆け落ちすると考えたら、人目があるところは避さける。お姫様の家族が連れ戻そうと捜そう索さくの手を差し向けることぐらいわかっているからな。だとしたら、人目につかない村へ行って、同情を買う説明をして一晩泊めてもらい、口止めする方を選ぶ」

「なるほどね。お前駆け落ち経験あるの？　あ、もしかして王女殿下!?」

「それは絶対ない」

　デュークにとっても、レティにとっても、駆け落ちという未来は存在しない。

　レティに国を捨てる選せん択たく肢しはないだろう。だから、相手の男を愛人にする方を選ぶ。

「あ、でもさ、なんで大きな街の一つ向こうなんだ？　お姫様連れてるなら一つ手前で泊まるんじゃない？」

　だいたい街道というものは、一日で行ける距離のところに大きな街がある。

　同僚はお姫様を連れていたら一日で大きな街の更に一つ向こうまで行くのは難しくないかという意見だったが、デュークは違うと言い切った。

「駆け落ちする気持ちになりきれ。追っ手が絶対に来るとわかっているんだ。少しでも距離を稼ぐために、無茶ぐらいはするだろ」

「おお、やっぱり経験ありー？」

　あははと笑われ、デュークは再びないと呆れたように答えた。そして村の中に入り、家の前で水まきをしている三十半ばの女性を選んで話しかける。

　現在、デュークはイルストラ語の勉強中だ。罵ば声せいと本の角かどによる攻撃付きのレオンハルトによる語学授業によって、会話が成り立つ程度には上達している。

「すみません。私はソルヴェール国の王立騎士団第六騎士デューク・バルヒェットと申します。この村に駆け落ち夫婦が来ませんでしたか？　妻の方は金髪に紫色の瞳ひとみで、人のよさそうな可愛らしい、身分の高そうな女性で……」

　まずは身分を明かしてから、デュークは聞き込みを始めた。片かた言ことのイルストラ語はどうやら無事に通じてくれたらしい。

「駆け落ち……ねぇ。知らないよ」

　大変だねと言う村の婦人の反応に、デュークは違い和わ感かんを覚えた。多分この人は何かを知っている。知らないなら間違いなく、興きよう味み津しん々しんでもっと情報を得ようと話に飛びついてくるはずだ。だって駆け落ちの話は〝他ひ人と事ごと〟なのだから。

「もしかしてご存じなのでは？　……彼女から口止めされているかもしれませんが、どうか教えてください。実は、相手の男はソルヴェール、イルストラ、ノーザルツの三国にわたって活動している結婚詐さ欺ぎ集団の一人なんです」

　王立騎士団に所属していると、駆け落ちした男女の行ゆく方えを追うこともある。そのとき馬鹿正直に『親に連れ戻してくれと頼まれたから』という理由を言って聞き込みをしても、駆け落ち夫婦をかばって噓うそをつかれると先輩騎士に教えてもらった。

「その証拠に、この村にもイルストラの軍人が聞き込みに来たはずです。お願いします、これ以上、女性の被ひ害がいを増やしたくありません」

　誠実かつ真面目そうで顔もいいデュークのお願いは、年齢が高めの婦人相手によく効きく。今回もそれが適用されたようで、そうなのかい？　と相手は迷うそぶりを見せた。

「……確かに、うちの軍人も来たけどねぇ」

「何かほんの少しの手がかりでもいいんです。どうか」

　デュークの熱意が伝わり、ようやく実は……と切り出してくれた。

「騎士様の言うとおり、若い駆け落ち夫婦が三日前にこの村に一晩泊めてくれと言いに来たんだ。お嫁さんの方はずいぶんと綺麗な金髪だと夜でもわかったよ。次の日にはノーザルツ公国に向かう北の街道に馬車を走らせていったんだ」

　それが騎士様の捜している夫婦なのかはわからないけどと言われたが、デュークはまず間違いないと確信できた。

「デューク、どうだった」

「詳しい話が聞けた。シャルロッテ姫はこの村に泊まって、朝早くノーザルツに向かって出発した。追うぞ、急ごう」

　だが、先ほどの婦人の話が完全に正しいとなれば、少しおかしい箇か所しよが出てくる。

　ノーザルツ公がイルストラの王城に着いた日から逆算すると、彼の出発日までにシャルロッテ達がノーザルツ公国に辿たどり着くことができない。つまり、どうがんばってもシャルロッテとノーザルツ公は街道で『すれ違う』ことしかできないのだ。

（とすれば……殿下の言っていた三つ目の可能性ではなくなる）

　シャルロッテの駆け落ち相手がノーザルツ公の関係者という可能性を考えていたが、かくまってもらうには少し日数が食い違う。

「……もう少し、裏がありそうだな」

　どうやらこれからはシャルロッテの行方と同時に、ノーザルツ公の真意も探ることになりそうだった。







　　　　第四章　なにか一つ青いもの




　朝起きて、レティはいつもと違う乾いた空気にそうだったと思い出す。ここはイルストラ国で、ソルヴェール国ではない。

「おはようございます、姫様。お加減はいかがでしょうか？」

　昨日、水を被かぶって戻って来たレティが風か邪ぜをひいていないかと侍じ女じよは心配してくれたらしい。大丈夫よとレティは言い、朝の支し度たくを始めた。

　侍女とメイドに囲まれ、やれドレスはこれだのアクセサリーはこれだのとレティは指示を出していく。侍女が丁てい寧ねいに髪をとかし、香こう油ゆをつけて整えているとき、そうだと鏡かがみ越ごしに人を探した。

「それと……」

　背はい後ごを振り返り、そして言葉につまる。

「姫様？」

　髪をとかしていた侍女が手を止める。レティはなんでもないわと正面を向き直した。

（……何やってるの、デュークがいなくなってまだ二日目なのに）

　いつもの癖くせでつい振り返って話しかけそうになった。

　自分が傍そばから離したのに、そのことを忘れてしまったことが悔くやしい。いや……当たり前すぎる感覚になっていることが悔しいのだ。

「今日のご予定はいかがなさいますか？」

　外を見れば相変わらずの晴天。レティは色々とやっておかなければならないことを脳内で一覧表にし、済すませたものは削さく除じよしていく。

　これならば優先順位が低かった城下町の見物ができそうだ。

「折せつ角かくですもの、イルストラの城下町を見に行くわ。後でクレイグを呼んでちょうだい」







　お忍しのび見物は、昼下がりに行われた。

　イルストラでは最も陽が高い時間に、大たい抵ていの者が昼寝シエスタをする習慣がある。今はそのシエスタの終わりを告つげる鐘かねの音ねが鳴ろうかという時間である。

　クレイグを連れて、ヴェールを被かぶったレティは城下町を歩いた。

「流石さすがの活かつ気きね。いつ来てもこの国の民は明るくて、前向きだわ」

　歩きながらも、レティは注意深くすれ違う者を観察していく。王都となれば、噂うわさ話ばなしの宝庫だ。頻ひん繁ぱんに耳にする単語は、後で必ず確認しておかなければならない。

「殿でん下か、目的地は……」

「『殿下』は目立ちすぎるから、今はお嬢様って呼んで。目的地はないわ。物価の確認と、噂話を集めに来ただけだから」

　折せつ角かくイルストラ国に直接足を運んだのだ。念のために戦争の気配の有う無むと、それからノーザルツの関かん税ぜいの影響をこの目で見ておきたい。

　露ろ店てんを冷やかすそぶりで、レティは慎しん重ちように値段を眼で追う。以前来たときよりも若じやつ干かん物価が上がっていたようだが、それは許きよ容よう範囲だろう。戦争の準備を始めると簡単に跳はね上がる主しゆ食しよくの小麦の値段はあちこちで確認してみたが、以前と大差ない。

　後は――とレティは貴金属も多少扱あつかっている露ろ店てんの前で立ち止まった。

「……綺き麗れいな琥こ珀はくね。飾りの細さい工くも見事だわ」

　広げられていた商品の中で、一番高いと思われるブローチにレティは目を留める。

　身分の高そうな若い女性が、高額の商品に興味を示したとなれば、誰だって詳しい説明と買わせるための口こう上じようを述のべ始めるだろう。だが店の主人はうーんと唸うなった。

「それはノーザルツ産でね……まあ良いものは良いものなんだけれど」

「そう。なら隣のは？」

「こっちはイルストラ王都の工房で作ったものだ。手に取って、よく見てくれ。細かい飾りが……ああ、そっちのお兄さんもどうぞ。いい品物取り揃えていますよ！」

　隣にヴェールを被った背の高い男が立つ。そしてレティと同じようにまずはノーザルツ産の琥珀のブローチに手を伸ばし……

「ほう、ノーザルツ産か」

　その声に、レティは思わず隣の男の顔を覗のぞき込んだ。

「ノーザル……」

　思わず言いかけた言葉を、慌あわてて男は遮さえぎる。

「これは大親友の妹殿ではないか！　こんなところで会うとは奇き遇ぐう……あ、いや運命だな！　よし主人、私の大親友の妹殿に似合うものを一つ！」

　隣に立った長身の男はアウグスト・カルゼン・ノーザルツ。銀ぎん狼ろう公こうとも呼ばれる男は、その威い厳げんをかなぐり捨てて自分の身分を隠そうと躍やつ起きになった。

　品選びを委ゆだね、高額にもかかわらず値切り交こう渉しようもせず、隣の美人に宝石を買い与える。誰がどう見ても意中の女性なのだと勘かん違ちがいする光景だ。

「どうぞ、お兄さん！　想いが通じるといいねぇ」

「ほら、受け取れ。では行こうか！」

　ノーザルツ公はレティが余計なことを言う前に、手を摑つかんで歩き出す。

　クレイグがどうするかとレティに眼で尋たずねてきたが、首を振っておいた。今は相手の言う通りにしてやろう。

　少し歩いて日ひ陰かげの路ろ地じ裏うらに来たところで、ノーザルツ公はようやく立ち止まった。

「……どうしてこんなところにいる！」

「それはこちらの台詞せりふ。わたくしの城下町の見物を、貴方あなたが『大親友の妹』と言い出して邪じや魔ましたの。ああ、フリートヘルム殿下と貴方が大親友だったなんて知らなかったわ。教えたら泣くほど笑って大喜びするでしょうね」

「親友は出で任まかせだ！　互いに名乗れば面めん倒どうになるだろう！　それを避さけるために……」

「イルストラ国とソルヴェール国は友好な関係よ。関税で揉もめて民たみにすら悪感情を抱いだかれている貴方とは違うわ。わたくしは名前で呼ばれても問題ないわよ」

　ノーザルツで作られた貴金属の加工品は質しつがいい。いや、貴金属に限らず様々な物を加工し、高価な貿易品に変えて他国に売っている。イルストラの市場をじわじわと脅おびやかしているこの状態で関税が下がったら――イスルトラの民が危機を抱くのは当然だ。

　あの場で『ノーザルツ公』と知られたら、険けん悪あくな雰ふん囲い気きになり、最悪の事態まで行き着けば暴ぼう力りよく沙ざ汰たになっていただろう。名を隠したいと思うのは当然だ。

「わかったところで、続きはどこかに入ってからにしましょう。貴方が女性の歩ほ幅はばに合わせずに歩くから、疲れたわ」

　レティは渋しぶるノーザルツ公と、クレイグを連れてすぐ近くの店に入る。

　イルストラの国では、このシエスタの時間はどの店も閉まっている。だが流石は王都だ。観光客のために大通り辺りの商店は開けているらしい。にっこりと笑っていらっしゃいませと歓迎してくれた。

「恋人同士ですか？　お連れ様の席は別にご用意しましょうか？」

　ヴェールを取ったレティは文もん句くなしの美人。そしてその隣にいるのは野性味があふれる整った顔立ちの青年。明らかに上流層の二人は、お忍びデート中に見える。

　ノーザルツ公は気を利きかせたつもりの店の者に嫌いやそうな顔を向けるが、レティはお気き遣づかいありがとうと微ほほ笑えんだ。

「アウグストは兄の親友なの。席は三人一緒で結構よ」

　さらりとノーザルツ公のファーストネームをレティは口にする。親しげに呼ばれた側のノーザルツ公は、一瞬固まった。

「この設定を作ったのは貴方でしょう？　もう忘れたの？」

「……そうだったな。姫の騎士に配はい慮りよして恋人という設定にしなかったことを、感謝してもらいたい」

　クレイグと愛人関係。そういえば自分もそんな設定を作ってしまっていたとレティは思い出す。一応ノーザルツ公の前ぐらいは、それらしくしておこう。

「それと、私からも礼を言わせてもらいたい。――昨日の話をよくも好き放題脚きやく色しよくして、式の賓ひん客かくに流してくれたものだな、と」

　今から喉のど元もとを食い千ち切ぎってやるといわんばかりの目つきで、ノーザルツ公は唸うなった。

　レティはなんのこと？　と首を傾かしげて、ノーザルツ公を苛いらつかせてから、ああとわざとらしく気づいたふりをした。

「あれはわたくしではなくてよ。わたくしはただイルストラの侍女に『誤あやまって噴ふん水すいに落ちてしまった。その場にノーザルツ公もいた』と話しただけ」

「そんなはずがあるか！　姫が勝手に噴水に落ちた話が、『ノーザルツ公は薔ば薇らについていた虫に驚いて、レティーツィア王女を噴水に突き落としてしまったのにもかかわらず、手も貸さなかった』になっていたぞ！」

　昨日、ずぶ濡ぬれになったレティのことを侍女達はとても心配してくれた。そしてその場にいながら助けられなかった（正確には助けたのだがレティが振り払った）ノーザルツ公に怒りを見せた。

　元々悪感情を抱いていた相手だ。伝言遊戯ゲームをしている間に、話に様々な要素が加わり、最終的にノーザルツ公の言っていた『虫に驚いてレティを突き飛ばした』という話になってしまったのだろう。

　この噂はあっという間にイルストラ王城を駆かけ巡めぐり、朝にはノーザルツ公は後ろ指をさされ、忍び笑いを漏もらされるようになっていた。

「まあ、いいのではなくて？　〝銀狼公〟にも可愛かわいらしいところがあると知れば、皆が親しみを持ってくれるかもしれないわ」

「よくない！　私は虫嫌いではない！」

　その言葉にレティは眼を細める。デュークが見れば、レティの眼こそが獲物を見つけたときの狼おおかみのようだと指し摘てきしてくれただろう。

「そう？　わたくしは貴方の幼い頃のことを色々知っているわ。――例えば、八歳のとき、虫に驚いて川に落ちて流された。それ以来、しばらく水恐怖症になってフリートヘルム殿下に突き落とす真ま似ねをされる度たびに泣きそうになってた。虫嫌いの水嫌いなんて大変ね」

「っな……!?」

　ノーザルツ公の動どう揺ようと対照的に、レティは淡たん々たんとノーザルツ公の触ふれられたくない過去の歴史を暴いていく。

「九歳のときにはフリートヘルム殿下と幽ゆう霊れい騒動に嬉き々きとして参加し、実際幽霊を見てしまい『母上ー！』と叫んだ」

「さ、叫んでいない！」

「十一歳のときに馬から放り出されて空を飛んだ。一度どんな気分だったか訊きいてみたかったから、覚えているならば是ぜ非ひ教えてくださる？　更さらに貴方が十三歳のとき、社交界に出て同じく社交界デビューしたばかりのご令れい嬢じようをワルツに誘ったら『グイード殿下がいい』と振られたことがあったわね」

　微笑ましいわとレティは穏おだやかに言うが、完全に面おも白しろがっていた。

「……王女殿下、その辺りで勘かん弁べんしていただけますか？　流石の私もそろそろ限界が近づいております」

　どこまで本気かどこまで冗談かわからないが、クレイグはノーザルツ公に助けの手を差し伸べる。しかしそのクレイグの口元もわずかに歪ゆがんでいた。

「っのフリッツ！　あの野郎！　妹に他人のことを全て筒つつ抜ぬけにしやがって……！」

「フリートヘルム殿下の名めい誉よのために、情報源は一人ではないと言っておくわ」

　もう一人の兄、グイードからの情報もある。

　空を飛んだ事件の話は『すごかった』という感想付きだった。是非そのすごかった光景を見たかったものだ。

「貴方の過去話はこれぐらいにしておきましょうか。――あまりこの国では一人で出歩かない方がよくてよ。身の危険もそうだけれど、貴方はこの暑さには慣れていないでしょう？　ソルヴェールの王都は夏に避ひ暑しよを考えるほどに暑くなるけれど」

「ご忠ちゆう告こく痛み入る。……だが、これも仕事だ。どうやらそちらも同じようだがな」

　いつもなら『お姫様のわがままよ。そんな大たい層そうなものではないわ』と言っただろう。だがもう、それは言わない。

　これからは女王として認められるために、それらしく振る舞う姿を見せていかなければならない。当然、とレティは表情を作る。

「ならイルストラ名物『熱ねつ波ぱ』の話は聞いたかしら？　今年は酷ひどいらしいわ」

「山脈越えしたら共に酷い被害が出るからな。といっても、熱波が降りてきたら対たい抗こう策さくなどないが」

「あらかじめ被ひ害がいを予よ測そくして、支し援えん策さくを作っておくぐらいしかできないものね」

　イルストラ国とソルヴェール国の間には山脈がある。その山脈が行き来を阻そ害がいし――裏を返せば戦争もしにくく、友好国という関係を続けることができた。

　この山脈は険しく、直接越えるのはかなりの苦労になる。ソルヴェールからイルストラへ向かうには、経路が二つ。

　一つは南廻まわり。しかし冬はともかく、春から秋にかけて、熱波という乾いた熱い風が吹きつける。それは雪が降るソルヴェールの人間にとって、体力が著いちじるしく削けずられる。

　もう一つが北廻り。こちらは一度北のノーザルツ公国に出て、それから再び南下するというもの。レティは今回はこの道を選んだ。

　ソルヴェール国とノーザルツ公国は共に山脈のおかげで熱波の被ひ害がいに遭あわずに済すんできた。だが何十年かに一度、その熱波が山脈を越えて下ってくるときがある。

「なら本命の、物価調査の結果はいかが？」

　ついでだからとレティは関税の件について触れてみる。

「悪くない。姫もあの場で見ただろう？」

　品質の高いノーザルツ産が、そこそこの値段で出回っている。あちこちで見かけることができたということは、それだけの需じゆ要ようがあるからだ。

　領土が狭せまく資し源げんが乏とぼしいノーザルツ公国は、ただ農業に精せいを出せば国が栄えていくというものではない。『技術』に目をつけ、付加価値を高めた商品を他国の市場に持って行くやり方は、こちらも見習いたいぐらいだった。

「時代は変わる。昔と同じ制度でいては、いつまでも『緩かん衝しよう国こくノーザルツ』のままだ」

　野心家、そうフリートヘルムが言ったとおり、ノーザルツ公は一公国の主あるじとして人生を終わらせる気はないのだろう。いつかはどこかに戦争を仕し掛かけ、広大な領土を勝ち取りたいのだ。

「――幼い頃から貴方は変わっていないのね」

　レティのその言葉には、ほんの少し羨せん望ぼうが交じっていたかもしれない。

「……っフリートヘルムから何を聞いた!?」

「貴方の幼い頃の夢を」

「彼奴あいつ……！　俺には噓うそばかり教えたくせに！」

　噓ばかりという言葉に、レティは興味を抱いだく。食わせ者のフリートヘルムは、どうやら小さい頃から地道にノーザルツ公を陥おとしいれていたらしい。

「どんな噓をつかれたの？」

「妹姫のレティーツィアはまだ人形遊びばっかりしてる可愛いだけの乳ちち臭くさい小娘だと」

「……へぇ、そう」

「どこが乳臭い小娘だ。とんでもない年上趣味の女王陛下だというのに」

「……色々言いたいことはあるけれど、あの馬ば鹿か王子を殴なぐるときは誘ってちょうだい」

　どうやらとんでもない噓をノーザルツ公に吹き込んでいたらしい。他国の人間にソルヴェールの王女の悪い評判を植え付けているなんて、あの馬鹿は一体何を考えているのか。

　帰ったら、泣かす。レティは、ここにいない兄に怒りを募つのらせた。

「ノーザルツ公、貴方はフリートヘルム殿下の幼い頃の夢を聞いたことがあるの？」

　ノーザルツ公が自分の夢をフリートヘルムに語ったのならば、その逆もあるはずだ。

「ああ、聞いた。ソルヴェールの男なら普通はそうらしいが、私にはよく理解できなかったな。知りたいのか？」

「興味ないわね」

　そのとき、二人の会話をほぼ聞いているだけだったクレイグが、机の下にあったレティの手を軽く指で叩いた。そのまま手の甲に文字を書いていく。

『入り口にノーザルツ公の配下が』

　レティは確認するために顔を動かすことはしない。同じようにクレイグの手に指で『わかった』と書いて返事をした。

　密やかなレティとクレイグの会話に、ノーザルツ公はげんなりした顔を見せる。

「……一応言わせてもらうが、そういうことは二人きりのときにお願いしたい」

　あらとレティは微笑んだ。

　レティとクレイグが行ったのはただの注意を促すための会話だ。だがノーザルツ公からは、愛人同士が机の下で指を絡めて遊んでいる光景に見えてしまったらしい。

「ではそうさせてもらおうかしら。お先に失礼するわ」

　未来のソルヴェール国の女王としてしておきたい話は終わった。レティは立ち上がり、クレイグを連れて店を出る。

　外に出ればヴェール越しでも強い陽ひ射ざしを感じる。寄り道せずに城へ戻らないと、自分が大通りの真ん中で眠り姫になりそうだ。

「クレイグ、覚えておいて。今後ソルヴェールにとって脅きよう威いになるであろうノーザルツ公の夢は『俺はノーザルツ公では終わらない』らしいわ。……全く、随ずい分ぶんと野心があって結構なことね」

　レティは王立騎士団副団長へと警告を口にする。ノーザルツ公の問題は、野望がただの言葉で終わるような男ではないところだ。その才さい気きは十分にある。

（いいえ、全くは自分の方。野心家の男が好みに入るのは……悪い趣味ね）

　獲え物ものに飢うえる野心家の眼は、獅し子し王おうアレクサンデルを思い起こさせる。だからついつい、評価が甘くなってしまう。

「ノーザルツ公の野望に呆れた？」

　黙っているクレイグに、レティはあらと視線を向ける。

　クレイグはいいえと首を振り、どこか遠くを見た。

「公の野望には納得できました。それよりフリートヘルム殿下の幼き頃の夢が、少々意外……いや、改めて考えると、あの方も自分と同じただの少年であったのかと……」

　ノーザルツ公の言っていた『ソルヴェールの男なら普通はそうらしい夢』。レティは自分の兄基準で、どんな夢だったのかを考える。

「それは王様になりたいということ？」

「ソルヴェールの少年の夢が全員王様になりたいでは、内乱が絶たえず起こるでしょうな」

　はははとクレイグは面白そうに笑う。

「そうなの？　女の子の夢は誰だってお姫様だと思うけれど」

　どうやら王様は違ったようだ。ではなんだろうと思う。あの兄が王以外の夢を持つところは想像ができない。

「私もかつては同じ夢を見ました。ですがそれは叶かなわぬ夢でした。……せめて、それが叶う若者を応援したいと、今はようやく思えるようになったようです」

　その言葉にレティは時間が経たったのだと感じる。

　父がクレイグへ一歩近づいたように、クレイグもおそらく一歩前に踏み出した。これ以上先へ進むのか、それはわからない。

「さて、ノーザルツ公の配下をどういたしますか？　どこかで撒まきますか？」

　ノーザルツ公と同席した店から、ずっと後ろをつけて来ている男。手を出す気はないだろうし、こちらも今日は探られて痛いことは何もない。

「ならばノーザルツ公を油断させるような報告をしてもらいましょう。とりあえず貴方と恋人同士らしいことでもしようかしら。何か案は？」

　レティは完全に従者として半歩斜め後ろを歩いていたクレイグに問う。

「……恋愛そちらは現役を退いて随分と経ちますので……手を繫ぐとしか」

「結構可愛らしい提案をするのね。思っていたクレイグ・バーデと違うわ」

　心底楽しげにレティは笑った。そして白く細い手を持ち上げて、手を繫げと促す。

「どんな気分？」

「もしも妻との間に子を生なしていたら、こんな気持ちかと思います。……こんなに大きくなるぐらい月日が経っていたのだと、ようやく実感できました」

　決して短くない月日が経ったことをクレイグは自覚した。

　――なら、可能性はある。







　レティが城に戻って疲れた身体を休めていると、何人か客が訪れた。

　誰もが昨日噴水に落ちたことを心配していて、ノーザルツ公との苦い記き憶おくが甦よみがえりつつも、レティは笑顔で応おう対たいする。

「愛あい想そは振りまいておくものね……」

　ノーザルツ公に非ひがあったのだと信じて疑わない周囲の態度に、日頃の行いは大事だと思い知らされた。あちこちに嚙かみついているノーザルツ公は『たかが一地方の公のくせに』という扱あつかいを受けているらしい。

　でもそれは羨うらやましい。それだけ危き機き感かんを抱かれる改革を推おし進めている証しよう拠こだ。

「レティーツィア姫様、ヴィクトル殿下から伝言です。薔薇園でお会いしませんかと」

　いつもなら忙しいだろうから遠えん慮りよさせてもらうという場面だ。しかし今は作戦会議の口実だと思い、レティは夜の薔薇園に出かけることにした。

「お呼び立てして申し訳ありません。こちらから出向くべきだと思っていたのですが」

「いいえ、人ひと目めにつかないところで二人きりになるのも、ノーザルツ公に疑ってくださいと言うようなものですもの」

　昨日の夕方の薔薇園とはまた違う彩いろどりをここは見せていた。

　明るい月の光と、王宮の窓から降り注ぐ光によって、薔薇の花がぼんやりと浮かび上がる。昼と夕方と夜、それぞれ違った雰囲気を見せる薔薇園。これはいいものを見せてもらったとレティは満足する。

「では作戦会議を、と言いたいところですけど、すみません、ただちょっと姫に会いたかっただけです」

　軽い口調で言うが、ヴィクトルはきっと噂を聞いてレティを心配したのだ。こういうところが、周囲に自然と好意を持たせている。細やかな気遣いは見習うべきところだ。

「妙みような噂が流れているようだけれど、心配しないで。少し交渉に失敗しただけ」

「詳しい内容をお訊きしても？」

「駄目よ、他国の次期国王陛下に話せる内容ではないわ」

　イルストラ国は友好国ではあるが、違う国だ。どの国も自国の利り益えきを優先する。もしかしたら敵対する可能性もないわけではない。

「……貴方は、立派な次期国王で、わたくしは貴方に早く追いつくべき。こういう話よ」

　噂の真相は遠回しに政治的な話が原因だったと教えておく。これでもうヴィクトルは詳しく追つい及きゆうしてこないだろう。その辺りは暗あん黙もくの了解だ。

　ヴィクトルはならと話題を変えた。

「サファイヤのブローチはどこで？　この細さい工くはイルストラのものですよね」

　お世せ辞じにもドレスに似合っているとは言えないサファイヤのブローチ。いつもきちんと合わせてくるレティにしては珍しい。

「これはノーザルツ公から、口止め料としていただいたの。昼間、城下町を歩いていたら出会ってしまって、わたくしがノーザルツ公と呼びそうになってしまったから」

　ヴィクトルはレティの端は折しよった説明でも理解してくれた。

「はは、ノーザルツ公と呼んでしまってもよかったんですよ。こんなもので見み逃のがしてさしあげる姫は、本当に心優しい。私も何か口止めしなければならないことを探そうかな。姫の薬指を飾る指輪をさしあげないと」

「渡す相手が違うわよ」

　恋愛ごっこを仕掛けてくるヴィクトルを、レティはいつも通りかわす。

「貴方が指輪を渡すはずのキルフ帝国の王女との話はどうなっているの？」

　ヴィクトルには既すでに婚約者がいる。時期を見て結婚というところまで進んだが、その時期が一向に来ていない。おかげでヴィクトルはふらふらと、王子生活を満まん喫きつしている。

「さあ、どうでしょうか。キルフは政情不安で、あれから話が進んでいません。おかげで弟のサヴェリオにも先に結婚されてしまいました」

　ヴィクトルの声には、残念だとか惜おしむだとか、そういう感情はない。ただ事実を述べているだけだ。

　王は、国と結婚する。レティもヴィクトルもいずれは王となる身。人間相手の結婚は王としての〝仕事〟なのだと十分に理解している。

「キルフとの話が完全になくなったら、姫との話をもう一度進めてもらうのもいいですね。以前は諦あきらめてしまいましたけど、今回こそは」

「今回も諦めてもらうことになるわ。ソルヴェールとイルストラは大きい国。共同統とう治ちは夢のまた夢ですもの」

　互いに王。その二人が結婚するとなれば、面めん倒どうな現実がつきまとうことになる。

　たとえどれだけ恋い焦こがれても、国に縛しばられたまま結婚はできない。

「……なら、ノーザルツ公との結婚は？」

　探りを入れてきたヴィクトルにレティは苦笑した。確かに次期ソルヴェール国王が誰と結婚するかは、気になるところだろう。

「ノーザルツ公とはないわ。一度向こうから断られているのよ」

「断る？　大国ソルヴェールの第一王女との話を？」

「わたくしは断ってもらってありがたかったわ」

　レティがまだ社交界に出たばかりの頃の話だ。既にキルフ帝国の内政不安定はソルヴェール国内で危き惧ぐされており、緩衝国となるノーザルツとの繫がりを強化しておこうという意図で、婚約の話が浮上した。

　一度はレティも覚かく悟ごをした。決して悪い話ではなかったからだ。だが相手のノーザルツ公はその悪くない話をあっさり蹴けり飛ばした。

（今なら、何を考えていたのかはわかるけれど……）

　当時は少し悩んだものだ。王女として何か躊躇ためらわれる部分があったのかと考えたが、その躊躇われる部分はレティと関係ないものだった。

「……おや、こんなところでいかがなされたか？」

　突然二人の会話に割り込んできた声に、レティもヴィクトルも一気に警けい戒かいした。

「ノーザルツ公……」

　薔薇園は入り組んだ造りになっている。足音を忍しのばせれば、身を隠して近くにいるクレイグやヴィクトルの従じゆう者しや達に気づかれないよう近づくこともできるだろう。

　ノーザルツ公の今回の目的は、ヴィクトルを捜しに来たのか、それともレティを疑って来たのか。レティはすぐに少し前の会話を遡さかのぼって、危険なことを口にしていないか確認する。あの内容なら最初の方から盗み聞きされていたとしても、問題はないはずだ。

「何か大事なお話の最中でしたら申し訳ない」

　全くそう思っていない顔でノーザルツ公はしおらしい言葉を口にする。

「大事な話です。姫が昨日、噴水の水を浴びたと聞いたので、お加減を尋ねていました。傍にいた方が虫に驚いて突き飛ばしたらしいですよ。情けない男もいますね」

　にこにこと笑顔でヴィクトルは皮ひ肉にくを吐はく。

　ノーザルツ公は訂てい正せいしろ！　と言いたそうな顔をレティに見せたが、レティは無視を選んだ。

「では失礼させていただきます。お二人ともごゆっくりとお休みください」

　ヴィクトルはあっさりと引くことを選んだ。しかしノーザルツ公に背を向けて、声に出さず口を動かしてレティに伝える。

『少しだけお願いします』

　ヴィクトルが花嫁役のニコラのところへ戻るまで、時間を少しだけ稼いでほしいという頼みを、レティはにっこりと微笑むことで承知したと告げた。

「あの後、貴方が暑さに参っていないか心配していたけれど、大丈夫そうね」

　本当に心配ならさっさと夕方辺りに侍女に具合を尋ねる使いをやらせればいい話だ。それをしていない時点で、口先だけの心配だとわかる。

「心優しいお言葉を頂き光栄だ」

　心優しい、のところを妙に強く発音された。やはりヴィクトルとの会話を途中から聞いていたらしい。本当に油ゆ断だんできない男だ。

「結婚相手の話をされていたようですな」

「国を背負う者として、大事なことですもの。貴方もそろそろ一番目の妃きさきを迎えられてもよいのではなくて？」

　ノーザルツ公の四人の妻は、正せい妻さいという扱いではない。それぞれ第二妃から第五妃と順位がつけられていた。そして第一妃は空いたまま。後あと継つぎを生なすための本当の意味での正妃は、ノーザルツ公にはまだいない。

（……どうせ、うんざりするほどの高望みをしているのでしょうけれど）

　王位継承権を狙ねらえそうな王家の姫を探しているに違いないとレティは確信を抱いている。頭の中でどこの王家が該がい当とうするか近隣の王族一覧を順番に辿たどっていると、ノーザルツ公はレティのすぐ傍まで近づいてきた。

「私は妻に求めるものが多く、なかなか難しいようです」

　ほらねという言葉を吞み込み、レティは大変ねと微笑んでおく。

「姫、私は賢い女性を好このんでいるのです。この私の隣に立つのですから」

「貴方の四人の奥方を見ていれば、そうだろうとは思うわ」

　綺麗なだけの妃はノーザルツ公にとって物足りないだろう。政治や経済といったものを理解し、己の改革を褒ほめ称たたえる正妻が欲しいのだ。それでいて自分の野心を満たすに値する女性となれば……

「案外鈍にぶくていらっしゃる」

　苦笑され、レティは瞬まばたきを二度繰り返す。何か会話の中で聞き漏もらすようなことがあったかと慌てて記憶を遡ってみる。

　その間にノーザルツ公は薔薇に手を伸ばした。

「姫の前では、この薔薇の美しさも霞かすむ」

　薔薇の茎くきは鋏はさみがないと切ることが難しい。だがノーザルツ公は人差し指と親指だけで容易たやすく花を折り、レティへ差し出す。

「だが引き立て役にはなってくれるようだ」

　薔薇の花がそっと耳の上の髪に挿さし込まれる。間近で香る薔薇の匂いと、花びらが耳をくすぐる感触にレティは混乱した。頭の中を整理するために、無意識に一歩引く。だがその分、ノーザルツ公は一歩進む。

「……綺麗なだけではなく、賢く、そして後に一国を背負う立場。我が妻の理想がこんなに身近にいたと、ヴィクトル殿下と話していらっしゃる姫を見たときに気づいたとは……我ながら遅すぎる」

　薔薇を差し出された意味に、レティはやっと気づけた。

　鈍いと言われたが、こちらはこちらで『今いま更さらすぎる』と叫びたい。

（っの男……！　一度断ったくせにわたくしが女王になると決まった途と端たんに口く説どきに来たなんて！　見上げた根性だけど最低だわ！）

　野心家。ノーザルツ公のことをフリートヘルムはそう言った。

　彼は〝緩衝国ノーザルツ公〟で終わる気などない。だからソルヴェールの第一王女レティーツィアとの結婚話を断った。〝第一王女〟と結婚すればソルヴェール国との繫がりが強化される。ただそれだけだ。

　けれど……〝次期女王〟ならば？　夫となれば、大国ソルヴェールの実じつ権けんを握れるかもしれない。いや握る気なのだ。

「キルフ帝国第四皇子、イルストラ国第四王子、東大陸の皇国の第八皇子、国内ではクラインシュミット侯こう爵しやく嫡ちやく男なん。気になっていらっしゃるようだから、夫候補の名をここで全て挙あげてもよくてよ。終わるまでにうんざりするほど時間がかかるでしょうけれど」

　貴方はその中の一人で、しかももう終わっている話だとはっきり示す。だが険けん悪あくな雰囲気にはならないよう、笑顔を添そえて。

「姫君、その候補者にもう一度名を連つらねてもいい相手がいるのでは？」

　ノーザルツ公から距離を取るためにレティが一歩下がれば、背中にくすぐったい感かん触しよく。

　しまった、と思った瞬間にはもう遅い。ノーザルツ公に気を取られすぎて、薔薇で作られた壁に追い詰められていた。これ以上下がれば薔薇の棘とげがレティを襲おそう。

（……さて、と。騎士の剣で後こう頭とう部ぶを叩くか、首くび筋すじに落として昏こん倒とうさせるか、自分の手で脇わき腹ばらに一撃入れるか――どうしようかしら）

　自分の我が慢まんの限界はここまでだ。

　最も効果的に痛い目に遭あわせる方法を考えていたら――〝彼〟と眼が合った。

（手助け、してくれるとでも？　……そういえば、昨日も不ふ愉ゆ快かいだと示していたわね）

　どうやら自分と同様、彼も我慢の限界らしい。

　ならばとレティはすっと眼を細め、ノーザルツ公に視線を滑すべらせる。たったそれだけの仕草で『やれ』と許可を出した。




　――途と端たん、殺さつ気きが満ちた。




「……っ!?」

　背後のぞっとする気配に、ノーザルツ公はレティを突き飛ばしながら身を離す。

　突き飛ばされたレティは音もなく軽かろやかにステップを踏み、転ぶことはなかった。こうなることを予想していたからできたことだ。

「ノーザルツ公、お戯たわむれもそこまでにしていただきたい」

　ノーザルツ公の背後に忍び寄り、殺気を露あらわにしたのは王立騎士団副団長クレイグ・バーデ。彼にノーザルツ公は強い不快感を表す。牙きばがあれば見せていただろう。

「貴様……！　俺が誰だかわかっての無礼か!?」
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「我が姫君への狼ろう藉ぜきをお止めするのは騎士として当然のこと。見み過すごすことはできません」

　ノーザルツ公は無礼だと言ったが、クレイグは剣を抜いてはいない。ただ殺気を出した。それだけでノーザルツ公をレティから追い払ったのだ。

「クレイグ」

　レティは耳元に飾られた薔薇を手に取り、クレイグへと投げつけた。クレイグは腰の剣を音もなく抜き取り、投げられた薔薇を眼に見えぬ速さで弾はじく。

　その薔薇がノーザルツ公の胸に当たり、地に落ちる頃、再びクレイグの剣は鞘さやの中へと戻っていた。甲かん高だかい音に、ノーザルツ公ははっと我に返る。

「我が姫君に相応しいのは薔薇ではなく、王おう冠かんでしょう。……それでは失礼いたします」

　レティはクレイグの腕に自分の腕を絡からめ、歩き出す。ノーザルツ公とすれ違う際にご機嫌ようと別れの挨あい拶さつをし、勝ち誇った笑みを見せた。




　ノーザルツ公の視界を外れてから、レティはクレイグに絡めていた腕を離した。

「いい腕ね、気に入ったわ」

　満足そうなレティの声に、クレイグはいえ、と苦笑する。

「少々やりすぎました」

「あの男にはやりすぎたぐらいでいいのよ。わたくしのこと、少し持ち上げれば口説けると思い込んでいるもの」

　あれだけ昼間は険けん悪あくな雰囲気だったのに、レティを妻にすることが得だと気づいたらすぐに態度を変えてきた。よくやるなといっそ感心する

（それぐらいでないと、改革家にはなれない……かもしれないわね）

　今後どうするかは、もう一度考えよう。ノーザルツ公との結婚話は、確かに悪くない話だ。だからこそ過去に一度浮上したのだから。

「これからはノーザルツ公との二人きりをなるべく避さけるわ。貴方はできるだけわたくしの傍に……って、その方がノーザルツ公にとって自然だったわね」

　ノーザルツ公に誤解をさせたクレイグとの愛人関係は継続中。どこかの誰かではないが、ついうっかり忘れそうになる。

「ノーザルツ公のような方には、期待を持たせずはっきりとお断りするのがよろしいかと」

「今後はそうするわ。もうわたくしには可憐な姫君の演技は必要ない」

　レティは歩幅を少し広く取り、クレイグの数歩先に出る。

「そろそろそういう評価を変える時期に来たの。周囲に手強い未来のソルヴェール君主だと認めさせる。貴方は、わたくしを知って評価を変えてくれたかしら？　〝おこぼれ姫〟を見直せる程度には点を稼かせいだつもりだけれど」

　くるりと振り返ったレティは全てお見通しだと言わんばかりの眼をしている。

　流石のクレイグももう白しらを切り通すつもりはなく、降こう参さんですと軽く手を挙げた。

「――何な故ぜ王都で〝おこぼれ姫〟と呼ばれておいでか、私には理解しかねます」

「今まではそう振る舞っていたからよ。綺麗で優しいだけ、王女としては立りつ派ぱ。……でも、もう〝おこぼれ姫〟ではいられないの。わたくしは王になるから」

　強い決意を秘めた眼。それはかつての主君と同じものに見えた。

　この方はきっと良き王になる。クレイグにそう確信を抱かせる。

「……試験は一時中止といたしましょう。今はソルヴェール国のために、対ノーザルツ公に集中しなければなりません」

「貴方に協力してもらえるなら、なんでもできそうな気がするわね」

　ふふ、とレティは微笑む。

「もっと早く申し出るべきでした。目の前のことに囚とらわれ、大たい局きよくを見失うのは私の悪い癖くせです。……もう大人おとなになったと、思っていたのですが」

「そう？　貴方は十分大人よ」

「いえ、私は年齢のことではなくて……」

「わたくしは、貴方が試験官役を断らなかったことに驚いた。きっと陛下も同じことを思っていたはずよ。断られるとわかっていて、それでも話を持ちかけたのに」

　だがクレイグは、ヨハネスの説得もあってだろうが、因いん縁ねんの相手の依頼を引き受けた。

「――それは大人になったからではなく、きっと時間が経ったからでしょう。……イルストラに来てから、益ます々ますあの頃が遠く感じられるようになりました」

　クレイグが頑かたくなに踏ふみ出さなかった第一歩。しかし踏み出してしまえば、後は簡単に前に進んでいく。何気なく振り返れば、ああ過去だったのかと今更思えるようになった。

「殿下に振り回され、少し気が紛まぎれたのかもしれません」

「あら、言うようになったわね」

　レティとクレイグの距離が一歩近づいた。冗じよう談だんを交わす程度には打ち解とけてきたようだ。

「――協力ついでに、一つお願いがあるの。騎士団に一人、わたくしのナイツオブラウンドに欲しい騎士がいるわ。この結婚式が終わったら頂いてもいいかしら？」

「それは私ではなく、騎士団長へとお願いすべきことでは？」

「ヨハネスにはもう話を通してある。でも貴方にも許可を取るのが筋すじでしょう？」

　騎士団長と副騎士団長にまず話を通す。レティの律りち儀ぎさに、クレイグは頷いた。

「王女殿下のナイツオブラウンドに望まれるとあれば、それは名めい誉よあること。喜んで送り出しましょう」

「本当に誰でも構わなくて？」

「二に言ごんはありません。お好きにどうぞ」

　部屋まで送ってもらい、レティはお休みなさいと告げる。寝室に入り一人になってから、ずっと堪こらえていた笑みがようやく零こぼれた。

「言げん質ちを取られるような真ま似ねをすべきではなかったわね、クレイグ・バーデ」

　後で泣いてもわたくしは知らなくてよ、と完全に悪役の台詞を吐いた。





◆◆◆






　レティは王達の会議の間にやってきた。〝男〟に関して訊きたいことがあれば、いつもならデュークに意見を求めるのだが、今は不在。仕方なく他の男――つまりは歴代の騎士王の生まれ変わり達に訊いてみることにしたのだ。

「男って心の傷をどれくらい引きずるものなのかしら」

　レティの頭の中にはクレイグのことがあった。

　主君と袂たもとを分かち、だが長い年月を経へたことによって当時の怒りは薄れたようだ。当人はかつてのことをどれくらい気にしているのだろう。

　あと数歩の距離だとは思うが、見誤ったら折せつ角かくの『派手な演出計画』が台無しになる。

「心の、傷……」

　レティの言葉に、その場にいた王二人は遠い目をした。心の傷と言われて、男が思いつくのは主しゆ従じゆう関係ではなかったのである。

「……一生、だろうね。特に生しよう涯がいを共にと誓い合った相手ならば」

「……一生っすね。特に結婚式までしちゃった人なら」

　今夜、王達の会議の間にいたのは内ない政せい王おうカールハインツと失しつ恋れん王おうルートガー。共に女性に関して苦にがい思い出がある王達だ。

　レティは一気に重たくなった空気にしまったと反省する。

　主従関係のこじれが己おのれの死に至いたる獅し子し王おうアレクサンデルや、主従と言えるかわからないが、己おのれが仕つかえるはずだった王太子に裏切られた隻せき腕わん王おうオスヴァルトがいないときを選んだつもりだったのに。

「……非常に申し訳ないけれど、女性関係ではなくて、男性関係の話よ」

　言い回しが微び妙みようになったが、きちんと意図は通じたらしい。

「あ、そっち？　友人とか主従ってこと？」

「そう。主君に裏切られたときに受ける傷の話」

「でもオレ達は王だしなー。臣しん下かの気持ちを理解すんのは難しいね」

　ルートガーはうーんと唸うなった。

「臣下の気持ちを理解してもいいが、それに囚われてはいけないよ。私達は王なのだから、臣下になってはいけない」

「……名君の言うことは難しいわ」

　カールハインツはそうかな？　と穏やかに言う。

「レティーツィア女王もオレからしたら名君だけどねー」

　レティの治ち世せいを歴史として知っているルートガーの言葉は、ある程度信じられる。だがこの男はソルヴェール出身ではないので、本当にある程度までだが。

「一応ありがとう。今のところは年上趣味で昼間から愛人を侍はべらしてる姫だけれど」

「え？　え!?　何それ！　オレも侍らしてください！」

「年上趣味といったでしょう。貴方があと何百年か早く生まれてきたら考えてもいいわ」

「えー無理言わないでくださいよ。ちぇ、じゃーオレ帰ります。新しい恋見つけないと」

　彼は相変わらず振られて落ち込んだときにしか来ないらしい。

　またねと姿を消した失恋王ルートガーは、王というよりも恋を追いかけているただの青年としか思えなかった。

「彼が、世界を変える王とは想像もつかないな。おとぎ話を聞いている気分だ」

　レティと同じ気持ちになったのだろう。カールハインツは本から顔を上げ、苦笑する。

「貴方は未来を訊かない主義だと思っていたけれど」

「自分のことと、レティーツィア女王に関してはね。曾ひ孫まごはさすがに手の届く〝いつか〟だ。だがルートガー王までいくともうおとぎ話だよ」

「……そうね」

　自分が隻腕王のことをつい気にしてしまうように、近い未来は未来ではない。手の届くいつかだ。

「何を聞いたの？」

「さらに後世の王が暗あん唱しようさせられる詩だ。面白くてね、つい覚えてしまった」

　カールハインツは本を閉じ、机に置く。

「彼かの王は、雨と共に戦場を駆け抜けた――……」

　その詩は一度聞いただけで覚えることができる、妙に印象に残る詩だった。





◆◆◆






「……彼の王は、雨と共に戦場を駆け抜けた」

　夜中、雨の音が聞こえた気がしてレティは目を覚ました。しかし雨と思った音は、風に揺れる庭園の木々のざわめきだったようだ。

　その雨にも似た音に耳を澄すましていると、王達の会議の間で聞いた言葉が不意に口から出てきた。しかし駄目ねと自分へ言う。

「こんな乾いたところであの詩を口ずさんでも、情じよう緒ちよがないわ」

　もっと雨が降って、静かな日に。あの詩はそういうものだ。一つ楽しみができたと上機嫌でレティは再び眼を閉じた。







　レティ達がノーザルツ公に手を焼いている間、デュークはシャルロッテの足取りを順調に追うことができた。そろそろシャルロッテ達に追いつきそうだ。

「お前が口から出任せしたあの話、どうやら本当っぽいな」

　デュークは同どう僚りようの一人にやれやれと言いたそうに言われ、頷く。

　若い駆け落ち夫婦についての情報を追えば追うほど、デューク達の表情は曇くもった。

　以前、デュークがシャルロッテの情報を得るためについた噓うそ『夫の方は結婚詐さ欺ぎ師し』が、実は本当ではないかという状況になってきている。若わか妻づまの高価な所持品を質屋に入れた際、金の配分の話をしていたのを聞いたという人が現れたのだ。

「それが本当なら厄やつ介かいだぞ。シャルロッテ姫を連れ戻してはい終わり、で終わらせてくれない。イルストラとソルヴェールを巻き込んで、大がかりな捜査になりそうだ」

　デュークの優先順位は、シャルロッテ姫を連れ帰ること。次に無事に結婚式を終えること。そして……レティの『やりたいこと』を済ますこと。

　そこにいきなりねじ込まれた『結婚詐欺集団の逮たい捕ほ』はどの辺りに位置するのか。

「サヴェリオ殿下の『姫は騙だまされているだけだ！』がまさか真実だったとはねぇ。デューク、次はどこまで馬を走らせる？」

　同どう僚りように訊かれ、デュークはここからだと……とシャルロッテの足取りを考える。

「次の大きな街で質屋に声をかけてみよう。もしかしたらまたシャルロッテ姫の持ち物を売っているかもしれない。それに一度王女殿下や副団長にこのことを伝える手紙を出しておきたいしな。暗号文で出せば、他人の手に委ゆだねても大丈夫だろう」

　デューク達ソルヴェールの一行は活気づく大きな街へと移動する。そこでは思わぬ遭そう遇ぐうを二度果たすこととなる。まずはノーザルツの一行だった。

「おい、ノーザルツの連中だ」

　街に入れば同僚の一人が低い声で告げる。デューク達ソルヴェールの王立騎士三人は慌てて路ろ地じ裏うらに入り、その様子を窺うかがった。

　ノーザルツの一行はデューク達同様、若い駆け落ち夫婦を見なかったかと尋ね歩いている。今のところは空から振ぶりのようで、次はどの街へ行くかと相談し始めていた。

「どういうことだ？　ノーザルツもまさか〝捜している〟のか？　シャルロッテ姫達はノーザルツ公にかくまってもらうためにノーザルツへ行くんじゃなかったのか？」

　その様子を見ていたデュークは、ノーザルツの動きに違和感を覚えた。

　シャルロッテ姫の駆け落ち相手はノーザルツ公の関係者で、だからノーザルツ公は事情を知っているのだろうとレティは予測していた。

　ならばその事情を知っているノーザルツ側がシャルロッテ姫を捜しているのはおかしい。自国で待てば勝手にシャルロッテ達が頼ってくるはずなのに。

　この間抱いた疑問は、もう疑問ではなく、確信になってしまった。

「ノーザルツ公はシャルロッテ姫と本当に『すれ違った』だけで『シャルロッテ姫が詐欺集団に騙されて連れて行かれた』ことを知らないとしたら？」

　つまり、まだノーザルツに先さき駆がけてシャルロッテ姫の身柄確保ができる。

　出し抜くために急ぐぞとなったところで、デューク達は路地裏から大通りに出た。その瞬間、長身のデュークは一人の青年とぶつかる。

「大丈夫ですか……って」

　よろけた相手にデュークが声をかければ、彼はヴィクトルと同じ顔をしていた。

　驚いたデュークは何故ヴィクトル殿下が……と考えて少し顔立ちが違うことに気がついた。この青年はヴィクトル殿下ではなくて……

「サヴェリオ殿下!?」

「……君達は、ソルヴェールの王立騎士か？　シャルロッテ姫を捜しているのか!?　見つかったか!?」

　興奮するサヴェリオをデューク達は宥なだめ、まだ捜している途と中ちゆうだと告つげた。おそらく近いうちに見つかるから、先にイルストラの王城に戻ってほしいと頼む。

「私もシャルロッテ姫を捜す！　姫がいなければ王城に戻る気はない！」

　結局、サヴェリオの熱ねつ意いにデューク達は折れた。王立騎士の一人は今まで得た情報やサヴェリオを保護したとレティに伝えるために急ぎイルストラの王城へ戻る。

　そしてデュークと、サヴェリオと、もう一人の王立騎士の三人で再びシャルロッテ捜そう索さくを開始した。あと一日馬を飛ばせば、もしかしたらシャルロッテを捉まえられるかもしれない。そこまで来ている。

（随分と場所がノーザルツ寄りになってきた。地の利も、数の利も、向こうにある。無事にシャルロッテ姫を保護できたとしても……その後、無理矢理奪われるかもしれない）

　こちらにはサヴェリオがいる。王子を守りながら姫を奪い返し更に守りきるとなると、この人数では厳しい。

「金髪で紫色の眼をした若い女性を、誰でもいいから探してきてくれ」

　一芝居打つかとデュークは決め、同僚に指示を出した。










　結婚式四日前、レティがイルストラ第一王子ヴィクトルからの伝言を受け取ったのは夕方だった。

　呼び出された大聖堂にレティがクレイグを連れて出向けば、ステンドグラスを通した夕日が幻げん想そう的てきな模様を床に描いている。

　中にはウェディングドレスを着たニコラと、侍女とメイド。そしてヴィクトルがいる。

「お呼び立てして申し訳ありません。今は式の際の動きの確認中でした」

「当日、花嫁の身代わりをするのはニコラのはずだけれど？」

　レティはソルヴェール国第一王女として列席すると打ち合わせで決まっていた。なのに何故、結婚式の花嫁の予行に参加しなければならないのだろうか。

「それが……ここに来て、想定外のことが起こりました」

　赤い絨じゆう毯たんの上で、ニコラが侍女達に支えられている。何をしているのだろうかと見守っているレティの前でニコラがよろけて思わず声を上げそうになった。

「っ……、そう、大だい体たい言いたいことは理解できたわ」

「お察さつしがよくて助かります。ところで、今夜お茶でもいかがですか？」

「貴方のそういう諦あきらめの悪いところ、いっそ感心するわ」

　花嫁衣装を着たニコラは、そのドレスの裾の長さやたっぷりとしたスカート部分に足を取られ、三歩進めば倒れそうになるといった状態だった。

　あー……とレティもため息が出る。見た目とソルヴェール語が話せることを最優先して身代わり役にニコラを抜ばつ擢てきしたのだが、商人の娘だったことが仇あだになった。ドレスでの歩き方が、身に着いていないのだ。

「練習をして、どうにか今はふらつきながら三歩進めるといった具合です」

「これはまずいわね。シャルロッテなら当たり前のように歩けるわ。誰がどう見ても、身代わり役に見えてしまう」

「はい。それでそういう心得などあれば、是ぜ非ひ教えていただきたく思いまして……」

「できる限りは教えておくわ。……でも結婚式まであと三日、相当練習をさせないと、客人の前で恥はじをかくわよ」

　レティはニコラの傍まで行き、そのドレスを眺めた。

「ニコラ、こういうドレスで歩くのはとても大変だけれど、逆に考えて」

　どんなに重たいドレスを着ても、レティは優ゆう雅がに歩ける。それは小さい頃からの当たり前の動きということもあるが、一つだけ意識して行っていることは確かにあった。

「ドレスの中は、外から見えないの」

　レティが背せ筋すじを伸ばし、デュークの歩く速度に合わせて歩いて行けるのは、ドレスの中でそれはもう雄お々おしく足を動かしているからだ。どれだけ大きく素早く足を動かしても、外からは見えない。それでいて澄ました顔で歩くのが、淑しゆく女じよというものである。

「この形のドレスは普通に歩いたら前の部分が足に絡まる。だから歩くときはスカートを中から蹴飛ばしなさい。それに耐たえることができるように作ってあるわよ」

「蹴飛ばす……ですか」

「そう。そういう気持ちで今度は歩いてみて」

　よろよろするニコラはえいっと足を蹴飛ばすつもりで一歩踏み出す。だが何枚も絹きぬ地じを重ねて作ったウェディングドレスと中のペチコートは、軽く蹴飛ばされたぐらいではびくともしなかった。

「どう？」

「あ、絡まりにくい、です」

　あとはいかに蹴飛ばしつつも優雅そうに歩くかどうか。その辺りはもうひたすら練習しかないだろう。

（『優雅に見えるかどうか』の判定は侍女でもできるわ。ノーザルツ公の眼に入らないうちに、この大聖堂を早く出て行って……）

　あの男は目め敏ざとい。ここで予行をしていると嗅かぎつけたら嬉き々きとして駆けつける。

　更にこの場にレティがいることを知ったら、シャルロッテの身代わり花嫁の件に荷か担たんしていることが明らかになってしまう。それはどうしても避さけたい。

　帰りましょうとクレイグに言おうとしたところで、大聖堂の大扉の向こうが騒がしいことに気づいた。その騒がしさの中に知った声があるような気がする。




「失礼する！」




　やっぱり来たかとレティはクレイグと共にすぐ大聖堂の柱の陰へと移動した。

「ノーザルツ公！　今ここは立入禁止のはずです！」

　すぐにヴィクトルが前に出て、ニコラの姿をできる限りノーザルツ公の視界に入れないようにする。その間に侍女達は慌ててニコラにヴェールを被せ、顔を見えないようにした。

「こちらこそ文句を言わせていただきたい。私がここに来たのは枢すう機き卿きよう猊げい下かに頼まれたからだと何度も言っているのに、大聖堂の扉の前に立つ兵はいつまでも『お通しできません』の繰くり返し。何か後ろめたいことでも？」

「それは失礼なことをしました。枢機卿猊下のご用件とはどういったものでしょうか？」

「姫君のサムシングフォーの用意はお済みですか？　と」

　結婚式の慣習の一つ、サムシングフォー。

　何か一つ古いもの、何か一つ新しいもの、何か一つ借りたもの、何か一つ青いもの。この四つを身につけると幸せになれるという言い伝えである。

　一般的には、古いものに母親や祖そ母ぼの指輪等を。

　新しいものに白い手袋やヴェールを。

　借りたものに幸せな結婚生活を送る友人の白いハンカチを。

　そしてどこかに青いリボンを。大たい抵ていはブーケをまとめるリボンに青色を使う。

「まさかこの時期に揃そろっていないということはないでしょう」

「……ええ、それはもちろんです」

「どのようなものをご用意で？　見せていただいてよろしいか？　古いもの、は大抵母君の指輪だと聞きました。指輪を聖せい水すいで清めておきたいと猊下から頼まれましたので」

　途と端たん、侍女がどうしたらと困り果てた目で隠れたレティを見る。それだけでまさかとレティは気がついた。

（シャルロッテが、指輪を身につけたまま駆け落ちした……!?）

　新しいハンカチや青いもの、白いものはなんとかなるだろう。だが古いもの――慣習で『母や祖母の名が刻まれた指輪』はこのイルストラではすぐに用意できない。

（いえ、それらしいものを用意させることはできるはず。でも今この場には……!!）

　どうやって切り抜けよう、レティは必死に考える。適当なことを言ってあしらえる相手ではない。

「どうなされた？　まさか、母君の指輪をソルヴェールに置いてきたとでも？」

「いえ、それは……」

　シャルロッテ付きの侍女がノーザルツ公に詰め寄られる。思わず出て行こうとするレティを引き留めたのは、クレイグの手だった。

　クレイグは人差し指をそっと口元へ持って行き、黙って見ていてくれと頼む。そして静かにノーザルツ公へと近づいて行った。

「ノーザルツ公、私がお預かりしております。手袋の試着もあり、つけたり外したりしているうちに、指輪をなくしてしまっては困ると姫様がおっしゃっていたので」

　クレイグの手には白いハンカチ。一見持っているように見えるが、演技かもしれないとノーザルツ公は疑った。

「クレイグ・バーデか。ではその指輪を見せてもらおうか？」

　黙って頷いたクレイグはハンカチを開き、少しくすんだ女性用の銀の指輪が確かにあることを示す。

「シャルロッテ姫の母君の名前が彫ほってあります。ご存じでいらっしゃいますか？」

　ノーザルツ公は指輪を取り上げ、その名を確認する。上手くやったなといいたそうな顔でクレイグを睨にらみつけた。

「貴殿の王女殿下は、このことをご存じか？」

「私は個人的にシャルロッテ姫のご両親と交友関係がございます」

「それを素直に信じるほど私は愚かではない。……姫君に伝えておけ、どちらにつくか今一度考え直せとな」

　ノーザルツ公は指輪は借りて行くと言い、そのまま踵きびすを返して大聖堂を出て行く。

　その背を柱の陰からレティは眺め、ため息を一つついた。

（今度はごまかされてはくれなかったわね……）

　レティの騎士として動いていたクレイグが、今この場にいるのはおかしい。当然主君であるレティの差さし金がねだと思うだろう。

（でもなんとか切り抜けることができた。……気づかれた以上は仕方ない。腹をくくってノーザルツ公と全面対決よ）

　気合を入れ、ノーザルツ公が大聖堂から完全に出て行ったのを確認し、レティは柱の陰から身を現す。

「クレイグ、今のは本当に助かったわ。まさかシャルロッテが指輪を持って行ってしまったなんて考えてもいなかったもの」

「いえ、偶然です。……しかし王女殿下がシャルロッテ姫の身代わりに荷担していることに気づかれてしまいました。申し訳ありません」

「そのことは構わない。それより、指輪の件は本当に申し訳ないわ。貴方に関係のないシャルロッテの指か、もしくはニコラの指に嵌はめさせるなんて」

　レティはクレイグの差し出した少し古びた指輪の正体にすぐ気づいた。

　シャルロッテの母と名が同じ。それは――……

「亡くなられた奥様の指輪、申し訳ないけれど式が終わるまでお借りしてもいいかしら？　ノーザルツ公に見られた以上、これが『古いもの』でなければならないから」

「お役に立てるならば光栄です。……殿下のおかげで、とっさに機き転てんが利きました」

「わたくしの？」

「つい最近まで、指輪を持っていたことすら意識していませんでした。取り出せたのは、殿下に妻のことを思い出させていただいたおかげです」

「……そう。きっと礼を言われるようなことではなかったと、わたくしは思うけれど」

　クレイグの許可を取ったレティは、ヴィクトルにそのことを伝える。事情を聞いたヴィクトルは丁てい寧ねいにありがとうございますと礼を言った。







　レティはクレイグを連れて赤く染まり始めた王宮の庭を歩く。少し庭の花を楽しんでから部屋に帰ろうと、レティは遠回りの道を選んだ。

「私の妻の名をよくご存じでしたな」

　花を見ながらゆっくりと歩けば、背後のクレイグが静かに話しかけてきた。

「貴族の家族構成はほぼ完璧に覚えているわ。貴方の兄の名やその妻の名、甥おいや姪めいの名も全部言ってさしあげてもよろしくてよ」

　王族として当然その程度の知識は詰め込まれている。

　クレイグはレティを通して、誰かを思い浮かべているような眼を見せた。

「……陛下もそうでした。一度見聞きしたものは、絶対に忘れなかった」

　国王とクレイグ・バーデはかつて決別した。クレイグは二度と王都に足を踏み入れることなく、最前線へと留とどまり続けた。その話だけでも、相当な確かく執しつがあったのだろうと誰でも想像できる。

　そのクレイグが、自ら陛下と口に出したのは、本当に何十年ぶりのことだった。

「……王族というものを、理解しがたい？」

　無理もないわねとレティはごく自然に言う。父に三人の妻がいるなんて状況、当たり前に受け止める自分の方が異常だ。

「いいえ、理解できるようになりました。理解したくないのだと言えるほど、もう私は若くありません」

　クレイグの声には懺ざん悔げの響きがある。

「過去を悔くやんでいるの？」

「どうでしょうか。……もう一度あのときをやり直せるなら、もう一度やり直しに行く。でも若い私はきっと何度でも同じことをするでしょう。人の命を見捨てる判断を、どうしても許きよ容ようできない」

　あの戦いにおいて、国王が選んだ策さく。クレイグの冷静な部分はそのことを正しいと言い、感情の部分が間違っていると言う。

「年を取り、上の立場になってようやく、私も同じ判断しかできないことに気がつきました。今はもう陛下を批ひ判はんできる人間ではありません」

　前だけを見る若さを失った。視野が広がったと言えば良いことのように聞こえるが、それはもう真っ直ぐな心をなくしたということでもある。

「若き未来の王、どうか貴方のお答えを教えてください。貴女ならば、あのときどのような判断を下しますか？」

　大国との全面対決が控ひかえている、緊きん迫ぱくした戦せん況きよう。村と小隊を助けるために、幾いくらかの戦力を割さくのか。それとも大たい局きよくを考え、村と小隊を見捨てるのか。

　クレイグはレティの答えを求める。

「それは試験の点に関係する質問かしら？」

「いいえ、これは……本当に個人的な質問です。私がただ、辿たどり着きたかったところへ繫つながる道を探しているだけです」

　もう一度考える機会を得た。『今』だからこそできることだ。

「今更の質問だとお思いでしょう。……私は決して高潔な人間ではありません。これだけの月日を浪費しなければ、今更の質問すらもできなかったのです」

　振り返ることで、あのことを後悔するかもしれないと恐れ続けていた。

「私が本当に高潔の騎士ならば、助けられなかったことへの怒りを、あの方に向けたりはしない。ひたすら己の力のなさを責めたでしょう」

　自分は一番身勝手で醜い人間なのだとクレイグはレティに告げる。

「私と部下数人だけでは、助けに行っても無駄死にする。だからもう少し戦力がほしい。―あの方ならこの気持ちをわかってくれると、力を貸すから行けと言ってくれると勝手に信じていました。そして勝手に裏切られたと怒りました」

　怒りのまま手を振り払い、そして二度と顔を見ることはしなかった。

　クレイグは今なら当時の己がどれだけ幼かったのか、若かったのか、痛いほどわかる。

「なら貴方はどうして王立騎士団を辞めなかったの？」

　レティの静かな言葉に、クレイグは伏せていた顔を上げた。

「貴方はお父様に怒り、二度と関わりたくないと王立騎士団を辞め、領地で静かに暮らすこともできたはず。なのに常に最前線に立ち続けたのは何故？　……貴方の中に、償つぐないの気持ちや、もう一度悲劇を起こしたくないという願いがあったからではなくて？」

　当てつけも多少は交じっているだろう。だがクレイグは〝本当の騎士〟であることを誰よりも望み、そうありたいと思って騎士団に残ったのだとレティは思っている。

「ねぇクレイグ、お父様はあの頃、即位の準備を始めていた。既に心は〝王〟だったはず。貴方に責められても、わかってくれと言い訳一つしなかったのは、責められて当然だと思っていたからよ」

「……当然？」

「ええ、王とは全てを背負う。『お前の重荷を背負ってやる』と言うことはしない。当たり前すぎて、そんな言葉を考えたことすらない」

　もしその言葉が父から出たら、クレイグと決別することはなかっただろうか。

　レティにはその答えが出せない。出せるのはただ一つ……

「わたくしもそんな王でありたい」

　―――それが自分のあるべき姿だ。

　既に国を背負う覚悟を定めているレティの姿に、クレイグは引きつけられる。己も未来を見なければならないのだと、やっと心を決めることができた。

「……殿下に思い出させていただいた妻の指輪のおかげで、色々なことと向き合うきっかけができました」

　妻の形見、だから持ち歩いていた。ただそれだけ。怒りに心を占しめられ、妻の顔を思い出すことはなかった。いつだって思い出すのは、元主君の眼。

「殿下を無事王都にお送りしたら、まずは妻の墓参りに行こうと思います。今更ですが、ゆっくりとその死に、これからは向き合っていこうかと」

「……王立騎士団を辞めるつもり？」

「あのときの怒りはもう私にありません。……今残っているのは、ただ夢に破れたという事実のみ」

　夕日は、クレイグの姿を紅あかく染めていく。でもそれは血の色でも怒りの色でもなく、とても優しい色だった。

「王女殿下、ソルヴェールの少年の夢は、ただ一つ」

　フリートヘルムも、グイードも、幼い頃見た夢。それは……




「――私はナイツオブラウンドになりたかった」




　その言葉に、未み練れんの響きはなかった。確かにあった未来を己の手で捨て去ったことを、クレイグは後悔していない。でもあの頃抱いていた気持ちは、確かにまだ己の中にある。それはもう〝懐かしい〟と呼べるものだった。

　二人は言葉なく見つめ合う。その静けさを破ったのは王立騎士の叫び声だった。

「王女殿下！　副団長！」

　急ぎのようだと明らかにわかる声で呼ばれ、二人ははっと振り返る。

　いつまでも帰って来ないレティとクレイグを捜していた王立騎士が、二人をようやく見つけ、託されていた手紙を渡す。

　手紙の宛あて先さきはレティとクレイグの連名。差出人の名前はなかったが、レティは筆ひつ跡せきだけでデュークとわかった。

「向こうで何か動きがあったのかもしれないわね」

　手紙を開封すれば、意味不明の文字がずらりと並んでいる。これは騎士団で使う暗号文だ。万が一他国の――ノーザルツ国の手に渡っても、何が書いてあるか解読できない。

「……へぇ、そうだったの」

　それをクレイグの手を借りることなく、レティは解読した。驚くクレイグにレティはどうぞと手紙を渡す。

「毎年変わる暗号文、仲のいいチェス友達に必ず読み方を教えてもらっているの。これぐらいなら一人でも読めるわ」

「騎士団の情報管理体制を考え直さねばなりませんな」

　クレイグは全くと呆れたように言う。レティの情報源はデュークか、それとも見み目め麗うるわしさによろめいた若い騎士か、そのどちらかだろうと思った。しかし情報源はもっと上層――というか一番上、騎士団長ヨハネスである。

「手紙によると、これからが勝負みたいね。……こちらも、負けてはいられないわ」

　ノーザルツ公の顔を思い出し、屈くつ辱じよくに歪ゆがませてやると決意を固めた。







「銀の指輪、しかも名前入り。……クレイグ・バーデの身内の形見というところか」

　レティ達がデュークの手紙を読んでいるとき、一方のノーザルツ公は指で摘つまんだ指輪を目の前にかざしていた。

「偶ぐう然ぜんとは恐ろしいな。これが決め手だと思っていたのだが……」

　どうしてシャルロッテの『古いもの』が指輪であり、それが今ここにないと知っていたのか。それはノーザルツ公が見たからだ。

　イルストラへの道中、ぬかるみに嵌はまり、往おう生じようしている馬車に行き合った。

　若い夫婦のうち、古びた銀の指輪をつけている妻の方は明らかに上流層とわかる女性。そして夫の方は、顔はいいが立ち居振る舞いが精せい々ぜい中流層だ。夫が妻を『姫』と言いかけ、『シャルロッテ』と言い直したところで、これは身分違いの駆け落ちだなとノーザルツ公は気づいた。

　その時点では特に何も思わなかった。苦労するだろうに、と少し憐あわれんだだけだ。そのまま何をすることもなく、イルストラ国へ到着したのだが。

「……妙に隠し立てするから、この俺が気づいたんだぞ」

　一応ソルヴェールの友好国の代表として来た以上、花嫁のシャルロッテに挨拶ぐらいはしておかなければならない。わざわざ出向けば、今は忙しいと断られる。しかし……と粘ねばっても、忙しいの一点張り。

　そこで道中に見た『シャルロッテ姫』を思い出す。すぐに何が起こったのかノーザルツ公は理解し、部下に証しよう拠こを摑つかむよう指示し、その動きを隠すためにせっせと嫌がらせに励はげんだのだ。

「アウグスト様！　急ぎの手紙が届きました！」

　従者が差し出した赤い封ふう蠟ろうの手紙をノーザルツ公は開く。

　内容は『シャルロッテ姫を発見、保護した』というもの。ぎりぎり結婚式の日までに連れて来ることができるとも記されていた。

「どこへ行ったか見当もつかぬようでは、俺より先に見つけることなど不可能だ」

　イルストラ国はシャルロッテがどんな男と駆け落ちしたのか、どこへ向かっているのか、わからないままに捜そう索さくしている。こちらはノーザルツ公国へ向かう街道で見かけた。ならばどういう経路を辿たどるのか、ある程度予想できる。

「レティーツィア姫、貴様はどうする？」

　美しい、そして賢さを秘めた未来のソルヴェール女王。

　いつか必ずその座を奪い取ると、悪役としかいいようのない嘲笑みをノーザルツ公は浮かべた。







　　　　第五章　そして幸せな結末へ




　今夜は結婚式前日を祝う夜会が催される。式当日ほどの規き模ぼではないが、主役がいないからこそ、ある意味『外交』に専念できる時間でもあった。

　レティはクレイグを連れ、社交の場へと乗り込む。今回は難しい交こう渉しようは一切ない。にこにこ笑って愛あい想そを振りまくだけの仕事だ。楽な仕事だからこそ、今のうちに人脈作りに励はげんでおきたい。

　まずはイルストラ国王夫妻への挨拶から。事情を知っている二人は何か言いたそうだったが、レティは笑顔で明日を素晴しい日にしましょうとだけ言った。これだけでこちらの気持ちは通じるだろう。

　次にイルストラ国の王族や、他国へ婿に行った第二王子と何食わぬ顔をして談笑する。

　それから招かれている賓ひん客かくとの駆け引きの時間だ。自ら積極的に話しかけ、知り合いの知り合いを紹介してもらい、次のソルヴェールの国王だと宣伝して回った。しかし、やたらと効こう率りつが悪い。

「レティーツィア姫、ノーザルツ公が言い寄ってきているとか……」

「あの話は本当？　たかが一地方の領主程度、身の程をわきまえるべきだわ」

「病気になられた従じゆう者しやが多いとお聞きしました。よろしければ護ご衛えいをお貸ししますよ」

　旬しゆんの話題の中心であるレティは、ノーザルツ公の悪あく行ぎようを微ほほ笑えんで許すという演技を繰り返す。その話を一段落させてから、そういえば……と本題に切り込んでいかなければならなかった。

「どう？　久しぶりの社交界は」

　一通り話し終えた後、レティは壁際に場所を移し、ずっと傍そばについてくれていたクレイグに今夜の感想を尋たずねてみる。

「……目が回りそうです。すっかり剣を握にぎることに慣なれきってしまいました」

　クレイグは伯はく爵しやく家出身。かつてはこういう場に顔を出していたが、あの日以来王都に戻ることがなくなり、華はなやかな場から遠ざかっていた。

「自分だけがこの場から浮いているような心地がします」

「同じことをわたくしの騎士も言っていたわ。それでもすぐ慣れたから、貴方もすぐにそれらしく振る舞うことができるようになるはずよ」

　ホールのあちこちから聞こえる囁ささやき声、そして作った笑顔。

　クレイグにとって全てが現実離れしていて、世界がぼんやりとしている。

「……殿でん下か」

　しかしその中に唯ゆい一いつはっきりとしている現実がいた。

　輝く銀色に鮮せん烈れつな赤味の強い紫むらさき色の眼。強烈な色彩の銀ぎん狼ろう公こうは何かを探している。

「ノーザルツ公が……」

「どこ？　……すぐ見つかる派は手でさは便利ね。捜しているのはヴィクトル殿下かしら」

　だがノーザルツ公はヴィクトルの姿を捉とらえた後、静かに動き始めた。

　見張り役がいない隙すきに、ニコラに会いに行くつもりなのだ。

「わたくしが引き留とめるから、貴方はヴィクトル殿下に注意を促うながして」

「ですが、殿下とノーザルツ公を二人にするわけにはいきません。私がノーザルツ公の相手をして参ります」

「貴様ごときに、と言われて終わりよ。大丈夫、ノーザルツ公はこんな敵ばかりの中で変な真ま似ねをするような愚おろかな人ではないから」

　そこからの行動は早い。レティは人と人の間を滑すべるように動き、ノーザルツ公の前へと出た。にっこりと笑いかけて、退たい路ろを絶つように近づいていく。

「ごめんなさい、ご挨あい拶さつが後回しになってしまって。どうかしら？　今日の夜会で不ふ名めい誉よなあの噂うわさは払ふつ拭しよくできて？」

　レティはそう言いながらも、できていないことを知っていた。

「気の毒とは思っているのよ。だから少しその噂を取り消すための手助けをしてさしあげるわ。貴方はわたくしに手を差し伸べ、頭を下げるの」

　つまりワルツの相手を申し込めとレティは提案する。

　ノーザルツ公は一瞬考え、利があると判断し、うやうやしくレティの手を取り、ホールの中央へと誘いざなった。

　旬の噂の主役二人だ、一気に視線が集中する。レティもノーザルツ公もそういう視線に慣れきっているため、表情一つ変えることはない。

　微笑んだまま踊り始めれば、次第に周囲に溶とけ込み始める。周りの視線が二人から外れ始めた頃、レティは笑顔を浮かべたまま辛しん辣らつなことを口にした。

「貴方はあれだけの奥方がいながら、女性の口く説どき方が失しつ笑しようものね」

　まずそこからかという話題でレティは切り込んだ。

　ノーザルツ公は思わずワルツのステップを三つ飛ばしそうになる。

「……姫を綺き麗れいだという言葉の、どこが失笑だというのか？」

「それはわたくしが綺麗だと言われ慣れているからよ。もう少し違う褒ほめ方をしなさい」

　少しの助言を与えれば、ノーザルツ公はすぐに攻め方を変えてきた。

「ならば、真っ向から口く説どくのは諦あきらめよう。姫、貴女は私が出会った女性の中で、一番賢い。知性だけではない、冷静な判断力や観察力もある。〝お姫様〟であるのが本当に惜おしいと思えるぐらいだ」

　流れるような言葉。淀よどみなく並べ立てられる賛さん辞じは、美しいと褒めるときよりも明らかに手て慣なれていた。

（なるほど、こうやってノーザルツに来た有ゆう能のうな女性を落としているのね）

　女だからという理由で国政に参加できない自分を認めてくれる主君に出会えたら。

　そんな主君は、世界中を探しても、この男ぐらいしかいないだろう。当然、ノーザルツ公に心しん酔すいしきった女性は、生しよう涯がいをノーザルツ公国に捧ささげる覚かく悟ごを決めるはずだ。

　ノーザルツ公の偉い業ぎようは女性の登とう用ようだけではない。乏まずしい資し源げんの中、どこの国よりも早く技術力と品質に目をつけ、他国の市場を浸しん食しよくし始めた。まだ公こうとなって数年しか経っていないのにもかかわらず、だ。既すでに公子のときから準備をし始めていたに違いない。

　――レティと、同じように。

「真剣に私と結婚することを考えないか？　無論、仮面夫婦で構わない。あのクレイグ・バーデを愛人にしていても、私は口を出す気はない。一応跡あと継つぎは生んでもらわなければならないが、それだけ成なせばいいだろう」

　ここまで色気のない求きゆう婚こんはレティも初めてだ。いっそ清すが々すがしいとも思えた。

「あのときと今は状況が違うわ。互いに一国を背負う者同士になっている。結婚しましょう、いいわよ、で結婚できるとでも？」
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「できるとも。ノーザルツは元々ソルヴェールに属していた。人種も言語も同じ。イルストラとの共同統治より、遙はるかに現実味がある。結婚した際には、我々の国をソルヴェール＝ノーザルツ王国とでも名付けようか」

　なんならソルヴェールの一地方として戻ってもいいとノーザルツ公は譲じよう歩ほを見せた。

「ノーザルツを捨てて、わたくしとソルヴェールの共同統とう治ちをするとでも？　お断りするわ。貴方はノーザルツの人間で、ソルヴェールの人間ではない」

「だが私には力がある」

　リードする手に力が込められた。

「幾いくら姫が賢くても、女だからというだけの理由で、政治の足あし枷かせとなる。貴女あなたのことだ、ソルヴェール国へ求める理想は高いだろう。そしてそれができぬことも理解している。――だから、私と結婚しようではないか」

「貴方となら、わたくしの理想が叶かなうとでも？」

「そうだ、私が全ての矢や面おもてに立とう。姫は裏では私と共に改革を目指すが、表では微笑んでいるだけでいい。政治というものは、その方が上う手まくいく」

　ノーザルツ公との会話に集中しているせいで、身体からだはほとんど音楽に合わせて〝慣れ〟で動いている状態だ。それでも優雅に踊っているように見えるのは、今までの積み重ねのおかげだろう。

「わたくしはこれでも貴方の政治手しゆ腕わんを高く評価しているの。異国の女性すらも登用するその制度については、不可能を可能にしたとまで言い切ってもいい」

　もしソルヴェール国王であったら、改革王という諡おくりなになるだろう。

「けれど、貴方は当たり前のことを一つ見落としている。わたくしが夫にするならば、ソルヴェールの国こく益えきになる相手を選ぶに決まっているでしょう。軍事力、経済力そういったものでもいいし、個人的な能力でもいい」

「私との結婚がソルヴェールの国益にならないとでも？」

　当たり前でしょうとレティは微笑みを向ける。

「ノーザルツを手に入れて、どんな利益があるというの？　ただの一地方の領土しかない。有ゆう益えきな資し源げんがあるわけでもない。更さらにはあのキルフ帝国と接している」

　かの革命王がノーザルツ地方を切り離して緩かん衝しよう国こくに仕立てた理由はそこだ。所しよ有ゆうしていても、価値がないどころか、支し援えんをしてやらなければならない土地。

　そういう理由もあって、ノーザルツ公国はソルヴェール国やキルフ帝国の侵しん略りやくを免まぬがれてきた。

「それに貴方は『わたくし以下』の男でしかないわ。わたくしと『同じ考え』ができる人間がもう一人いても意味はない」

　自分と同等、それはレティ基準では最高評価に近い。

　だがノーザルツ公は侮ぶ辱じよくと捉えた。

「わたくしと結婚したいなら、国の一つでも奪い、皇こう帝ていと名乗って再び求婚することね。そのときにはわたくしからお願いしてあげてもよろしくてよ」

　ノーザルツ公との結婚は『悪くない』。だがそこまで『いい』ものではない。

　これ以上ない拒きよ絶ぜつをレティは突きつける。そのとき、丁ちよう度どよく曲が終わった。これだけ時間を稼かせげば十分だろうと優雅にお辞じ儀ぎをしてクレイグの元へと戻る。

「王女殿下、ヴィクトル殿下が後は自分が関かん税ぜいの話で釣つって、ノーザルツ公をここに引き留めるとのことです。その間にニコラ嬢を祈りの塔とうに連れて行くよう頼まれました」

「ありがとう。後は任せましょう」

　言葉通り、入れ替わるようにしてヴィクトルがノーザルツ公を捉まえていた。

　二人は真剣な表情で言葉を交わし、共にテラスへ向かう。人に聞かれたくない話をこれからするのだろう。

「……ノーザルツ公とはどんな話を？」

「求婚されて、断ったという話よ。……残念だけれど〝夫〟にする気はないの」

　なら何にする気だったのかとデュークなら一歩踏み込めただろう。レティの何気ない言葉に、いつも隠されている意味があると知っているからだ。

「それならば、安心しました。ニコラ嬢の元へと、今のうちに参りましょう」

　レティはノーザルツ公からニコラへと気持ちを切り替える。明日はいよいよ結婚式だ。このままシャルロッテが戻って来ない場合は、ニコラが花嫁の身代わりとなる。

「今夜はヴィクトル殿下がノーザルツ公を引き留めてくれたけれど、明日は当然妨ぼう害がいにやって来るでしょうね」

「祈りの塔の警けい護ごを増やすよう後でお願いしておきましょう」

「そうね」

　だが相手はあのノーザルツ公だ。どんな手で来るかはわからない。いつもこちらは後手に回り、ノーザルツ公に散々振り回されてきた。その度たびになんとかやり過ごしてきたが、明日もどうにかなるという保証はない。ならばいっそ、こちらから先手を打つのも、一つの選せん択たく肢しだ。

　さてどんな手を……と考えているうちに、ニコラの部屋までやって来た。

　白いローブと同じく白いヴェールで顔を隠したままのニコラを連れて、レティは王城の端にある祈りの塔へと移動する。

「いよいよ明日ね、がんばって」

　今夜一晩、花嫁役のニコラはシャルロッテの代わりに、祈りの塔の一番上にある小部屋で祈りを捧げる。

　――といっても、近年ではその慣習は随ずい分ぶんと形けい骸がい化かしており、祈りを一晩中捧げるわけではなく、祈ってその小部屋で眠るだけだ。きちんとベッドも用意されている。

「もうドレスに足を取られることもなくなったし、立りつ派ぱに役目を果たせるわね」

「レティーツィア姫様が丁寧に教えてくださったおかげです。……でも、ぎりぎりでもいいですから、シャルロッテ姫様が戻られるといいですね」

「ええ、それはイルストラの軍人とソルヴェールの騎士達に期待しましょう」

　小部屋には質素なベッドのほかに、小さなテーブルと椅子。そして水差しと、聖なるワインが置かれている。レティは枢すう機き卿きようから届けられたワインの瓶びんを手に取った。

「怪あやしげな薬が入っているかもしれないから、ワインは飲まないように。窓から中身を捨てて、飲んだふりをしなさい」

「はい」

　後は結婚式の朝を迎えるだけ。色々あったが、なんとかここまで辿たどり着いた。

「お休みなさい、今夜はゆっくり休んで。明日の朝、ヴィクトル殿下と共に迎えに来るから。それからうんざりするほど時間のかかる着替えよ」

「はい、姫様もお休みなさいませ」

　クレイグはレティのために小部屋の扉を開けようとしたが、ドアノブが回らなかった。

「鍵かぎが？」

　扉が開かないとクレイグがレティに言えば、扉のすぐ外で待たい機きしていた侍女が慌あわてて扉を開ける。彼女達は申し訳ございませんと一いつ斉せいに頭を下げた。

「古い塔でございますから、扉の立て付けが悪く、一度閉まると外からしか開けられなくなっております。扉を開けたままにしておくべきでした」

「いいのよ。ソルヴェールの城にもそういう扉があるわ。どこも同じね」

　ゆっくりと階段を下りながら、レティは明日のことを考えた。

（全てがあと一歩のところに来ているのに……ノーザルツ公も、クレイグも）

　男は派手な演出に弱い。その助言に従って、色々策さくを講こうじてはみるものの、いまいちしっくりこない。

（……いえ、結婚式が無事に終われば、時間がある。当初の予定はそうだったもの）

　これさえ終われば……とレティは塔を振り返った。

　全ては明日が来てからだ。




　――だが翌朝、ニコラが目覚めることはなかった。










　朝、結婚式を祝しゆく福ふくするかのように雲一つない晴天となった。

　レティはヴィクトルと共に祈りの塔へ向かう。だが階段を上りきったヴィクトルが扉をノックしても、ニコラからの反応がない。流石さすがに淑女の部屋に男が許可なしに入るわけにもいかず、レティが代わりにそっと扉を開けた。

「ニコラ、朝よ、起きなさい。……ニコラ？」

　ベッドに眠ったままのニコラは、レティの声に全く反応を示さなかった。レティは傍に手をつき、まずは脈みやくと呼吸を確かめる。ニコラの規則正しい呼吸は、昏こん倒とうしているのではなく、ただ眠っているだけだと教えてくれた。

「入っても大丈夫よ。ニコラは寝ているだけ。でもこれは、薬か何かを盛もられたかもしれないわね……」

　やられた、とレティは唇を嚙む。

　机の上には枢機卿から贈られたワインの瓶。手をつけないようにと言っておいたのだが、飲んでしまったのだろうか。それとも別の……

「水差しの方……？」

　イルストラ側で用意した飲み水は安全だと思っていたが、ノーザルツ公はワインに手をつけないことまで予想して、もう一つ上手く罠わなを仕掛けたのもしれない。

（やってくれたわね、あの男……！）

　いっそ褒ほめたくなるぐらい、あれこれと手の込んだ嫌がらせをしてくる。今度その極ごく意いを教えてほしいぐらいだ。

「ニコラ、ニコラ！　……駄目ですね、起きない」

　ヴィクトルが耳元で叫んでもニコラはぴくりとも動かない。薬で眠ってしまった以上、しばらく起きないだろう。このままでは結婚式に間に合わないかもしれない。しかもシャルロッテはまだ捉まらない。となれば……

（覚悟を決めなさい、レティーツィア！　わたくし一人が欠席しても、結婚式自体は行われる。まだ注目を浴びない小娘だったことを、今は逆にありがたく思うのね……！）

　レティが結婚式に参列しなくても、違和感を覚える他国の者はそういない。もう自分しか、いないのだ。

「わたくしがシャルロッテの身代わりになるわ。予備のドレスを用意して」

　そしてもう一つ。ノーザルツ公はニコラが眠ってしまえば、レティが身代わりになることまで予想しているだろう。必ずもう一度、仕掛けてくる。

「それと、塔の下にいるクレイグを呼んで。どちらもできるだけ、ノーザルツ公の眼につかないよう慌あわてず静かに。いいわね」

「はい。……本当に申し訳ありません」

「ぎりぎりまでシャルロッテの到着を待ちましょう。彼女が帰って来たら、全ては上う手まくいくのだから」







　ぎりぎりまで待つ。レティはヴィクトルに言ったように、祈りの塔でシャルロッテの到着を待ち続ける。それでも戻って来なかった場合を考えて、レティは予備のウェディングドレスに着替えていた。

　塔の中は思ったよりも涼しく、絹地をたっぷり使ったドレスに包まれていても、そこまでの不快感はない。

「……ノーザルツ公はよくまあ自ら動きますな」

　クレイグはレティの傍に立ちながら、窓の外をずっと眺めている。

「大きな野や望ぼうと強きよう烈れつな指導力を持つ男というのは、周りに頼られ無数の決定権を握り、自ら動く場面が多くなる。でもそれは諸もろ刃はの剣つるぎね。上を失ったら途と端たんに下が動けなくなる」

　ノーザルツ公が風か邪ぜを引いて寝込めば最後、ノーザルツ公国の政治が止まる。小さな国だからそれでもなんとかなるが、これがソルヴェールのような大国では？

「いつかその辺りで足下をすくいましょう。……今は作戦が成功しても精々一発お見舞いした程度にしかならないから」

　そして鐘かねが鳴り響く。これはもうじき結婚式が始まることを告げる鐘だ。

　ノーザルツ公はそろそろここにやって来るだろう。そのためにわざわざ塔の扉の見張りを『メイドと侍女だけ』にしてもらったのだから。

「もう少し来るまで時間がありそうね。暇ひまつぶしに、二十年前の話でもしましょうか」

　つい先日、夕日に染まる庭で、レティはクレイグから『貴方ならどうするか？』と問われた。レティはそのときの話を再開させる。

「二十年前、キルフ帝国との全面戦争一歩手前の状況。あのときまだ王子だった国王陛下は、国境沿いにある小さな村とそこに駐ちゆう留りゆうしていた小隊を見捨てることを選んだ。貴方はその決定に異いを唱え、ナイツオブラウンドとしての未来を捨てた」

　助けに行けば、助かったかもしれない命。クレイグは二十年前に囚われ続けている。

「王女殿下はどうなさると？」

「わたくしも国王陛下と同じよ。助けには行かない。圧あつ倒とう的てきな戦力をもって、一気に決着をつける。その方が後の休戦条約で有ゆう利りだもの。それに結果としての被害は少ない」

　レティが出した答えは、王として正しい。クレイグはそれを聞き、やはりその道しかないのかと眼を伏せる。

「……だから、行ってよかったのよ、貴方あなたは」

　だからとレティが更さらに付け加えた言葉を、クレイグは理解できなかった。

「それは……どういう」

「言葉通りよ。貴方は反発して、自分の隊を率いて、助けに行ってよかったの。わたくしならそれを望むわ。無事に貴方達が戻って来たら、戦争後に命めい令れい違い反はんの罰ばつとして休暇を与えてやるわね」

「……無事に、戻って来なかったら？」

「だから言ったでしょう、とお墓の前で泣いてあげるわ」

　王として正しい判断を下しても、人間として助けたい気持ちがある。王は決して〝神様〟にはなれない。

「私は、行って、よかったのですか？」

「ええそう。王として、絶対に口には出さない。でも心では望む。……お父様も同じだったと思うわ。貴方が命令違反をしたら、きっと喜んだ」

　レティは亡き第一王妃ユリアーネに生き写しだ。特にクレイグが覚えているユリアーネは、かつての主君と決別する前の若き姿が最後の記き憶おくとなったため、特にそう見えた。

　だが、背筋を伸ばし王として立つレティの姿は、もう一人の親―国王陛下とよく似ている。だからクレイグには、レティの言葉があの方の言葉として、聞こえた―……。

「そうですか……そうだったのですか……」

　クレイグの中で、二十年前に生まれたわだかまりがゆっくりと溶とけていく。

　きっとそれは、あったかもしれない可能性に救われたからではない。

　己の行動を肯こう定ていする言葉を得たからでもない。

　この年になってやっと、あの方の気持ちを垣かい間ま見たから。あのとき何を考え、何を思っていたのか、若い自分には想像もできなかったものに、ようやく辿たどり着けたからだ。

　ずっと不快感を訴うつたえ続けていた胸の中の塊かたまりが消えていけば、心の中に空くう洞どうが残った。

　この空洞には、これから様々なものが積み重なっていくだろう。

　身勝手で己しか見えていなかった過去の自分に対する想い。国境警備のために看み取とれなかった妻への想い。一度も己を責めなかった、かつての主君への想い。

　そして……空洞の中にじわりと生まれた、若き王の誕生を嬉しく思う気持ち。

　そんな自分がいることが不思議で、でもそう思えることがよかったと素直に言える。

「まだ時間が必要でしょうが……いつかは、陛下に会いに行きます」

「そうしてちょうだい。わたくしの母とソフィア王妃が亡くなってから、寂さびしくなっているでしょうから」

　レティはそれ以上はクレイグの心に踏ふみ込んでいかない。ただ自分だったらどうするかを言っただけ。でもその距離感が、クレイグには心地よかった。

「……話に区切りがついたところで、いい具合にノーザルツ公のお出ましよ。頼んでもいないエスコートをしに来るなんて、本当に暇な人ね。……向こうとしては、花嫁が大聖堂に向かう前の今が正体暴きの最後の機会チヤンスなのでしょうけれど」

　窓の外をそっと眺めれば、ノーザルツ公が従じゆう者しやを連れてこの塔へと向かっている。

　レティはわざと花嫁が塔の中にいることを窓のカーテン越しに見せた。こうすればこのまま予定通り、扉の前に立つメイドや侍女と押し問答になり、ノーザルツ公は無理矢理ここに入ってくるだろう。わざわざ塔の階段を上りきってくれるとは、ご苦労さまだ。

「では作戦通りに」

「御ぎよ意い」

　クレイグはレティへ迷いを振り切った眼を見せる。これならば大丈夫だろうと、レティも腹をくくった。




「シャルロッテ姫！　さあ大聖堂へ参りましょう、お迎えに上がりました」

　塔の中へ、ノーザルツ公の声が鳴り響く。おやめくださいとシャルロッテの侍女達が追いすがるのを、ノーザルツ公の従者が止めた。




　――もうここまで来たら仕方ないわ。ノーザルツ公には事故に遭あってもらう。




　塔の階段を上るノーザルツ公は、警備の薄さに違和感を覚えていた。

　これは罠わなかもしれない、いやきっとそうだ。階段の途と中ちゆうに己おのれを突き落とすために待ち伏せする者がいる方が自然だ。レティーツィアならやるだろう。

　そう警戒しつつ、一段一段確実に上っていく。




　――事故？　まさか……この階段から……

　――突き落とすぐらいでは駄目よ。やるならきちんと息の根を……と言いたいけれど、もう少し穏おん便びんな手を用意したわ。今回はノーザルツ公に危害を加えては駄目、外交問題に発展させるわけにはいかない。




　ノーザルツ公は己の手で扉を開く。軋きしんだ音を立て、あっけなく扉は開いた。

「お迎えに上がりました、身代わり花嫁殿」

　小部屋にはヴェールを被り、ウェディングドレスを着た花嫁と、傍に寄り添う騎士のクレイグ。

　あのクレイグ・バーデが主君であるレティの元を離れるはずがない。やはりもう一人の身代わり花嫁はレティかと確信に近い予想を確信に変えた。

「参列客の前で、その正体を暴あばかせてもらおうか。シャルロッテ姫を知らぬ者は多いが、レティーツィア王女を知っている者はそれなりにいるだろう」




　――ノーザルツ公は、わたくしの正体を暴こうと必ずやって来る。そして小部屋に辿たどり着けば追い詰めたと油断する。そこを狙ねらうわ。




　花嫁姿のレティとクレイグはノーザルツ公から少しでも距離を取ろうし、窓辺ぎりぎりまで下がった。




　――この小部屋の扉は立て付けが悪い。一度閉じると、内側から開くことができなくなるのは昨日知ったでしょう？　うるさいノーザルツ公をこの部屋へと閉じ込める。これはあくまでも『事故』よ。




　外に出られなくなったのを知らないノーザルツ公は、レティ達に勝利の笑みを浮かべる。

　イルストラ訛なまりの二人目の花嫁は薬で眠っている。三人目の花嫁のレティは今ここにいる。結婚式当日では『四人目の花嫁』の用意はできないはず。




　――それでは王女殿下も共に部屋の中に閉じ込められてしまいます。王女殿下は結婚式でシャルロッテ姫役をなさらないと……

　――そうよ。わたくしはこの部屋から脱出しなければならない。だから……




　あらかじめ立ててあった作戦。レティはそれを自分一人で行うと言ったが、クレイグは承しよう知ちしなかった。自分から共にと頑かたくなに願い出た。

　ぞっとするほど妖よう艶えんで、可か憐れんな微ほほ笑えみをレティはクレイグに向ける。そして今一度、覚かく悟ごを尋ねた。




「一緒に、落ちてくれる？」




　窓から風が吹く。レティの言葉にクレイグは頷うなずく。

「――貴女あなたの命めいならば、どこまでもお供いたしましょう」

　この塔の高さを考えると、落ちればかなりの確率で命を落とす。

　それでもレティは絶対に大丈夫だからとこの無む謀ぼうすぎる作戦に踏ふみ切った。そしてクレイグはレティを信じた。

　二人は迷うことなく窓から身を躍おどらせる。風が下から二人を襲おそい、ヴェールを翻ひるがえした。

（……疾しつ風ぷうの剣！　お願い、上手くいって……！）

　レティの身体の中にある、騎士王を守ると約束した十二本の剣の一つ『疾風の剣』。

　こんな使い方、一度だってしたことがない。疾風の剣でやったことといえば、人をふらつかせるために横から風を叩たたきつけたぐらいだ。

　落下速度を緩ゆるめるために、真下から風を自分達へ叩たたきつけるなんて、本当に成功できるか自信がない。それでもやらなければならない。

　――もっと強い風！　もっと!!

　レティの願いに、下から風が強く襲う。眼が乾いて、開けてはいられない。けれど、身体が感じる落下速度は確かに緩まっている。

「行ける……！」

　風に吹かれた羽根のように、ゆっくりとレティとクレイグの足が地面を踏ふみしめる。

　ふわりと、レティが着ていたウェディングドレスの裾すそが地に広って、着地が成功したことを本人達も知った。

「……ふざけたことを……!!」

　一瞬、ノーザルツ公は目の前で二人が心しん中じゆうしたのかと思った。しかし慌てて駆け寄った窓辺から見えた光景は、信じられないものだった。

　まるで魔法を使ったかのように、綺麗にゆっくりと地に足をつけている二人。そして、こちらを嘲あざ笑わらうかのように手を振る花嫁。

「くそ！　時間を稼いだつもりだろうが、まだシャルロッテ姫はこちらの手の中にある」

　階段を駆け下りようとドアノブに手をかけ力を込め――がちりと鈍にぶい音が鳴ったことに驚く。まさかと何度も力を込めるが、まるで鍵がかかったかのように扉は全く動いてくれない。

「いつの間に鍵が……!?　あの女……！　この程度で俺を閉じ込めた気になるとは、随分と舐なめてくれたものだ！」

　といっても、とりあえずは助けを求めなければならない。塔の入り口で待っている従者にノーザルツ公は叫ぶ。

「おい！　何をしている！　助けに来い!!」

　そして足で扉を何度も強く蹴る。その妙に様になる仕草は、レティが見たら自分のことは棚に上げて、〝公〟の名が泣くわと言ってくれただろう。










「これで多少は時間を稼げるわ。この間に式場へ向かいましょう。ノーザルツ公が来る前に大聖堂の扉を閉めてしまえば……！」

　ドレスの裾をたくし上げ、レティはヒールとは思えない速度で走る。

　クレイグはその隣を走りながら、未だ収まらぬ高こう揚よう感かんを持て余していた。

「……一体、どうやったらあのように飛び降りることができるのですか？」

「それは神様に訊いてちょうだい。おそらく奇き跡せきって言葉が返ってくると思うけれど」

　正確には半分は騎き士し王おうの力で、後の半分はレティの強運のおかげだ。

「殿下！」

　その声にレティは足を止める。まさかと声の方に振り返れば、しばらくぶりの顔にくすぐったい気持ちを覚えた。

　やっと来た、今はその気持ちでいっぱいだ。

「ご所しよ望もうの品をお届けに参りました。……手紙に書いたとおり、こちらは上手くいった。戻って来るのが式の直前になったけどな」

　己の騎士、デュークの報告にレティはよくやったと叫さけびたいぐらいだった。

「いいえ、最高のタイミングよ。今なら侍女から愛人に格上げしてあげてもいいわね」

「最高の褒め言葉を頂き、恐きよう悦えつ至し極ごく」

　ならば向かう先は大聖堂ではない。最後の仕上げをするためにレティは急いだ。







　結局、ノーザルツ公は従者の助けを借りることはなく、自力で扉を蹴り開けることに成功した。髪と服が若じやつ干かん乱れたまま、階段を駆け下りる。

「本当に役に立たないなお前は！」

「申し訳ございませんアウグスト様！　しかしシャルロッテ姫は到着しました！」

「急いで俺のところに連れて来い！」

　式が始まれば大聖堂の扉が閉まる。それまでにと焦る気持ちそのままに走れば、花嫁が大聖堂へと向かうところに出合うことができた。

「花嫁殿！」

　花嫁と、ヴィクトルと、クレイグともう一人長身の騎士。一行はノーザルツ公に呼ばれ、足を止める。

「……ノーザルツ公、式に参列するには若じやつ干かん野性味あふれたお姿ですね」

　ヴィクトルが穏やかに咎とがめれば、ふんとノーザルツ公は鼻を鳴らす。

「よくも私を閉じ込めてくれたなと言いたいが、我が慢まんしよう。あれは事故だったと納得してやる。だが身代わり花嫁に関しては別だ。言い逃のがれのできない証しよう拠こを、今お持ちする」

　ノーザルツの軍人に連れられた、ヴェールで顔を隠した一人の女性。

「こちらでシャルロッテ姫は保護させてもらった。さあ、式の延えん期きをしたくなければ、今すぐ関税の交こう渉しようを始めようか」

「ノーザルツ公、貴方は何を言っているのですか？　シャルロッテ姫は今ここにいます」

「いいや、そこにいる花嫁はイルストラが用意した偽の花嫁だ。大聖堂に参列する皆の前で、真実を明かされたいか？」

　ノーザルツ公の手が、従者に連れて来られた『シャルロッテ姫』のヴェールを剝はぐ。

　ふわりとヴェールが浮き上がり、そこから現れたのは……金髪に紫色の瞳を持つ女性。

「……!?　これはどういうことだ!?」

　驚いたのは、クレイグでも、ヴィクトルでもない。ノーザルツ公だった。

「違う……これは、シャルロッテ姫ではない!?」

　一度見たシャルロッテと全く違う顔の女性。共通点は髪色と眼の色だけ。

「ノーザルツ公、貴方はこのイルストラの暑さに、少しお疲れのようです。シャルロッテ姫はここにいるでしょう？　……ほら」

　ヴィクトルに促うながされ、真っ白で可か憐れんなウェディングドレスに包まれた花嫁が前に出て来る。彼女は自らヴェールを横へと流し、その顔をノーザルツ公に現した。

「ご機嫌よう、ノーザルツ公。サヴェリオ様との結婚式に遠いところからいらしていただき、ありがとうございます」

　そしてシャルロッテは微笑み、おっとりと小首を傾げた。

　その仕し草ぐさも、その声も、ノーザルツ公の記憶の中にあるシャルロッテそのものだった。

「ノーザルツ公、色々言いたいことはおありでしょうけれど、そろそろ結婚式が始まるわ。服を整えて、大聖堂へ参りましょう」

　デュークの背後から歩み出てきたのはレティ。可憐なアーモンドの花を思わせるような薄紅色のドレスを身に着けていた。

　その瞬しゆん間かんのノーザルツ公の狼おおかみを思わせる唸うなり声に、レティは澄すました顔を見せる。

　シャルロッテ争そう奪だつ戦せんの決め手になったのは、シャルロッテの顔を知っている者がいるかどうか。デュークは以前、ソルヴェール国第二王女コルネリアの誕生会のときに、レティからシャルロッテを紹介してもらっていた。

　しかしノーザルツの軍人達は、シャルロッテの顔を知らない。だからデュークは金髪で紫色の瞳を持つ女性を金で雇やとい、『シャルロッテ』役をしてもらうことにした。

　デュークはノーザルツ国の軍人より一足先に、壊こわれた馬車の中で泣く本物のシャルロッテを見つけた。しかしただシャルロッテを保護するだけでは、イルストラの王城に戻る間に、ノーザルツの軍人によって力ずくで奪い取られるかもしれない。だから彼らには『本物を保護した』と思い込ませることにした。

　馬車の中で泣いていた本物のシャルロッテと、デュークの用意した身代わりの女性の入れ替わりを知らないノーザルツの軍人は、シャルロッテを保護したとノーザルツ公へ連絡を入れたのだ。

「さあ、皆様、大聖堂へ。式の鐘が鳴ってしまいますわ」

　場違いなほどのんびりとしたシャルロッテの声が、ノーザルツ公にとどめを刺さした。







　結婚式は、無事に終わった。

　枢機卿が用意した新しい誓いの言葉は、サヴェリオもシャルロッテも初見で読み上げることとなってしまい、多少つっかえたが、そこは緊きん張ちようしていたということで済ませてもらえるだろう。

　今は皆が新たな夫婦を祝福し、おめでとうの声をかけている。

「あの二人が綺麗に幸福な結末ハツピーエンドになるなんて想像もしていなかったわ」

「サヴェリオ殿下の熱ねつ意いが届いた、というところだろう」

　少し人の輪から離れたところで、レティとデュークはその光景を眺めていた。

　シャルロッテの駆け落ちの終わりは突然だった。

　これから先は二人で強く生きていこうと言ってくれた恋人が、持ち出した高価なものを全て金に換かえた後、豹ひよう変へんしたのだ。恋人は『もう用はなくなった』とシャルロッテに告つげ、駆け落ちを手伝ってくれていた友人達と共に姿を消してしまった。

　壊れた馬車の中で、シャルロッテは一人泣き続ける。自分が恋人に利用されていただけだったとようやく気づき、深い悲しみに暮れていた。

　そんな彼女に、サヴェリオは怒ることもなく、責せめることもなく、心からの言葉をシャルロッテに贈った。

　――君が無事でよかった。共に城へ帰ろう。

　傷ついたシャルロッテの心に、その言葉は響く。新たな恋を見つけたシャルロッテは、幸せになるためにここへ戻って来た――。

「……できすぎね」

「いいじゃないか。お姫様と王子様は幸せになりました……って物語のように終わって」

「こっちは引き分けの結末ドローエンドだもの。ノーザルツ公を出し抜いて無事に結婚式を終わらせたのはいいけれど、彼の敵てき意いを買ったのは将来を考えるとあまりよくなかったわ」

　この一週間はシャルロッテに振り回されっぱなしだった。ただ笑っていればいいはずの外交が、とんでもなく頭を使うことを要求され、波は乱らんに満ちたものになった。

「レティ！　来てくれて本当にありがとう」

　やれやれと思っていると、いつの間にか近くにいたシャルロッテが、幸せそうに笑う。

「……いいえ、貴女が幸せな結婚ができて本当によかったわ」

「ふふ、はいこれ。レティに」

　シャルロッテは手に持っていたウェディング・ブーケをレティへ渡す。

「イルストラ国はブーケトスをしないらしいわ。使ったらそれで終わりと聞いたの。だから貴女に渡そうと思って」

　スノーボールで作られた可憐なウェディング・ブーケ。ソルヴェールでは花嫁が投げ、それを受け取った女性は幸せな結婚ができるという言い伝えがある。

「幸せな結婚をしてね、レティ」

　幸せな結婚をした花嫁に言われ、レティは苦笑する。

「そうなることを祈るわ」

　打算に満ちた結婚になるだろうけれど、それでも……と願うことを今だけは己に許した。










　結婚式、昼食会、そして夜や会かい。フルコースでの外交日程をきっちり消化したレティは次の日にはもう帰国するとヴィクトルに告つげた。

「……本当に名な残ごり惜おしいです。こんなことがなければ、二人きりでゆっくりと、愛ある国政のお話もできたのに。今からでもまだ間に合います、使わなかったドレスを着て私と指輪の交こう換かんをしませんか？」

「申し訳ないけれど、その予定はこの先一生ないみたいね」

　ヴィクトルのいつもの冗談をきっぱりとレティは切り捨てる。

　デュークはおいおいとヴィクトルに何か言いたそうな顔をしているが、クレイグはもう慣れた様子ではいはいという顔をしていた。

「ヴィクトル殿下、最後に一つお願いをしてもよろしいかしら？」

「私にできることならなんなりと。すぐに姫の指にぴったりの指輪を用意させます」

「指輪ではなくて、ただそこに立っていてほしいだけよ」

　そしてレティはクレイグを見る。

「クレイグ、あの話を覚えているかしら？　この結婚式が終わったら、騎士団から一人、わたくしのナイツオブラウンドに欲しいと」

「覚えております」

「なら結構。ではここで済ませてしまいましょうか。ヴィクトル殿下に立たち会あい人にんとなっていただけるし」

「……王女殿下？」

　レティは右手をクレイグへと差し伸べる。

　クレイグはその意図が理解できず、レティの手を見て、その顔をもう一度見た。

「それは、どういう……？」

「あら？　忘れてしまったの？　わたくしはきちんと騎士団長にお願いして、筋を通した上で本人である貴方の許可を取ったわ」

　――王女殿下のナイツオブラウンドに望まれるとあれば、それは名めい誉よあること。喜んで送り出しましょう。

　クレイグは自分が言った言葉を思い出す。そして重大な勘かん違ちがいをしていた可能性に気がついた。レティの望んだ相手は、王立騎士団の若い騎士だと、勝手に思い込んでいた。

　だから騎士団長ヨハネスと、副騎士団長の自分の許可を得て、それから『若い騎士』にナイツオブラウンドの勧誘をするつもりなのだろうと、レティの筋を通した行為に納なつ得とくしていた。

「貴女あなたの望んだ相手とは……」

　そんなはずは、とクレイグは生まれた可能性を否定する。一方で、だが、と冷静に可能性を見つめる自分もいた。レティの望んだ『若い騎士』の名を、自分は聞いたことがあっただろうか。――いいや、一度もない。

「まさか……しかし、私は……」

「王立騎士団を辞める？　丁ちよう度どいいわ。ナイツオブラウンドと王立騎士団副団長は兼けん任にんできないもの」

　さあ、とレティは促す。王としての威い厳げんある声で、クレイグに告げた。




「――わたくしが、貴方の幼い頃の夢を叶えてあげる」




　クレイグの願いは、まだ心に残っているとレティは本人から聞いている。だから絶対にこの手を取らせるために、わざわざ誤ご解かいさせる言い方で言げん質ちを取ったのだ。

「わたくしのナイツオブラウンドになりなさい、クレイグ・バーデ」

　クレイグは一度目を閉じる。そしてゆっくりとその手を己の剣へと伸ばした。

「私は、もう年老いています。王女殿下の望む働きはできないでしょう」

「構わないわ。貴方の人生が、貴方の価値を作り出した。わたくしは若い貴方が欲しいのではない、今の価値ある貴方が欲しいの」

　高こう潔けつの騎士クレイグ・バーデ。若き頃、現国王と決別し、王族や王宮の貴族の争いから一線を引いていた男。常に最前線に立ち、王立騎士の厚い信頼を集めている。

　その男が未来の女王陛下の騎士となる。この意味は、それだけの男にレティが認められたという箔はくだ。

「今の私を、望むと」

「ええ」

「今の私は、もう助けに行くという命令違反はできません」

「それはそこの若わか造ぞうの役目ね。貴方はその背中を押せばいい」

　クレイグはレティの視線の先を追う。

　未来の女王陛下のナイツオブラウンド第一席デューク・バルヒェット。真ま面じ目めで、後の騎士団長にという話も内々にあった青年。

（……若き頃の私の役目は、若い騎士が果たしてくれる。ならば……）

　クレイグは剣の金具を腰から外した。そして重たい剣をレティの手へと乗せる。

「残り少ない命ですが、我が主しゆ君くんのために尽くしましょう」

　跪ひざまずき、頭こうべを垂たれるクレイグの姿を、レティは満足そうに見下ろした。

　受け取った剣を鞘さやから抜き取り、その左肩に剣の腹を置く。そして騎士の誓いの言葉を口にする。

「汝なんじの右手を剣とし、汝の左手を盾たてとし、汝の命いのち朽くち果てる刻ときまでの忠ちゆう誠せいを」
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　レティの問いかけに、クレイグは答えた。

「我が右手は剣、我が左手は盾、我が命朽ち果てる刻まで忠誠を誓う」

　絶対に欲しかった二人目クレイグ・バーデ。騎士団長ヨハネスもデュークも渋しぶい顔をして無理だと言ったクレイグを、レティは手に入れた。

「汝、我が騎士たれ」

　レティは剣を鞘に途中まで戻し、クレイグへ返す。クレイグは剣を受け取ってから立ち上がり、強く鞘の中へ刀とう身しんを戻した。鍔つばが鳴らす高い澄すんだ音が、イルストラの高い空に響いていく。

　それを立会人であるヴィクトルは穏やかな眼で見守り、デュークは主君へお見事と心の中で称しよう賛さんした。

「さあ、やるべきことは全て済ませたわ。帰りましょう、ソルヴェールへ」










　この外交は、まあまあだったとレティは帰りの道中で自己評価する。

　ノーザルツ公にいらぬ敵意を買わせてしまったことは、反省しておこう。しかし、結婚式の帰りに予定していた国境沿いの騎士団営所行きの必要はなくなった。

　出歩くついでに、クレイグを口く説どいておこうと思っていたのに、向こうから飛び込んできて、なおかつ騎士にするという最高の結果まで得られたのだ。

（男は派手な演出に弱い、か。……曾そうが何個もつくお祖じ父い様さまの言うことは聞いておくべきね、本当に）

　クレイグの幼い頃の夢がナイツオブラウンドだったことも自分に味方してくれた。

　そこでふと、もう一人の己の騎士のことを思い出す。

「そういえば……デュークの夢って……」







　途中、馬のための休きゆう憩けい時間、レティは突然しおらしいことを言い出した。

「貴方の幼い頃の夢って騎士団長でしょう？　悪いことをしたわね」

　レティの口から悪かったなんて言葉、デュークは本当に滅めつ多たに聞いたことがない。だから一瞬何を言われているかわからず、思わず聞き返した。

「……は？」

「違う？　貴方の夢を叶える機会を奪って悪かったと思ったのだけれど」

「いや……それは、まあ、騎士団長に関しては後はもうそれぐらいしか可能性がなかったからというか……」

　デュークの言葉の歯切れの悪さに、レティはもう一つの可能性に気づいた。

「騎士団長ではなくて、フリートヘルム殿下の騎士？　でもそれは騎士学校で知り合ってからだから、幼いに入るか少し際きわどいわね。……ああ、もう一つあったわ。貴方の家はグイード派だもの。グイード殿下の騎士になりたいと思う方が自然ね」

　レティは一人でなるほどと納得していく。

　デュークは、どうする!?　と必死に考えた。

（……言わないのは、詐さ欺ぎというか、公平でない気がする。いやしかし……！）

　結局、人間としてよくできた男であるデューク・バルヒェットは、恥はずかしさを堪こらえて己の幼い頃の夢を白状することにした。

「いいか、一度しか言わない。よーく聞け」

　レティへ忠告し、一つ咳せき払ばらい。

「俺の夢は、ナイツオブラウンドの第一席になることだ」

　ソルヴェールの少年は、誰だってナイツオブラウンドに憧あこがれる。いつか王に仕つかえる騎士に……と一度は思う。

「……そうだったの」

「そうだ。だから夢は叶った。……お前が叶えたんだ」

　話はこれで終わりとデュークはレティから視線を外した。今はまだ、レティの顔を直ちよく視しできそうにない。だからレティが珍しく眼を丸くしていることに気づけなかった。

「あー、それよりお前の夢はなんだったんだ？　女王になることか？」

　デュークに訊かれ、レティは我に返り、いつもの調子を取り戻す。

「お姫様」

「は……？」

「お姫様になりたかったのよ、わたくしは」

　そう言われても、レティは王女だ。現在進行形でお姫様である。

　デュークのよくわからないと言いたそうな顔を見て、レティは苦笑する。

「正確には、物語に出てくるお姫様よ。何があっても、必ず王子様が助けてくれて、幸せになる。そんな守られるだけのお姫様になりたかった」

　自分が将来王になることを、レティはずっと昔から知っていた。お姫様ではいられないことを知っていたから、ありえないものを望んだのだろう。

「でもいいわ、女王になるのも悪くないと今は思っているから」

　レティの言葉に噓はない。だからデュークはそうかと穏やかな気持ちで言うことができた。







　馬車の中、レティは妙みように空気が乾いている気がして、何度か咳せき払ばらいを繰り返した。舞い上がる砂すな埃ぼこりも原因の一つだろう。

「ソルヴェールに辿たどり着く前に、また肌が荒あれるわね。……あら？」

　外からは馬車と護衛の騎士の馬の足音が相変わらず聞こえる。だがそれ以外にも急きゆう速そくに近づいてくる馬の足音に気がつき、レティは馬車の窓を眺めた。

　まだ立ち上る砂煙しか見えないが、聞こえる足音からして単たん騎きのようだから、危機が迫るような事態にはならないだろう。

　そうレティは思っていたのだが、聞こえた馬の足音は、危急を告げるものだった。

「私はノーザルツ公国アウグスト・カルゼン・ノーザルツ！　ソルヴェール国第一王女レティーツィア殿下にお取り次ぎを願いたい！」

　ノーザルツ公の声が馬車の中のレティまで届く。この声からすると、相当切せつ羽ぱ詰まった状況らしい。

「止めて、話をするわ」

　外の騎士が指示を仰いでくる前に、レティは自ら馬車を止めるよう言った。扉を開くよう命じ、外へ出る。

「貴方が単騎で駆けて来るなんて、一体何があったの？」

　ノーザルツ公は乱れた服を直すこともせず、馬に乗ったままレティに苦い顔を見せた。

「私が一番馬を速く走らせることができるのでな。どうやら楽しく腹の探り合いをしている場合ではなくなったらしい」

　ノーザルツ公は乾いた北の空を見る。そして指差した。

「熱波だ、山脈を越えた」

「なんですって……!?」

「ただ熱波が山脈を越えただけならば、手紙で互いにがんばろうと言えばいい。わざわざ足を運んだのは、山火事が起きたからだ」

　乾いた熱い風は山を乾かす。そして些さ細さいなきっかけで、炎を上げる。

「燃えたのはグラン山。既すでにキルフ帝国にも使いを出した」

「グラン山……よりにもよってそこだなんて……」

　グラン山は現在ソルヴェール国、ノーザルツ公国、キルフ帝国の三国が互いに己の領土だと主張しており、膠こう着ちやく状じよう態たいを保っている。

　そんな山が燃えたら、どの国が対応するのかと揉もめ、初しよ動どうが鈍にぶくなるのは間違いない。山火事の対応は初動が肝かん心じんだというのに。

「貴女をソルヴェール国の全権大使と考えてもよろしいか？」

「ええ、次期女王として、このままグラン山に行くわ」

　必ずと約束すればノーザルツ公は頷き、後でと馬を走らせる。

　レティは騎士達にグラン山で立ち止まると告げた。ここから急いで二日。

「昨日の敵が明日の味方となるなんてね……」

　ノーザルツ公がレティのところへ直接来たのは、真意を推おし量はかるためだ。レティがこの山火事にどう対応するのかを直接探った。

　そしてレティはこのままグラン山に行くと答えた。つまりこれは火急の件で、領土がどうのこうのと揉もめている場合ではないと、ノーザルツ公と同意見だと意思表示した。

「……それまでに、やれることをしておかないと」

　レティははやる気持ちを抑え、馬車の中で目をつむる。

　自分にできることが、あの場所にあった。







　　　　エピローグ








◆◆◆






　レティは王達の会議の間で、とある王を待っていた。今日は誰もいないらしく、しんとしている。椅い子すに座って、行ぎよう儀ぎ悪く足を泳がせる。

「彼かの王は、雨と共に戦場を駆かけ抜ぬけた――……」

　内ない政せい王おうカールハインツから教えてもらった詩を、無意識に口ずさみ始めた。

「王は戦場に荒あれた空を作る。硝しよう煙えんの雨雲、紅くれないの雨、小さな無数の雷かみなりの音」

　どんな光景なのか、レティには想像できなかった。カールハインツが言ったとおり、遠すぎる未来はおとぎ話のようだ。

「新たな世界の始まりを告つげる音を鳴ならした彼の王を、こう呼ぶ。――……」

　そのとき、彼の王は姿を現した。誰かに平手打ちでもされた後なのか、片かた頰ほおが赤い。

「あれ、レティーツィア女王だ。ついさっき、振られちゃったんですよ」

「ご機き嫌げんよう、ルートガー王」

　レティは椅子から立ち上がり、ルートガーの前に立つ。

「貴方あなたに教えてほしいことがあるの」

「オレに？　未来でも知りたい？」

「いいえ、知りたいのは貴方の力。……わたくしに雨の降らせ方を教えて」

　レティの言葉に、ルートガーはいやいやと首を振った。

「それは偶ぐう然ぜんだよぐーぜん」

「貴方の戦場が常に雨だったのは偶然ではない。貴方より後世の王からカールハインツ王が聞いたそうよ」

　新しい世界の始まりを告げる音――それはレティの時代にはまだない言葉。

「そうでしょう？　――『銃じゆう声せい王おうルートガー』」

　ルートガーから、煙と雨の匂いがした。








終　










　あとがき




　こんにちは、石いし田だリンネです。

　この度たびは本作を手に取っていただき、本当にありがとうございます。




　本作は『おこぼれ姫ひめと円えん卓たくの騎き士し』の三巻目となります。

　今回はレティがソルヴェール国の王宮から外へ飛び出し、世界が広がりました。これからもレティが成長していく姿を見守っていただけると嬉うれしいです。




　同日発売の『ビーズログ文庫アンソロジー　オトキュン！』にて、おこぼれ姫と円卓の騎士のパロディ短たん編ぺんを書かせていただきました。マフィアのボスになることを強きょう要ようされたレティと、友達以上恋人未満のデュークと、マフィアな歴代王達が好き放題しております。よろしければお手に取ってみてください。




　そして、この作品を刊かん行こうするにあたってお世話になった方々にお礼を申し上げます。

　ご指導くださった担当様、素す敵てきなイラストを描いてくださった起おき家や一いち子こ先生（失しつ恋れん王おうのラフ画は興奮しすぎて酸さん欠けつになりました、次の巻が楽しみです……！）、職場の皆様、当作品に関わってくださった多くの皆様、本当にありがとうございます。これからもよろしくお願いします。

　それから手紙やメールにて温かい言葉をくださった方々、本当にありがとうございます。もっと努力を重ねていこうと決意を改めております。




　最後に、この本を読んでくださった皆様へ。

　読み終えたときに少しでも面おも白しろかったと思えるような物語であることを祈いのっております。

　また来月の四巻でお会いできたら嬉しいです。
石田リンネ







著者

石田リンネ

Rinne Ishida




愛知県在住。

携帯を水没させました。

アドレス帳を救出できないまま機種変更したので、友人からだと思われるメールアドレスを見て、この単語が入っているからあの子のはず……！　と推理力を試される日々が続いています。







イラスト

起家一子

Ichiko Okiya




オリンピック中は徹夜がさびしくないので嬉しいです♪

これが出る頃には終わってしまいますが、閉会式も楽しみです。
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